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ひりひりハート




「う……ん」


あれ？　ここは……？


「気がついたか？」


郁いく夜や……？


ぼやけてた視界がクリアになったら、上から覗のぞき込こんでいる郁夜の顔が見えた。


「ここ、どこ？」


「家だよ」


家？　帰ってきたの？


「私……？」


周りを見回したら、ピンクのフリフリベッドが視界に飛び込んできた。


ここ、私の部屋だ。


確か、学校にいたはずなんだけど……。


学校にいて、保健室に行って……。


「……!!!!」


思い出した。夢じゃ、ない……よね。


私、あのあと気を失っちゃったんだ。


あのあと……。


ふいに、首筋や唇に双子の舌の感覚が蘇よみがえってきた……。


ゾクッと震えがきて、思わず布団を頭から被かぶる。


「ごめん、ひな」


布団の外から郁夜の声が聞こえた。


聞いたことのない、苦しそうな声……。


その声に、ぎゅっと胸が締めつけられる。


胸の痛みに耐えてじっとしていたら、布団の上から抱きしめられた。


布団越しに郁夜の温ぬくもりが伝わってきて、その広い胸を感じたら……。


じわっと涙が溢あふれてきた。


どうしようもなく、胸がチクチクする。


でも、この痛みは、双子に襲われそうになった痛みじゃない……。


郁夜がこんなに優しくするから。


もう優しくしないでよ。


挨拶でキスなんてしないでよ……。


双子にされたことより傷ついてる。


──いや、違う。


私が勝手に勘違いして、期待しちゃっただけなんだ。


郁夜のせいじゃない。


郁夜は仕事をしているだけ。


私が、勝手に郁夜を……。


「大丈夫。大丈夫だから」


もう優しくしないで。


布団の中から郁夜の身体からだを押しのけた。


でも、郁夜は私を放さない。


「大丈夫だから、放して」


「……ごめん」


その声と共に温もりが消えて、同時にギュッと胸が押しつぶされそうになった。


私、素直じゃない……。


本当は抱きしめて欲しいのに。


でもこの温もりが仕事なら、いらないよ。


これ以上傷つきたくないもん。


それでも、布団の向こうで郁夜がどんな顔をしているのか、考えたら苦しくなる。


悲しい顔しないで。私は大丈夫だから。


もう、勘違いしないから……。


「ひなを守るためにあの学園に転校させたのに。……本当にごめん」


ごめん。なんて、似合わないよ。


「この学園に転校したのは、お父さんの命令でしょ？　郁夜のせいじゃないよ」


深呼吸、深呼吸！


布団の中で笑顔を作って、バッと布団をはねのけた。


「郁夜はちゃんと守ってくれたよ。なにもされてないから大丈夫だって！」


うん。ちゃんと笑顔で言えた。


布団から出た瞬間、私の目に飛び込んできた郁夜はすごく悲しそうな顔をしていて。


「そんな顔しないでよ～。郁夜らしくないよ？　助けてくれてありがとう」


「ひな……」


「ねぇ、今何時？」


郁夜の言葉を遮って、時計を見た。


「わ～！　もう５時!?　私、寝すぎ！　今日はダンスのレッスンなしでいいでしょ？」


白々しい私のこの態度だって、きっと郁夜はお見通しだよね。でも、これ以上郁夜を見られないよ。


勝手に身体が不自然に取り繕つくろってしまう。


「……ああ」


「あ～、お腹なかすいちゃった！　今日の夜ご飯はなに？　もう食べられる？」


「……ああ。すぐ用意する」


少しの間、じっと動かなかった郁夜は、静かに部屋から出ていった。





パタン。


ドアが閉まる音が響いたとたん、私を守っていた心の中の城壁が、いとも簡単に崩れた。


「うっ……」


胸がキュウッと締めつけられる。


私は枕に顔を押しつけて、また布団を被って、声を押し殺して泣いた。





郁夜が夕食を持ってきたときには、私の涙は乾いていた。


うん。我ながら完璧！


こっそり泣くのは得意なんだよね。


自慢にならないか。


でも、夕ご飯もモリモリ食べたし！


なんだか元気が出てきた！


──トントン。


後片付けをしに郁夜が部屋を出たすぐあと、ノックの音が響いた。


「失礼します」


さっき出ていったばかりの郁夜だった。


「どしたの？」


「ひな様にお会いしたいという者が……」


あ、執事モードになってる。


「お客さん？　誰？」


人に会う気分じゃないんだけどなぁ。


「客ではございません。……佐さ伯えきでございます」


佐伯さん!?　双子の執事が来てるの!?


「どうしてもひな様にお会いしたいと、一歩も退ひかないので……」


佐伯さんが……。そっか。


「お帰りいただきましょうか」


ううん。向こうから来てくれるなんて好都合。


「会うよ。通して」


「……かしこまりました」


佐伯さんに、会って聞きたいことがあるんだ。


私はぐっとお腹に力を入れた。


「ひな様、失礼いたします」


郁夜に案内されて、佐伯さんが入ってきた。


「真ま神がみ様……」


佐伯さんは部屋に入るなり、ガバッとその場に座り込んで、深々と頭を下げた。


「大変申し訳ございませんでした!!!!」


おおうっ!!


人生初の生土下座に、ちょっとびっくり。


「佐伯さん、頭を上げてください」


ドラマのようなこんなセリフ、私の人生で言うことになるなんて。


「どのツラ下げて来てんだよ。お前も絡んでるんだろ？」


腕を組んで佐伯さんを見下ろしながら、郁夜が吐き捨てた。


「郁夜、やめて」


私の言葉に、郁夜は面白くなさそうにそっぽを向いて黙った。


「佐伯さんは知らなかったんですよね？」


「……煌こう星せい様と凰おう星せい様が、真神様と仲良くなりたいから、じっくりお話ししたいと……。郁夜様が一緒だとうまく話せないから、少しだけ引き止めて欲しいと懇願されまして……。それはもう、お二人とも珍しく真剣な眼まな差ざしだったもので……」


ふーん。そういうことね。


そういう演技をして佐伯さんを騙だましたんだ。


【紅茶ぶっかけちゃえばいいじゃ～ん】


とか言ってるあのバカ双子が容易に想像つくわ。


「しかし！　すべては、煌星様と凰星様の執事であるわたくしの責任でございます！　大変大変、申し訳ございませんでした!!」


佐伯さんは、あのバカ双子のために、何度こうやって頭を下げてきたんだろう……。


「佐伯さん、私は大丈夫ですから。佐伯さんは、一人で二人の執事をしているんですか？」


「えっ？」


と、佐伯さんが顔を上げた。


「は……はい」


私の質問の意図がわからないからか、目をパチパチしてる。


「ほんっと、大変ですね！」


「えっ………？　あ、はい……まぁ……」


額をポリポリ搔かく佐伯さんを、郁夜がギロッと睨にらんだもんだから、佐伯さんはまた萎縮して土下座体勢に戻った。


「郁夜、お茶をお願い」


「ですが……」


「いいから。私を訪ねてきた人は、私のお客様だよ。お願い！」


じっと私の瞳を覗き込んで、郁夜は動いた。


「………かしこまりました。佐伯、ひな様に失礼があったら……わかってるな？」


「は……はい！」


これがＡ級執事の威力なのか、佐伯さんはさらに縮こまって脂汗を流してる。


「失礼します」


思いっきり睨みをきかせて、郁夜は部屋を出ていった。


さて……と。


「佐伯さん、とりあえず座ってください」


ソファーを勧めたけど、ブンブンと大きく頭を横に振る。


「と、とんでもございません！　わたくしは、このたびのご無礼をお詫わびしにまいった次第です。それに、わたくしは執事です。お嬢様と同じ席になど座れる立場ではございません！」


う～ん。ですよね～～。


「私、ついこの前まで生粋の庶民だったから、そういうの全然わかんないんですよね～。だから、ね!?」


ニヤニヤ笑顔で、佐伯さんを見る。


佐伯さんは……。


ちょっと困った顔をして、そろそろと立ち上がった。


「郁夜は大丈夫だから！」


「では……失礼いたします……」


佐伯さんは、かわいそうなくらいにちょこんと私の向かいのソファーに座った。


あ～。なんだか捨てられた子犬みたいでせつなくなる。


「佐伯さんは、二人の執事になってから長いんですか？」


よく耐えられますね～って言葉は呑のみ込こんだ。


「まだ１年程です」


１年も振り回されてたんだね。かわいそうに。


「一人で二人の執事って、相当大変じゃないですか？」


「はぁ、でも……。お二人はすぐ執事をクビにしてしまわれるので。と言いますか……」


「執事が逃げてく？」


「……はい」


佐伯さんは口ごもって、眉毛をハの字にしながら困ったように笑った。


あはは。なんだかかわいい！


「でも佐伯さんは逃げないんですね」


「ええ」


佐伯さんは、しっかりと頷うなずいた。


「わたくしは、ずっとお二人の執事になるのが夢でしたので！」


そっ、そんな奇特な人がいるなんて!!


佐伯さんったら、ドＭ!?


「わたくしの両親は、神じん宮ぐう寺じ家に仕える執事でございまして。ですからわたくしも、小さい頃から、将来は両親のように神宮寺家に仕えたいと思っておりました」


「親の代から？」


「そうでございます。ですから、お二人を小さい頃からずっと見てまいりました。といっても、わたくしのほうが五つ上なだけなので、奥様には我が子のように大変よくしていただいて……」


奥様って、双子のお母さんか。


どんな人なんだろ？


「ところで、神宮寺さんのお家うちって、お寺なんですか？」


佐伯さんは、ニコッと笑った。


「いいえ。旦那様はアパレルブランドを中心に展開しているデザイナーでございます。【ＪＩＮジン】をご存じですか？」


ＪＩＮ……って、テレビにもよく出てるあのキャラクターが濃いデザイナー!?


週刊誌やワイドショーなんかでファッションチェックをしてる、あのチョイワルなステキな人!?


「あの、主婦に大人気の!?」


「そうでございます！」


佐伯さんは嬉うれしそうに笑った。


あのＪＩＮの息子たちだったんだ！　強烈～～～～!!


「あの二人って、飛鳥あすかの従い兄と弟こなんですよね？」


「ご存じでしたか！　左様です。奥様と、飛鳥様のお母様がご姉妹でございまして」


「じゃあ、綺き麗れいなお母さんなんですね」


「ええ。それはお綺麗で、お優しくて……。お二人も、昔はとってもお優しくて、多少いたずら好きな程度だったんですけどね」


そうなんだ。


いたずら好きで生意気なリトル双子が想像つくなぁ～。


「奥様が亡くなってから、二人だけの世界に閉じこもるようになってしまいまして……」


え……？


佐伯さんの言葉に、胸がドクンと痛んだ。


「二人のお母さん、亡くなったんですか……？」


「ええ。お二人がまだ初等部にご入学される前に」


そうだったんだ……。


「それから、お二人はお互いしか信じていません。わたくしはずっと側で見ていて、とても苦しくて……。なんとかお心を開いていただきたいと思い、お二人の一番側にいられる執事になったのです。３回も試験に落ちてしまって、やっとですが」


悲しい表情、真剣な表情、そして照れ笑い……色んな顔を見せてくれる佐伯さんは、とっても人間らしい。


本当にいい人なんだな……。


胸には、Ｃ級執事のバッジが光っていた。


「でも、郁夜様には比べものにならないくらい未熟で。お二人に心を開いてもらうどころか、このように大変な事態になってしまって……。本当に申し訳ございませんでした。すべてわたくしの責任です！」


また、深々と頭を下げた。


「佐伯さん、あの二人のこと本当に大切に思ってるんですね。二人は幸せ者だな～。早く気づけばいいのに……」


「真神様……」


佐伯さんの瞳がじわっと潤んだ。


「煌星様と凰星様が、真神様に興味を持たれている理由がわかったような気がします」


佐伯さんは鼻水をすすって嬉しそうに笑った。


私に興味持ってるわけじゃないと思うけどさ。


「他人に心を開かないお二人が、真神様にはいつもと違う興味を持たれているようだったので、とても嬉しかったのですが……。このようなことになってしまって……」


あらら。またがっくりとうなだれた。


「あのっ、二人と飛鳥って……従兄弟で同じクラスなのに、なんだか壁があるみたいに感じるんですけど……」


このままじゃエンドレスだと思って、思いきって踏み込んでみると。


佐伯さんは、ちょっと顔を曇らせた。


「……昔はとても仲が良くて、お二人も飛鳥様には心を開いていたのですが……。それも、奥様が亡くなってから、色々ありまして……」


色々って……。興味本位じゃなくて、本当に心配で。


その先をもう少し踏み込もうとしたそのとき、


「お待たせいたしました」


郁夜が入ってきた。


佐伯さんはギクッとした顔をして、慌ててソファーから下りると、床に正座した。


うはっ。素早い！


「そんなにびびるなよ」


郁夜は意地悪な顔で笑って、テーブルの上にティーカップを置いた。


「ひな様が客と認めたからには、精一杯もてなしてやる」


うわ～。郁夜、言葉とは裏腹にかなり威嚇してる。


「お……恐れ入ります」


そりゃ冷や汗だよね。


「特別ブレンドだ。ストレスにいいハーブティー」


さらに意地悪な郁夜の笑顔に、強こわ張ばった笑顔を返してハーブティーを口にした佐伯さんは、少し目を丸くした。


「美お味いしい……」


佐伯さんの口から自然と漏れた穏やかな声に、私もちょっと安心した。


「佐伯さんの紅茶も、とっても美味しかったですよ」


「あっ、ありがとうございます」


照れる佐伯さんの横で、郁夜が不機嫌そう。


ちょっと～、これ以上威嚇しないでよね。


「あっ、わたくしはこれで失礼いたします。ごちそうさまでした」


郁夜の黒いオーラに耐えきれなくなったのか、佐伯さんは深々と頭を下げて帰っていっちゃった。





「──で、なにを企たくらんでるんだ？」


郁夜が私の隣にドカッと座ってきた。


反射的に身を引いてしまう。


「なにも～。郁夜には関係ないもん」


ウソばっかり。心がヒリヒリする。


「ふーん……。ま、いいけど」


あっさりと、郁夜は引き下がった。


とたんに寂しくなって、同時にイライラしだす。


私、サイテーだ。


郁夜を困らせたいんだ。


でも、郁夜は私の考えなんて見透かしてるような顔をしている。


……悔しい。


そんな思いが心の奥に生まれたことに、嫌悪感を抱いた。


小さいな、私って。


駄だ々だをこねてる子供みたい。こんな気持ち、初めてだよ。


……苦しい。


でも。


今ならあの双子の気持ちが、わかる気がするんだ。












ねじれた関係




朝、いつも通りの爽やかな日差しで目が覚めた。


昨日は濃い１日だったけど、ちゃんと朝が来た。


昨日の色々をリセットしよう！


双子とも、そして郁夜とも、昨日の気持ちは引きずらないで接したい。


それができるくらい、強くなろう！


「おはようございます。朝食でございます」


いつも通りの完璧な郁夜が部屋に入ってくる。


私が制服を着てるのを見て、少し微笑ほほえんだ。


学校に行けるか心配してくれたのかな。


大丈夫だよ！　強くなるんだから！


「おはよ～今日は木曜日だよね？　確か、午前中って…」


「午前中はすべてダンスの練習でございます」


「だよね～」


でも、今日は学校の勉強よりもっと難解で、大切なことがあるんだ。


「午後は？」


「午後は茶道とイタリア語でございます」


「ふーん。ってことは、飛鳥は午後から登校かぁ」


呟つぶやく私を見た郁夜は執事の体勢を崩して、腰に手をあてた。


「──で、どうして欲しいわけ？」


デキる男は話が早いな～。


思わずニヤッと笑っちゃう。私は満面の笑みで答えた。


「飛鳥の家に連れていって！」


「わかった。アポ取るからちょっと待ってろ」


そう言って、郁夜が部屋を出ようとドアを開けたときだった。


「郁夜様」


ドアを開けた先には、メイドさんが立っていた。


「郁夜様、お電話が入っております」


「あー、今行く。ひな様、すぐ戻りますのでお待ちくださいませ」


「はーい」


飛鳥は友達に会うのにもアポがいるんだね。


それだけ、飛鳥には自由がないってことなのかな？


私はけっこう自由で、恵まれてるのかもしれない。


郁夜に頼めばたいていのことは叶かなえてくれるし。


そんな無理難題も言われない。


スパルタ勉強会以外は快適だし。


それにしても、さっきのメイドさんかわいいメイド服着てたな～。


さすが本業のメイドさんは、メイド喫茶のメイドさんより落ち着いてる。当たり前か。


でも、郁夜の周りにはあんなにかわいいメイドさんがいっぱいいるんだな……。


たくさんの使用人の頂点に立つ執事。


そしてあのルックスに、立ち居振る舞い。


モテないはずはないよね。


郁夜からしたら選び放題だよね、きっと。


ていうか、彼女いるかもしれないし。


イギリスにお姫様みたいなかわいい彼女、いたりして……。


そんなことを考えたら胸がチクチク痛むけど、割りきれるような気がしてきた。


郁夜は優秀な執事。


それ以上でもそれ以下でもない。


そう思い込んでいれば、もう辛つらくないよね。


「ひな様」


さっき出ていったばかりの郁夜が、すぐに戻ってきた。


早っ!!


考え事をしながら、さっき郁夜が持ってきてくれた朝食のサンドイッチを頰張ったところだったのに。


「早いね～」


「さっきの電話、榊さかき飛鳥からだった」


「えっ!?　飛鳥から？」


「かなり心配してた。もう学園に来ないんじゃないかって。会いにいきたいけど合わす顔がないから、様子だけでも教えてくれって」


飛鳥がそんなこと……。


飛鳥のせいじゃないのに……。


「それで？　会いにいきたいって言ってくれた？」


「ああ。でも、わざわざ来てもらうなんてできないから、こちらから伺いたい、と言っていた」


「え～!?　こっちから行くよ～！　飛鳥のお家見てみたいも～～ん」


郁夜はクスッと笑った。


「そう言うと思って丁重に断っておいた。30分後に行くと伝えてあるから。すぐ行けるな？」


「うん！　ありがとう、郁夜」


さすが郁夜！　最高の執事だね……。


すぐさま、郁夜のあとについて車に向かった。


サンドイッチを両手に摑つかんで。





「ここが、飛鳥のお家……？」


しばらく山道を走って、大きな鳥居をくぐった先で、車が停とまった。


見渡すかぎりの山林。マイナスイオン浴びまくり！


そんな人里離れたところに佇たたずむ、由緒正しい神社。


歴史を感じさせる建物や、立ち込める神聖な空気に自然と背筋が伸びる。


「飛鳥様が住んでいる建物は、一番奥だ」


え～～～!?


この鳥居までかなりの距離を走ってきたけどまだ奥なの？


ここの敷地は、一体どんだけの面積なんだろ。


でも、ここから先は一般の人は入れなくなっている。


道は先につながっているんだけど、関係者以外立ち入り禁止の立て札と、なにやらお札やお飾りがあちこちに貼ってあって、勝手に侵入したら祟たたられそうな感じで躊ちゅう躇ちょしちゃう。


すると、前方から一台の車が滑り込んできた。


「おはようございます、真神様、藤とう堂どうくん。このような山奥までお越しいただき、誠に恐縮です」


運転席から降りてきたのは、羽は藤とうさんだった！


いつもの執事服じゃなくて、白い着物に水色の袴はかま。


【神に仕える身】って感じで、神聖でかっこいい！


私、色んな職業の制服、好きかも……。


はぁう!!　ダメダメ親おや父じと同じ趣味!?


いやぁぁぁあ～～～～～～!!!!


「ゴホン」


おおう!!　郁夜の咳せき払ばらいで戻ってきた!!


危なかった。また違う世界に飛んでいってたよ。


羽藤さんは相変わらず大人な優しい笑みを浮かべている。


「おはようございます。こちらこそ急に押しかけちゃってごめんなさい。飛鳥、今お仕事中でしたか？」


「いいえ、真神様。飛鳥様はお会いできるのを心待ちにしております。さぁ、ここからは当家の車にお乗りくださいませ」


「ありがとうございます。よろしくお願いします。郁夜、車よろしくね」


「それでは藤堂くん、どうぞ後ろについてお越しください」


「ああ。わかった」


私は羽藤さんが運転する車に乗って、郁夜は後ろから車でついてくる。


羽藤さんとじっくり話がしたかったから好都合だった。


後ろをちらっと見たら、運転してる郁夜。


いつも後部座席から見てたから、前からのアングルは初めて。


運転してる郁夜、なんか、かっこいい……。


「…………さま。真神様？」


「はっ！　はい!?」


突然の羽藤さんの声に、我に返った。


ヤバイ。またトリップしてた。


「藤堂くんは、心底真神様を大切に思っていらっしゃるのですね」


「え!?　そんなことないと思いますけど……」


いつものドＳな郁夜の姿を見せてあげたい！


「わたくしと二人なのが気になるのでしょう。あのような顔の藤堂くんは初めてです」


羽藤さんは優しく笑う。


そうなの……？　でもまさか。


「羽藤さんは、前から郁夜を知っているんですか？」


「もちろんでございます。執事界では藤堂くんを知らない者はおりません。あの若さでＡ級執事ですから。そして、真神様。あなた様も今では時のお方……」


わ、私も!?


「どうしてですか？　私なんて……あっ、庶民だったから？」


「まぁ、それも多少ございますが……。なにせ、藤堂くんが選んだお嬢様ですから」


「郁夜が、選んだ……？」


「ええ。主あるじが執事を選ぶのは当然ですが、執事にも、仕えたいお方を選ぶ権利が多少なりともございます。生活のためにとりあえず仕える者もおりますが、藤堂くん程にもなると、引く手数多あまたでしょうね」


「じゃあ、嫌になったら他に行くことも……」


「まぁ、それもなきにしもあらずですが」


そっか……。


でも、郁夜はお父さんとの契約なんだよ、羽藤さん。


心の中で呟いた。


それより……。私のこと嫌になったら、郁夜は他のお嬢様のところに行っちゃうのかな……。


「羽藤さんも、飛鳥を選んだんですか？」


「選んだというのはおこがましいですが。わたくしは誰よりも飛鳥様にお仕えしたいと思って志願いたしました。わたくしにとって、飛鳥様以上のお嬢様はおりません」


羽藤さん、かっこいい……。


でも、それって。その気持ちって、なに!?


「羽藤さん、あのっ……その……」


「なんでしょう？」


ミラー越しに、優しく微笑んでくれる。


その微笑に、たじろいじゃう。


でも。え～い！　聞いてしまえ！


「その、飛鳥への気持ちって……、え～っと、好きっていうか……恋愛感情……っていうか……」


ごにょごにょ濁しちゃった私の言葉を、羽藤さんは優しく受け止めてくれた。


「さぁ、……どうでしょうか。飛鳥様の幸せが、わたくしの幸せでございますから」


それ以上は望まないってこと？


好き、だけど……？


でも、それ以上は聞けなかった。


「飛鳥様は、大変心を痛めておいででして……。　真神様がこのように会いにきてくださって、飛鳥様もそしてわたくしも大変嬉しく、救われる思いでございます」


「そんな。飛鳥はまったく悪くないのに心を痛めていて。かえって申し訳ないです」


あのあとの飛鳥の気持ちを思うと胸が痛くなるんだ。


自分を責めたりしてるだろうな……って。


「飛鳥は、あの二人のことを大切に思ってるんですね」


ミラー越しの羽藤さんの顔が、少し辛そうに歪ゆがんだ。


「ねじれて、よじれてしまっているのでございます。すべては、忌まわしき過去の傷跡のため……」


羽藤さんは独り言のように呟いた。


「忌まわしき、過去？」


私が呟いたら、羽藤さんはハッとした顔になって、慌てて笑顔に戻った。


「申し訳ございません。出すぎたことを……。お忘れくださいませ。さぁ、もうすぐ母屋でございます。飛鳥様がお待ちです」


その言葉に前方を見ると、一際大きな平屋の屋敷が見えてきた。


おお～～～～！


私が住んでた平屋ぐらいのボロ……いや、失礼。


歴史を感じる建物!!


この前まで住んでいたボロ家は、高級マンションに挟まれていたからひどくボロい家にしか見えなかったけど、こういうふうに建ってたら、ちゃんと歴史を感じられたのかもしれない。


あの家が国の重要文化財に指定されるくらい価値があるってことを、ここに来て初めて実感しちゃった！





羽藤さんに案内してもらって、飛鳥が待ってるお部屋まで歩いてるんだけど。


すれ違う人が、みんな袴姿で神聖な感じで。


まるで現代じゃないような素敵な雰囲気！


うっとりしちゃう。


「こちらでございます。ただいま姫ひめ巫み女こ神楽かぐらの舞の最中ですが、もうすぐ終わりますので」


羽藤さんに案内されて、郁夜と一緒にそっと中へ入った。


そこには……。


天女のように美しく、荘厳に舞う飛鳥がいた。


思わず息を呑む。


でもすぐに舞は終わって、飛鳥は私たちに気づき、こっちへと歩いてきた。


「ひな……」


「飛鳥！　とっても素敵だった！」


「ありがとう。こんなところまで来てもらって悪かったわね。こちらへどうぞ」


飛鳥に連れられて来たのは、飛鳥の部屋だった。


「郁夜さん、ひなと二人でお話しさせていただいてもいいかしら？」


「かしこまりました」


郁夜が一礼して、下がった。


郁夜にじゃああとでねと手を振って、飛鳥の部屋へ入る。


「ひな、大丈夫……？」


部屋に入るとすでにお茶の準備ができていて、飛鳥が淹いれてくれた。


心配そうな顔の飛鳥。


少し胸が痛んで、私は思いっきり笑顔で返事をした。


「大丈夫！　飛鳥と郁夜のおかげだよ」


でも、飛鳥の表情は曇ったまま。


「煌星と凰星のことが許せない。本当にごめんなさい」


「飛鳥、もう自分を責めないで。私ね、家族がお父さんしかいないの。そのお父さんともたま～にしか会えなくて。親戚や兄弟もいないから、家族とか血のつながりとか、よくわからないの。だから、従兄弟ってどういう感覚なのかわからないんだけど……なんか羨ましいんだ」


「ひな……」


「飛鳥が、二人との血のつながりを大切に思ってることも、羨ましいの。私はそういう感覚を経験できないからさ～。だから、これからも大切にして欲しいんだ」


私の、本当の気持ち。


飛鳥に隠さず話した。


「ひな、ありがとう。本当のことを言うと……煌星と凰星がとても大切なの。私も兄弟がいないし、唯一の親戚だから、小さい頃はたくさん遊んだわ。でも……あるときから私たちは会えなくなってしまって……」


飛鳥は辛そうに顔を曇らせた。


「あるときから……？」


「そう。二人のお母様が亡くなってからよ」


さっきの羽藤さんの言葉が蘇った。


そのときが、境になっているんだ……。


「煌星と凰星のお母様は、この神社の長女──つまり、跡取りだったの。でも、巫女の掟おきてを破って、駆け落ちしてしまった。だから妹だった私の母が跡を継いだのよ」


飛鳥は、静かに話し始めた。


「その後、母はお祖じ父い様に決められた相手と結婚して、私が生まれたの。同じ時期に、煌星と凰星も生まれて。私たちは同い年だったし、とても仲が良かったわ。お祖父様も、駆け落ちした伯お母ば様を許していた。でも……伯母様が亡くなって……。それから、すべてが変わってしまったのよ。


お祖父様は、伯お父じ様──煌星と凰星のお父様を許さなかった。伯父様のせいで伯母様が亡くなったと思っていたから。


それで、私たちは神宮寺家との関わりを、一切断たれたのよ。もちろん、煌星と凰星と関わりを持つのも禁止されてしまったわ」


そうだったんだ……。


私はなにも言えなくて、ただじっと飛鳥の話を聞くしかできなかった。


「煌星と凰星は、もともと人に心を開かないところがあったけれど、さらにお祖父様に相当ひどい扱いをされたみたいで。私はそれに気づいてあげられなかったの。気がついたら、二人は私にも近づかなくなっていたわ」


そんなことがあったんだね。


「従兄弟なのに……悲しいね……」


飛鳥は、小さく頷いた。


「１年前、お祖父様が亡くなって、また昔のように戻れるかと思ったけど、そうはいかなかった。二人は、私へのあてつけのように、私が仲良くしていた友達を次々と……狙って……。だから、ひなが狙われたのも私へのあてつけなのよ。ごめんなさい、巻き込んでしまって」


そういうことだったんだ。少しわかった気がした。


飛鳥がこんなにも自分を責めるのも、教室で孤立しているのも。


全部双子のせい……！


でも、同時に、あのときの双子の悲しい瞳の理由も、少しわかった気がした。


羽藤さんの言う通り。ねじれて、よじれている。


飛鳥も、そして煌星と凰星も。


悲しい運命に巻き込まれてしまっているんだ。


「私がひなと仲良くなっていなければ……」


「そんなことないよ！　私は飛鳥と友達になれてとっても嬉しいし、それにあの二人とは、教室で会う前に偶然会ってて……ちょっとトラブってたから」


そう。あの、ティンカーベル事件。


それにしてもすごい縁だなぁ。


「ひなに対しては、今までと違う興味を持っていたように感じたから、ひなには心を開いてくれるかと期待してたのだけど……。だからあんなことになるなんて思わなくて」


「飛鳥、もう大丈夫だから。飛鳥が煌星と凰星のことを大切に思ってること、よくわかったよ。どうか、これからもこのままでいて欲しいの。約束！」


ニッと笑って、小指を出した。


飛鳥は戸惑っていたけど、一つ頷いて小指を絡めた。


「わかったわ。ひな、ありがとう」


私たちは、今まで心から笑うのが苦手な人同士だったんだね。


今の笑顔は、これまで見たことのないような心からの笑顔だった。












二人揃うと最悪ならば




飛鳥のお家を出て、郁夜が運転する車に乗った。


「郁夜、学校に向かってもらえる？　今行ったらちょうど２時間目終わる前だよね？」


「そうだけど」


「学校に着いたら、お願いしたいことがあるの！」


郁夜はミラー越しに私をじっと見て、頷いた。


「わかった」


「ありがと～」


──ねじれたものを直すきっかけづくりは……。


案外他人のほうがやりやすかったりするものなのかもしれない。感情抜きで、客観的に見られるから。


あくまで、【きっかけづくり】だけしかできないけれど。





学園に着いたあと、私は体育館裏にいた。


正確には、体育館裏にある体育準備室だけど。


この部屋は倉庫になっていて、体育で使う道具とか、使われていない椅子やテーブルが置いてある。


普通の高校の体育準備室とは違って、あまりジメジメ感がないんだけど。しかも広いし。


──さて……。


私は腕を組み、仁王立ちしてドアを睨んだ。


もうそろそろかな。


バン!!


勢いよく音が響いて、ドアが開いた。


「ん～～～～！　ん～～!!」


くぐもったわめき声と共に郁夜が入ってくる。


「お待たせいたしました。ご依頼のモノをお持ちいたしました」


郁夜は肩に担いだ大きな袋を、体育で使うマットの上に放り投げた。


「ん～～～!!」


ドサッという音と共にマットに落ちた瞬間、袋の中からうめき声が聞こえた。


郁夜は素早くドアを閉め、中から鍵をかけた。


そのまま、ドアの前に立つ。


「ありがと。さて、どっちかな～？」


袋の紐ひもをほどくと……。


「う～ん、わかんないや」


袋の中からは、ガムテープで口を封じられて、さらに全身をロープでぐるぐる巻きにされた、双子の片割れが出てきた。こっちを睨んでわめいている。


わ～～。ガムテープ痛そう……。


ちょっとかわいそうだな～と思いながら、「えい!!」とガムテープを取った。


「いって～～～!!　まじでありえないんだけど!!　どういうこと!?　こんなことしていいと思ってんの!?」


口が自由になって、案あんの定じょうわめき散らしている。


でも……。私は仁王立ちで、まだ身体の自由を奪われている片割れを上から覗き込んだ。


「そのセリフ、そっくりそのまんま昨日のあんたたちに返すわよっ!!」


うっと口ごもったのも束つかの間ま、すぐにまた口を開いた。


「煌星は!?」


「ということは、あんたは凰星ね？」


「ちょっと！　質問に答えろよ！　てゆーか、これほどけよ！　ここどこだよ!?」


うわ～。かなり怒ってる……。


怒らせたいわけじゃなかったんだけど、仕方ないか～。


「ここは体育準備室よ！」


「はぁ??」


「庶民はね～、呼び出しっていったら体育準備室なのよっ!!!!」


「はぁ～～～～!?」


縄でぐるぐる巻きにされたままマットに倒れている凰星は、思いっきり顔を歪めて絶叫した。


「なんのつもりだよ！」


「郁夜に、どっちか一人だけ連れてきてってお願いしたのよ」


「連れてきてって……、これじゃ拉致じゃん！」


う～ん。確かに、具体的にどうやってとは言わなかったんだけど……。


郁夜、ちょっとやりすぎな感じ。


ちらっと郁夜を見たら、腕を組んで悪魔の微笑みを浮かべてドアの前に立っている。


うわ～。絶対楽しんでる……。


まぁ、しょうがない。


「二人揃そろうと手に負えないから、一人ずつじっくりと話がしたかったの。ちょっと手荒でごめん」


「一人ずつ？　だって、僕たち二人で一人だし～。早く煌星も呼んでよ」


「いくら双子だって、一人一人の人生があるでしょ。二人で一人なんて、自分たちを枠にはめるのやめたら？　飛鳥だって、すごく心配してるんだから」


【飛鳥】という名前を聞いて、凰星はピタッと止まった。


「飛鳥が僕たちのこと、心配するはずないじゃん……」


ぽそっと呟いたその声は、悲しそうで……。


「郁夜、縄をほどいてあげて」


「かしこまりました」


あっという間に、郁夜は縄をほどいた。


やっぱり楽しそうな郁夜を見て、生粋のドＳ大魔王だなとちょっと恐ろしくなりつつ。


少し静かになった凰星をしっかりと見た。


「凰星、ちゃんと話そう。飛鳥のこと教えて」


これが仕返しじゃないことがわかったのか、凰星はもう暴れなかった。


身体が自由になった凰星が座っている体育マットに、私も座った。


体育マットだから、ついつい体育座りをしたら……。


「なにそれ？」


「体育座りだけど。まさかやったことないの!?」


「ないよ！　ついでにこんなマットの上に座らされるのも、こんな倉庫に入るのも人生初めてだしっ!!」


プイッとふくれてそっぽを向く凰星。


「体育座り、けっこう安心するんだけどな～……」


両膝を抱えるこの感じが、お母さんのお腹の中みたいだからかな？


ぎゅーっと小さくなってみたら、やっぱり落ち着く。


そんな私を見て、凰星も人生初の体育座りを試してみた。


「……わ、悪くないかも……」


「でしょ～～～～!?」


凰星の意外な反応に嬉しくなって、満面の笑みになっちゃう。


「……変な奴やつ……」


凰星も、少し笑ってくれた。


「飛鳥と従兄弟なんでしょ？　飛鳥からちょっと聞いたけど……。どうして飛鳥が悲しむことをするの？　飛鳥の友達ばかりを狙ってるって……」


凰星は一瞬言い返そうとしたけど、すぐに力を抜いた。


「飛鳥に近づく奴らは、女だろうと嫌なんだよ……」


真っ赤になってそっぽを向く凰星は、すごく人間っぽかった。


「だからって、女の子に、その、あの……」


あんなことや、そんなことをなんて言えなくて口ごもったら。


「でもさ～、最初は僕らもちょっとからかう程度のつもりなんだけど、たいてい女の子から喜んで乗り気になるんだって！」


そ…そうなんだ。そうなら口出せないけど。


「でも飛鳥は友達が狙われるからって悲しい思いしてるんだよ？」


「あのね～、僕たちがいたずらした女の子は、たいてい言うんだよ。“飛鳥さんと仲良くなれば、神宮寺さんたちとお近づきになれると思って。実は従兄弟なんでしょ？”って………」


「そんな……！　ひどい……」


そんなことを飛鳥が知ったら……。


「飛鳥の悲しむ顔は見たくないからさ～」


だから、飛鳥が傷つく前に自分たちが悪者になってたんだね……。


遠くを見る凰星は、とても綺麗だった。


「飛鳥のこと、大切なんだね」


「僕たちは嫌われてるけどね～」


昨日と同じ、悲しみを隠した笑顔。


なんで？


お互い大切に思ってるのに……。


「どうしてそう思うの？　飛鳥に嫌われてるって……」


私の言葉に、凰星は体育座りしてる膝をぎゅっと引き寄せて、さらに小さくなった。


「僕たちの母さんは飛鳥の母さんのお姉さんで、跡取りだったんだけど、そんなのお構いなしに駆け落ちしたんだ。しかも神社の跡取りが、神宮寺って名字のチャラい父さんと！　笑えるでしょ？」


う……うーん。クリスマスを楽しんで、正月には神社に初詣でにいく国民だから。


さすが日本人って感じだけどね。


「榊のお祖父様は厳しかったけど、それなりに飛鳥には会えたんだ。でも母さんが亡くなって……すべてが変わった」


凰星………。


痛々しくて、もう無理しなくていいよって言おうとしたんだけど。


「大丈夫。僕たちは、もうそろそろ一歩踏み出さなきゃいけないんだ」


そして、話してくれた。


悲しい過去を。


「僕たちの母さんは、父さんのファンに殺されたんだ」


「──ファンに……？」


「そ。でも、犯人は心を病んじゃっててさ。マスコミに嗅ぎつけられても色々面倒だから、父さんが圧力かけてもみ消したんだけど」


そうだったんだ……。


まだ幼稚園の頃に、そんな悲しいこと……。


「父さんはテレビに出演したり、ブランドのイベントやパーティーなんかで派手な生活してたからさ、変な女につきまとわれちゃったみたいで。だから榊のお祖父様──僕たちと飛鳥のお祖父様は激怒して。父さんが派手な生活してるせいで母さんが殺されたって。それから、飛鳥に会わせてもらえなくなった。飛鳥も、巫女の修行が始まってからは感情を殺すようになったし、僕たちを避けるようになって……」


だから、飛鳥をわざと怒らせたかったっていうのもあったんだ。


「一緒に笑って、喧けん嘩かして……。感情をむき出しにして遊んでた頃に戻りたかったのかもしれないな～」


そう呟いた凰星は、ねじれていた感情が少しずつほぐれていくように、穏やかな顔になっていた。


飛鳥への複雑な感情をどうしようもできなくて、苦しかったんだね……。


「ひな様、もうそろそろ煌星様も騒ぎだすかと……」


ドアの前で外の様子を窺うかがっていた郁夜の声で、思ったよりも時間が経過していることに気づいた。


「わかった。ありがとう、郁夜」


もうタイムリミットだということはわかってるけど、あともう一歩なの。


こんな機会、もうないから……。


「ねぇ、煌星もここに呼べない？　飛鳥は、本当に二人のこと大切に思って心を痛めてるの。お節介だけど、今ならきっと元に戻れると思うから！」


凰星は少し息を吐いて、私を見た。


綺麗……。やっぱり、飛鳥の従兄弟だわ。


「わかったよ。僕が連れてくる。煌星も苦しんでるから」


凰星は今までにないくらい落ち着いた表情で頷いた。


でも、同時に。


二人揃ったら……って思うと、ちょっと自信を失いかけた。


でも目の前の凰星は、今までとは違うって感じた。


心を開いてくれてる。


だから、私はここで待つことにした。


「すぐ戻るから」


そう言い残して、凰星は部屋を出ていった。


「煌星が来たら、振り出しに戻っちゃうかな？」


郁夜と二人になった体育準備室で、やっぱりちょっと不安になって。


弱音がポロリと口から漏れちゃった。


「大丈夫じゃね？　ひねくれ者同士だしな」


「いや、確かにあの二人はひねくれ者同士だけど……」


郁夜の言ってる意味がわからなくて、首をひねってたら。


「違うって。あの二人も、オマエもひねくれ者ってこと」


そして意地悪に微笑んだ。


「はぁ～？　私も!?」


「まぁ、いいさ。……お早いお帰りだ」


ん？　もう帰ってきた？


私が見たと同時に、郁夜がスッとドアを開けた。


「なになに!?　凰星、ちゃんと説明して？　わけわかんないよ。なんでこんなとこに入んなきゃいけないわけ!?」


そこには凰星と、状況が呑み込めてない煌星が立っていた。


「ようこそおいでくださいました、煌星様」


煌星と凰星が体育準備室に一歩足を踏み入れた瞬間、郁夜は素早くドアを閉めて意地悪な笑顔で言った。


うわ～～～。またしても楽しんでるね～郁夜。


「はぁ？　なにこれ!?　どういうこと!?」


煌星は、私と郁夜がいるのを見て、不機嫌そうに凰星に詰め寄った。


「煌星、飛鳥と僕たちは、お互い誤解してるかもしれない」


「飛鳥と僕たちが誤解？　そんなわけないじゃん！　なにをどう誤解してるっていうのさ!?」


いいから帰ろうよ、とさらに不機嫌になる。


「ほんとだよ。飛鳥は二人を大切に思ってるよ。二人もそうでしょ？　飛鳥に友達ができるたびに嫌がらせしてたのも、飛鳥を守るため悪者になってたんでしょ？　それに、急に冷たくなった飛鳥への複雑な気持ちをどうしていいかわからなくて、飛鳥の友達に嫉妬しちゃってたんだよね？」


自分でも驚くくらい、一気に口から言葉が飛び出してきた。


三人の関係が痛々しくて……。


なんとかきっかけを作りたい一心だった。


でも。煌星はギリッと唇を嚙かんで、私を睨んだ。


「なんであんたにそんなこと言われなきゃいけないわけ？」


「煌星！」


凰星の制止も聞かない。


「……気持ちがわかるからよ」


「はぁ？」


私は大きく息を吸った。


「私もひねくれ者だから、素直になれない二人の気持ちがよくわかるからよ!!」


それは、私の心の奥底の声。


薄々気づいていたけど、気づかないふりをしていた、ホントの気持ちだった。


だから、二人を見てて痛々しいと感じるんだよ。


私自身を見てるようだから……。


私と同じ瞳をしてるから。


郁夜への気持ちに素直になれない、私と……。


「──……」


煌星は黙った。


視線を床に落として、ぐっと唇を嚙んでいる。


葛藤、してるのかな。


「煌星、僕たちはあの日からお互いだけを信じてきたけど、もうそろそろ、外にも目を向けないといけないと思うんだ。また、信じてみようよ。飛鳥のこと」


凰星は、優しく言った。


「でも……僕らは……」


煌星が顔を歪めて呟いた。


「煌星、大丈夫。きっと大丈夫だよ」


凰星が優しく煌星の肩を抱く。


私は、見たことのない煌星に少したじろいでいた。


私が知り得ない辛い記憶があるのかもしれない……。


そこまでは触れちゃいけない気がした。


「今日はここまで!!　こんなところに呼び出してごめんね」


明るく言った私に、凰星は頷いた。


「煌星、今日は帰ろ？　ゆっくり考えてみようよ」


「……うん」


「郁夜」


「かしこまりました。佐伯もパニックになっているでしょうから」


郁夜はスッとドアを開けた。


「……今日は、ありがと」


ポツリと呟き、凰星はうなだれる煌星を連れて体育準備室を出ていった。


──ありがと──……って、言った!?


そっぽ向いてたけど、確かに凰星はそう言った。


よかった……!!


「郁夜、ありがとう」


凰星と煌星が出ていったあと、静かになった体育準備室で、郁夜と二人。少しだけ素直になれた。


「別に。仕返しできたし」


ニッと、意地悪な顔で笑った。


やっぱり!!


郁夜らしい……かな。


そのとき、チャイムが鳴った。


あ～……。お昼休みが終わっちゃった！


「次は茶道だったっけ？」


「そうだけど」


「お腹すいたし、茶菓子でも食べにいくかぁ～～!!」


郁夜はクスッと笑った。


意地悪じゃない、普通の笑顔。


「オマエ、強くなったじゃん」


キュン!!!!


その笑顔に、その言葉に……。


どうしようもなく、胸キュンしちゃった……。












ダンスパーティーという名の…




茶道の授業のあと、登校していた飛鳥とサロンでお茶をしてるんだけど。


双子は家に帰っちゃったみたい。


今はすれ違いだけど、なにかのきっかけで三人が近づけて、そしてお互いの誤解が解けて傷が癒やされればいいんだけどなぁ。


「──ひな？」


「……う!?　どした？」


またボーッとしちゃってたから、飛鳥の急な呼びかけに変な反応しちゃった！


「ふふ。難しい顔してボーッとしていたから。でもなにか楽しそう」


いいことがあったのかしら？って。


う～ん……。いいことっていったら、凰星が少し心を開いてくれたことかな？


でも、まだまだ目的を達成してない。


飛鳥がもっと笑顔になってくれるまで、あともう一歩なんだけど。


「ところで、ダンスはうまくいってるの？」


うわぁ！　ダンス!!　完全に忘れてた!!!!


それどころじゃなかったし～。


「ダンス……。全然練習してないや」


郁夜と練習するとドキドキするしなぁ。


「パーティーは３日後よ？　楽しみにしているから頑張ってね」


「う、う～ん」


はぁ～……。ダンスパーティーかぁ……。


そういえば、男子からダンスを申し込まれるって言ってたっけ。


「ダンスパーティーって、当日にダンスを申し込まれなければ、踊らなくてもいいの!?」


「男性から申し込まれない場合は執事と踊ります」


「えええ～～～～～!?」


羽藤さんの言葉に、つい声をあげちゃった。


ちらっと後ろに控えている郁夜を見たら……。


にっこりと微笑んだ。


その笑顔がものすごく怖いんですけど。


「会場は広いですが、常に大勢の方が踊っておいでです。踊るスペースを見つけて、素早く！パートナーと踊らなければ、ダンスパーティーは楽しめませんよ。そのエスコートも審査の一つでございます。いかに優雅に、紳士的にお嬢様をエスコートできるかが、男性のポイントでございます」


って、羽藤さん、いつもの雰囲気と違ってなんだか熱が入ってるけど……。


本当は飛鳥と踊りたいのかなぁ。


でも巫女の掟があるから、飛鳥はいつもパスするって言ってた。


ん??　ダンスパーティー??


踊ってるときって誰にも邪魔されないし、ダンスをお誘いするのって、マナーであって決して下心満載なわけではないし……。


男女がダンスという名のもとに、密着して二人の世界を作れちゃう感じ!?…………これだぁ!!!!


ダンスパーティーという名の【仲直り】って、どう!?


我ながら名案じゃない!?


「ねぇ、飛鳥って、毎年ダンスパーティーの日はどうしてるの？」


「終業式もあるから登校はするわよ」


「ドレスアップして!?」


「ええ。私だけ制服じゃ目立ってしまうから、一応ドレスアップはしていくし、ダンスパーティーも見学してるわよ。踊りは嫌いじゃないから」


ふぅ～～～ん。


ヤバイ！　顔がにやけちゃう！


あとは巫女の【掟】かぁ……。


う～ん。


そうこうしてるうちにチャイムが鳴った。


次はイタリア語。


教室に向かう飛鳥に、


「急いでお手洗いに行ってくるね！　先に行ってて」


と言って、執事室へ向かった。





「ねぇ郁夜。飛鳥の巫女の掟って、男性と触れてはいけないって言ってたけど、親戚でも男性とみなされるのかな？」


計画バレバレな質問だったけど、郁夜は表情を変えずにサラッと答えた。


「榊家は飛鳥様のお祖父様──先代がお亡くなりになってから少し変わったと伺っております。羽藤をお呼びしますので、聞いてみてはいかがでしょうか？」


「うん。じゃあ、羽藤さんをお願い」


「かしこまりました」


郁夜が、こっそり羽藤さんを呼んでくれた。


私の計画に強い味方ができたように感じて、ヤル気が湧いてくる!!


執事室からいつもと変わらない、優しい笑顔の羽藤さんが出てきた。


「いかがされましたか？　真神様」


うーんと、なんて聞いたらいいかなぁ。


手短にしないと、先生来ちゃうよね。


「あの、巫女の掟なんですけど……。男性と触れてはいけないっていうアレ、う～んと……あの……親戚も、男性とみなされるんですか？」


またしても、計画がバレバレな質問。


さすがにストレートすぎてマズイかな……。


ちょっとヒヤッとしたところで、羽藤さんは一呼吸置いて口を開いた。


「親戚も、男性とみなされます」


────うそ…………！


計画、終了……？


「……というのは表向きでございまして。先代──飛鳥様のお祖父様が生きておられた頃はそのように言われておりました。しかし、古くからの正確な掟では、近しい親戚は同じ榊の血を分けた者として解釈されていました」


ということは？


「正確に言うと、婚姻も可能な従兄弟は【男性】としてみなされますが、親戚ですのでダンス程度は許されます」


まじで!?　やった!!


ていうか、ホント計画モロバレだけど、止めないってことは羽藤さんも了承しているってこと？


「飛鳥はそのこと……」


「ご存じです。昔は、従兄弟同士で踊ってらっしゃいましたから。と言っても、幼稚部の頃ですが。飛鳥様も、もしかしたら……待っておいでなのかもしれません」


そっか……。


飛鳥はなにも言わないけれど。


もしかしたら、長年その思いを胸にしまっていたのかもしれない。そして双子たちも。


ぎゅっと胸が痛んだ。


でも、もう少しだよ！　もう少しで、お祖父様がかけた呪縛がきっと消えるよ……！


「羽藤さん、私、お節介だとは思うんですけど、きっかけだけでも作らせてもらいたくて……」


私が勝手になにかしたら、怒られるのは執事の羽藤さんだ。


一応耳に入れておかないと！


「……飛鳥様に、ようやくよいお友達ができたこと、わたくしも大変嬉しく思います。これからも飛鳥様をよろしくお願いいたします」


そう言って、深々と頭を下げた。


その顔には心からの微笑が溢れていて。


飛鳥のことを大切に思ってるんだなって伝わってきた。


でも、それは恋愛感情ではなく、家族と同じくらい大切な人ってことなのかな？


本当は、羽藤さんが飛鳥と踊りたいのかもしれないけど。


もしそうであっても、その気持ちは絶対出さないんだと思う。


それが【執事】なのかもしれない。


「飛鳥様は教養としてダンスは踊れますので、ご心配なく」


そうなんだ！　すごい！


「じゃあ、私こそ頑張ります。えへへ」


「藤堂くんがついているので大丈夫ですよ」


みんなそう言うんだよね。


郁夜ってやっぱりすごいんだ。


郁夜に恥をかかせないように頑張らなきゃ！


気合で鼻息が荒くなりかけたそのとき、授業開始のチャイムが鳴り響いた。


ヤバイ!!　授業始まっちゃう！


「羽藤さん、ありがとうございます！」


「とんでもございません。……やはり、貴女あなた様は、藤堂くんが選んだお嬢様ですね」


そう言って、羽藤さんはサロンの入り口に目をやった。


つられてその視線の先を見ると……。


そこには、イタリア語の先生と流りゅう暢ちょうなイタリア語で話す郁夜がいた。


郁夜……。


時間稼ぎのために、先生を引き止めてくれてるんだ！


郁夜がチラッとこっちを見た。


その瞬間、キュンと胸が疼うずいて、頼もしい郁夜にドキドキし始める。


ありがとう、郁夜。


私は心の中で呟いて、急いで教室に向かった。





イタリア語の授業が終わって、やっと下校時間。


残ってダンスの練習をする人もいるみたい。


私もやっていったほうがいいとは思うんだけど、なんせみんなの視線が痛すぎる。


私じゃなくて郁夜を見てるんだろうけど。


家でこっそり特訓してもらうことにしよう……。


「じゃあ、ひな。また明日」


飛鳥と羽藤さんは帰るみたい。


「うん。また明日ね！」


すると、飛鳥が私のほうに寄ってきて、そっと耳打ちした。


「ひな、ダンスのコツは相手に身を任せることよ。郁夜さんを信じて身を任せれば、自然とうまく踊れるわ」


えっ……？


「もし、郁夜さんとだったら集中できないのなら、明日の学校帰りにでも私が教えてあげるわよ。じゃあ、頑張ってね」


固まってる私を置いて、飛鳥と羽藤さんは帰っていった。


飛鳥には、私の気持ち、お見通しなの……？


きゃー！


郁夜を信じて、かぁ……。


今まで郁夜との練習中、強がっちゃって素直に身を任せられなかった。


これ以上心を奪われたくなくて……。


でも、それじゃダメだよね。


双子に言った言葉は、私自身にも言える言葉だ！


「郁夜」


後ろに控えている郁夜に声をかける。


「はい、ひなお嬢様」


郁夜はいつも側にいて、応えてくれる。


もっと信頼しないと。


それが、【お嬢様と執事】でしかなくても。


「家に帰って、ダンス特訓してくれる？」


郁夜はにっこり微笑んだ。


「かしこまりました、ひなお嬢様。さぁ、まいりましょう」


その笑顔に、その仕草に、胸が甘く高鳴った。


郁夜がいてくれれば、それでいい……。












双子のアイデンティティ




一夜明けて、今日は金曜日！


明日は学校がお休みで、明後日あさっての日曜日が終業式とダンスパーティー！


今日は授業はそこそこで、ほとんど自習なんだって。


それぞれダンスの練習をしたり、衣装の最終調整をしたり、そういう日みたい。


学園祭は２学期にあるって言ってたけど、すでに学園祭前みたいな盛り上がりで、私もこういう雰囲気はけっこう好き。


教室中がワクワクした雰囲気の中、郁夜がやってきた。


「ひな様、ドレスを作るため、採寸いたします。フィッティングルームへご移動お願いします」


ドレス！


そっか、家の服は郁夜が選んでくれたけど、きっちり採寸したわけじゃないもんね。


ドレスは公式な場で着るから、きっちり採寸しないとダメなのか～。


それにしても、どんな素敵な衣装を着られるんだろう。


楽しみ！





郁夜に連れてこられたフィッティングルームには、プロのデザイナーらしき人が待っていた。


しかも女性。よかった～。


「ではひな様、外におりますので、終わり次第お呼びください」


そう言って、郁夜は部屋を出ていった。


「真神ひな様、これより採寸させていただきます。よろしくお願いいたします」


「よろしくお願いします！」


女性だから安心して任せられる。


そんなことを考えているうちに、あっという間に採寸は終わった。


さすがプロ！


「では真神様、そちらのお部屋へどうぞ」


デザイナーさんが、お部屋の右側にあるドアを少し開けて待っている。


なんだろ？


デザイナーさんの態度がちょっと引っかかったけど、女性ってことに安心して、疑いもなくその部屋に足を踏み入れた。


その瞬間！


ドアが閉まって、外から鍵をかける音が響いた。


「えっ!?」


な……なに!?


「ようこそいらっしゃいました、ひなお嬢様～」


その声に振り向くと……。


そこには、双子の片割れ！


「……煌星!?」


「あれぇ～？　なんでわかったの？」


ちょっと驚きながらニヤニヤ笑うその顔を見ればわかる。


だって、凰星が昨日心を開いてくれる前と同じ目をしてるから。


誰も信じない目。


「目を見たらわかった」


「ふ～ん。つまんな～い」


大してどうでもよさそうに、長い足を放り出してソファーに寝っ転がった。


「さっきのデザイナー、うちの会社の従業員なんだよね～。ここのダンスパーティーの衣装は、毎年うちの会社で作ってるから」


なるほどね。でも……。


「なんか用があるんでしょ？　郁夜が気づく前にちゃんと聞くから」


昨日私がしたことと同じだから、文句は言えないし。


郁夜が知ったら、どんな陰険な仕返しをするかわかんないから……。


密室に煌星と二人で怖くないって言ったら噓うそになるけど、腹をくくって私もそこら辺にあった椅子に座った。


しっかり煌星の目を見る。


煌星も、身体を起こして座り直した。


じっと私を見る。


でもすぐに視線をずらして、はぁーとため息をついて口を開いた。


「あんたが凰星に変なことを吹き込んだから、昨日は初めて別々の部屋で寝たんだよ……」


「喧嘩、したの？」


ちょっと罪悪感……。


「喧嘩、なのかな？　今までしたことないからわかんないけど、初めて意見が分かれた」


それ、喧嘩かも。


初めてだったんだ。


私こそ兄弟喧嘩をしたことないからわからないけど、もしかしたら二人にとっては必要なことだったのかもしれないなぁなんて、うっすら思った。


「喧嘩、したことなかったんだ」


「ないよ。だって僕たち、二人で一人だもん」


そう言って、ぷいとそっぽを向いた。


その言葉、昨日から気になっていた。


そうさせられているかのように、辛い目をするから……。


まるで、自分たちを縛りつけているような。


「それなんだけど、好きで二人で一人って言ってるわけじゃなさそうに聞こえるんだけど……。本当はどうしたいの？　一人一人見て欲しいんじゃ……」


言いすぎたかな、と思って言葉を濁した。


兄弟がいない私にわかることじゃないのに、首を突っ込みすぎてはダメだよね。


「……あんたにだから話すよ。凰星はだいぶ心を開いてるみたいだし」


怒るかと思ったら、意外にも煌星はそんなことを言った。


そして話してくれた。


飛鳥が、気づいてあげられなかったと悔やんでいた、二人がされたお祖父様からの、ひどい仕打ちを──……。





「母さんが死んだあと、榊のお祖父様は激怒して、僕たちは飛鳥に会えなくなった。飛鳥も、僕たちを避けるようになって。でも僕たちは従兄弟だし、飛鳥は僕たちが唯一心を許せる人だったから、失うのが怖くて。でもそんな僕たちに、榊のお祖父様は呪いをかけたんだ」


呪い……？


由緒正しい神社の宮司であるお祖父様なら、なにやらそんなこともできそうな感じもするけど……。


「そんな霊的なものとかじゃない。言葉だよ。言葉には力がある。【言こと霊だま】って言われるようにね」


さすが、巫女である飛鳥の従兄弟。


なんか説得力がある！


一瞬オカルトなことを考えてしまった浅はかな私のバカ…。


それにしても、【言霊】かぁ……。


確かに聞いたことがある。


「口にした言葉には、力があるんだ。誰にでも。だからひどい言葉を言ってはいけない。相手へ向けたひどい言葉は、力を持って相手を傷つけるんだ」


「つまり、嫌いな人なんかに“お前なんか不幸になれ！”とか“お前は絶対不幸になる！”って言ったとしたら……確かに言われた人は傷つくよね。そういうこと？」


「そう。でもそれだけじゃないんだ。言われた人はその言葉に縛られてしまう。不幸になれという言葉がまとわりついて離れなくなるんだ」


そうなんだ……。


言葉に気をつけなさいって、小さい頃から教わってきた。


それって、こういうことだったんだ……。


日常生活の中で、なにも考えずに言葉を使っていたけど、それに気づいたら言葉って怖い。


でもそれ以上に。


榊のお祖父様が二人に言い放った言葉。


それを聞いて、私は愕がく然ぜんとした……。


『お前たちは二人で一人。もともと一人だった命が二つに分かれただけ。一人一人は未熟で半人前だ。一生な。お前たちは二人じゃなくては生きられないんだ。そんなお前たちが、飛鳥に近づいてどうする。恋心を打ち明けるのか？　飛鳥はどっちを選ぶ？　選ばれたとしても、片割れでなにができる？　飛鳥を幸せにできるのか？　選ばれなかったほうはどうなる？　それとも、一生三人で過ごすか？　よく聞け。お前たちは二人で一人。飛鳥の従兄弟を名乗るなど、身分違いもいいところだ！』


煌星はそのあと、口をつぐんだ。


私はワナワナと怒りが込み上げてくるのを抑えることができなかった。


だって、あまりにもひどい！　双子をバカにしてる!!


双子って、もともと一人だった命が二つに分かれただけなんかじゃないよ。


もっともっと神秘的な、奇跡的なことなのに。


そんなことを実のお祖父ちゃんに言われたら、なおさら普通に恋だってできなくなるよ。


その言葉が凰星と煌星を縛っている。


そのせいで、それぞれが自分のアイデンティティの確立に悩んで、もがいていたんだね……。


信じられない！　宮司さんっていう立場の人がそんなことをするなんて。


神様に仕える仕事をしている人が、言葉で実の孫にこんな辛い思いをさせるなんて!!


しかも、二人が幼稚園の頃から。


その言葉を放った本人が亡くなった今でも、ずっと。


「ひどい……」


怒りで胸がいっぱいになって、次第にじわっと涙が溢れてきた。


煌星は驚いてこっちを見ている。


「なんで、あんたが泣くの？」


「だって、お祖父ちゃん、ひどいよ！　煌星と凰星も、飛鳥と同じく実の孫なのに!!」


「だからってなんであんたが泣くの……？」


煌星は、本当に不思議でしょうがないって顔をしてオロオロしだした。


「二人が今までどんな思いで過ごしてきたかを考えたら、胸が痛くなって。勝手に涙が込み上げてきちゃったんだもん。しょうがないじゃん」


私が知ってる【普通】の人は、こんな説明なんていらない。


お金持ちって、不思議。


なんでわからないんだろう？


「僕たちのために涙が出たってこと？　噓でしょ？」


「噓じゃないよ。お金持ちはどうかわからないけど、庶民には普通のことだよ」


涙は堪こらえたけど、早さ織おりが大失恋したときは泣きそうだったし。


私が転校するとき、早織は泣いてくれた。


そういうものでしょ？


「ここでは、そんな奴いないよ。みんな自分に利益がある奴としかつるまない。見せかけだから」


「そんな……。結ゆう城きくんとは仲良さそうだったけど……」


「あいつは特にそうだよ。まぁ、そんな話はいいや。なんか、ちょっとスッキリした！　なんでだろ？　わかんないけど」


煌星はう～んと伸びをして立ち上がった。


「よかった。仲直りできそう？」


「ん～まぁね。僕たち双子だから」


煌星と凰星が、たまに自分たち一人一人を認識して欲しそうにいたずらをする理由が、少しわかった気がした。


「ねぇ。気にするなって言っても無理だと思うけど、二人にはちゃんと二人それぞれの人生があるんだよ。二人で一生一緒って、二人が本当にそれでいいならいいけど、よくないなら飛び出しちゃいなよ！」


煌星は黙って聞いていた。


余計なことだっていうのはわかってる。


二人だって、きっとそんなことわかってるんだ。


でも、心の傷と一緒に縛りついて動けないでいるんだ……。


飛鳥なら、きっと……！


「ねぇ、明日のダンスパーティー、二人で飛鳥を誘ってみたら？　飛鳥は、もしかしたら待ってるかもしれないよ。ずっと！」


「だって、姫巫女には掟があるんだよ？」


私はにやっと笑った。


「従兄弟はオッケーだって！　羽藤さんに確認済み！」


「まじで……？」


小さく呟いて、煌星はなにかを考えている。


「……考えてみる。凰星と！」


そう言い、部屋についている電話の受話器を上げた。


「もういいよ。開けて～」


すぐに鍵が開く音が聞こえて、ドアが開いた。


「あんたの執事に殺されたくないからさ。もう帰すよ」


にやっと笑ってる煌星の瞳は、凰星と同じ輝きになっていた。


「ありがと。じゃあ、明日ね」


手を振って部屋を出ようとしたら、煌星は腕組みをしながら見送りにきた。


「なんであんたがありがとうって言うの？……こっちのセリフだから」


少し顔を赤らめて、そっぽを向きながら、聞こえるか聞こえないかくらいの声で、確かに煌星は言った。


────ありがと────


うわぁ……。


嬉しくて、鳥肌が立つ。


保健室での事件も、ティンカーベル事件もぶっ飛ぶくらいの『ありがとう』だった。


私は笑顔を返して部屋を出た。












飛鳥とレッスン




それからすぐに郁夜が迎えにきて、私は飛鳥の家に向かった。


パーティー前日の明日は、みっちり家で郁夜にダンスを教えてもらうとして、今日は飛鳥に教えてもらおうと思って。


だって、昨日家で郁夜に教えてもらったんだけど、相変わらず下手なのが恥ずかしくて。


飛鳥に特訓してもらって少しマシになってから郁夜に教えてもらおうっていう、なんとも情けない状況。


すべてにおいて完璧な郁夜の前じゃ、私は小さくなっちゃうんだ。


郁夜にふさわしいお嬢様になりたい！


……なんて、無理な話なんだろうけど。





「そうよ、力を抜いて。いいわ。そこでターン」


飛鳥のお家の練習場。


バロック調の音楽にはちょっと似合わない、和風なお部屋だけど。


でも、きらびやかすぎないから落ち着いて踊れる。


そして飛鳥の指導が上手なの！


おかげで、郁夜のときみたいに恥ずかしいこともなく、リズムに合わせながら自然に飛鳥に身を任せて踊れた！


「身を任せるってこういうことかぁ～」


「そうよ。もう大丈夫ね」


「飛鳥、ありがとう！」


身体に力を入れないで飛鳥に身を任せたら、勝手にリードしてくれて踊れちゃう。


というか、飛鳥がうまく踊らせてくれてる感じ。


なるほど～！


郁夜とだったら、密着してるのが気になってガチガチになっていたけど、飛鳥のおかげでコツがわかった！


「お疲れさまでございました」


練習が終わったタイミングで、羽藤さんが冷たいゆず茶を持ってきてくれた。


「美味しい。羽藤さん、ありがとうございます」


羽藤さんはいつもの優しい笑顔で礼をした。


相変わらず大人な感じが素敵。


郁夜も、他のお嬢様から見たらこんなふうに素敵に映ってるのかな？


うーん。なんだか複雑。


羽藤さんは一礼して退室していった。


郁夜も別室で待機しているから、今はこの部屋に飛鳥と二人きり。


いいチャンスだから、双子のことを伝えようかと迷ってたら、飛鳥が口を開いた。


「ひな、学園に行くのは辛くない？」


私は笑顔で頷いた。


「大丈夫だよ！　実は、凰星と煌星とそれぞれじっくり話し合ったの」


「二人と!?」


飛鳥は綺麗な切れ長の目を少し大きくして驚いた。


「うん。色々話してくれたんだ。過去の、辛いこととか…」


「そう……。二人に心を開ける友達ができて嬉しいわ」


飛鳥は安あん堵どの微笑みを浮かべた。


でも……。


私じゃダメなんだよ、飛鳥。


「二人も、飛鳥を大切に思ってるよ。でも素直になれないみたいで……。色々理由があるみたいなの！　飛鳥、助けてあげて！」


「ひな……」


私ができるのはここまで。


あとは三人で……。


きっと大丈夫だよね！


血がつながった、従兄弟だもんね。





飛鳥はこのあとすぐに神事があるから、お部屋でバイバイした。


郁夜が待機しているお部屋まで、羽藤さんに案内されて屋敷内を歩いていると、


「最近、飛鳥様が心から笑っておられるのです。真神様のおかげでございます」


羽藤さんは少し振り向いて微笑んだ。


「そんな。私はなにも。私こそ、飛鳥と仲良くなれて嬉しいんです」


「そうおっしゃっていただけて、わたくしも嬉しゅうございます」


──と、羽藤さんが足を止めた。


ん？


「先日の、真神様からのご質問ですが」


私の羽藤さんへの質問？　あっ!!


『その、飛鳥への気持ちって……、え～っと、好きっていうか……恋愛感情……っていうか……ゴニョゴニョ』


ってやつ!?


あのときは、うまくはぐらかされたんだっけ。


「飛鳥様の幸せが、わたくしの幸せです。それがすべてなのです。たとえ、飛鳥様がわたくしを必要としなくなったとしても、飛鳥様が幸せならば、それでよいのです。そしてその日はいつか確実に来るでしょう。それでも、飛鳥様が幸せならば……」


「羽藤さん……」


飛鳥がこの先、誰かと結婚することになったとしても、羽藤さんは飛鳥が幸せならそれでいいってこと？


口を開きかけたとき、


「それが執事ですから」


羽藤さんは優しく笑った。


「執事の最終試験で、執事になる者は誓わされます。執事たるもの、決してお嬢様と恋仲にならないと。もしそうなれば、執事資格の剝はく奪だつとその家からの追放──」


そんな……。


そこまで厳しいなんて！


「執事がお嬢様への愛を告白するとき、それは執事をやめ、一人の男となったときです。中には、執事をやめてお嬢様と結婚した者もおりますが……。使用人である執事と結婚するなど、お嬢様やそのお家の品格に傷がつくこと。よほどの執事でないかぎり、誰もが反対するでしょう」


そういうものなんだ。


好き同士なら結婚できるのが今の日本じゃないの？


そんな世界があるなんて……。


お金持ちの世界って、階級世界なんだね。


「羽藤さんは、飛鳥の側にいられればそれで幸せなんですね……」


「執事はみんなそうですよ。藤堂くんも、きっと」


郁夜……。


郁夜と私が、もしも……もしもだけど、両思いになったら……。


郁夜はもう執事をやめなくちゃいけないんだね。


そしたら、お父さんは新しい執事をつけるよね。


そうなったら、もう郁夜と一緒にいられなくなるんだ……。


それを考えたら、足元が崩れるような恐怖が身を襲った。


──求めちゃいけない。


郁夜の気持ちを、もう求めちゃいけない。


好きになって欲しいって思ったけど。


側にいてくれるだけで、それでいいんだ……。


「大変失礼いたしました。わたくしのつまらない話など……。さぁ、こちらで藤堂くんがお待ちです」


優しくて大人な羽藤さん。


でも、執事ってそういうものなんだね。


それがかわいそうとか、せつないとか、私が安易に判断してはいけない気がした。


「羽藤さん、ありがとうございます」


私は微笑んで、郁夜が待つ部屋に入った。












郁夜と……




また朝が来た。


今日は土曜日で学校は休み！


ダンスパーティー前日だから、今日こそは郁夜にレッスンしてもらおう！


──と思ったけど、なんだか調子が悪い……。


熱を測ったら微熱だった。


激動の１週間だったから、疲れが溜たまってたのかな。


「ねぇ、大丈夫だから。練習しないと」


ベッドに寝かされて、郁夜にりんごまで剝むいてもらっちゃってる。


「はい、口開けろ。うわ～、でけ～口！」


「もごっ!!……ひどっ……ムシャ……ひどい……モゴモゴ」


「喋しゃべるか食べるかどっちかにしろよ。まじでありえね～」


やだ！　恥ずかしい！


そして郁夜、久々のドＳっぷり！


「じゃあ、夕方までおとなしく寝て、調子よくなったら練習な。ドレス合わせもしたいし、絶対によくなれよ？」


わかったな？って、ちょー上から目線！


ムキ～～～ッ！　なんかムカツク！


言われなくてもよくなってやるから！





夕方になって、みごとに体調は回復した。


サッとシャワーも浴びて爽快！


ついでに夜ご飯も食べてさらに元気！


「治った～！」


「まぁ、なんとかは風邪ひかないっていうしな……」


ムカ!!


でもこのノリ、いつもの郁夜と私に戻れたみたいで嬉しいかも。


「じゃあ、これに着替えろ。大至急な」


そう言って渡されたのは、白いドレス。


ハイウエストで胸の下に大きなリボンがついている素敵なデザイン！


生地もいいのか、とても上品。


スカートは動くと裾が綺麗に舞う。


「わぁ～！　綺麗!!」


郁夜が部屋を出ていった隙に、言われた通り大至急で着替えた。


あれっ!?　これ、露出度高すぎじゃない!?


胸元がけっこう開いてる。


パッドがついているからブラジャーはしない。


だから、動いたら乳首見えそうで怖いんですけど!!


胸をゆさゆさして、ポロリしないかチェックしてると……。


「似合ってんじゃん」


郁夜が入ってきた。


「ちょっと！　これ、露出度高すぎじゃない!?」


「出せるもんあるだけいいじゃん」


そういう問題じゃない！


「とりあえず、練習な」


……う～。


郁夜はうなだれる私を無視して、音楽を流した。


部屋の天井のスピーカーから優雅な音楽が響き始める。


「姫、お手を」


郁夜は騎士のように礼をし、跪ひざまずいてうやうやしく手を差し出した。


ドキッ!!


かっこよすぎなんですけど！


どうしよう、これ。鼻血出そう！


……練習になるかなぁ。


「榊飛鳥のときと同じように、力抜けよ」


「う、うん。わかってる！」


わ～！　郁夜、近い近い!!


ヤバイ！　相当ドキドキする。


そしてこのドレスがさらにドキドキを加速させるんだよね。


手と手を絡ませて、身体を密着させて……。


二人っきりの部屋で、優雅な音楽に合わせて踊りだした。


少しずつ少しずつ、私の緊張がほぐれてくる。


「いいじゃん。このくらいできれば上出来。あとは俺に任せて」


────俺に任せて────


頼もしいその言葉に、私は素直にコクンと頷いた。


そのまま、郁夜の腕の中で優雅に踊る。


ドレスの裾もヒラヒラ舞ってとても綺麗だった。


いつもは集中できないけど、今日は違う。


音楽が心地よく感じられた。


頭の中が真っ白になるくらい、心地よく踊っていたら。


「……で、反抗期は終わった？」


郁夜は私の耳元で囁ささやいた。


「はぁっ!?」


びっくりして、うっかりドレスの裾を踏んづけちゃった！


バランスを崩してよろける。


よろけた足が、大きなソファーの足に引っかかって……。


「うわぁ!!」


そのまま、ソファーに倒れ込んじゃった!!


一瞬の出来事で、なにがなんだか……。


ハッと気がついたら、ソファーに仰あお向むけに倒れてる私と、


その上に覆いかぶさるように一緒に倒れ込んだ……


郁夜！


ぎぇぇぇ～～～～～～～!!!!


しかも、目の前には郁夜の顔。


郁夜は両腕で自分の身体を支えているけど、ちょー近い！


どどどどどうしよう!!


とりあえず、なんか言わなきゃ！


「は、反抗期って!?」


「とぼけんなって。急に俺のこと避けだしただろ？　まぁ、オマエ小さい頃に反抗期らしい反抗期を経験してないだろうから、百歩譲って放置しといてやったけど」


うっ。すべてお見通しだったってこと!?


確かに、郁夜のこと避けてた。


でも、それって、郁夜のキスがただの挨拶って気づいて、傷ついて……。


それが原因だなんて……。


口が裂けても言えない!!


「顔、赤いけど？」


息がかかる程の距離で囁いて、郁夜は笑った。


いつもの意地悪な笑顔に、艶っぽさまでプラスされてるんですけど！


いいいい郁夜さん……？　顔、近すぎますよ……!?


とっても意地悪でセクシーな顔の郁夜が、さっきより目の前に迫ってるんですけど～～～～!!!!


「し……知らない、そんなの」


とんでもなく恥ずかしくて目線をずらした。


「口、とんがってるって……」


チュッ……。


ふいに、郁夜は私の唇にキスを落とした。


その瞬間……。


「やめてよ!!」


咄とっ嗟さに口をついて出た言葉は……。


自分でも驚く程強い口調だった。


だって、この前みたいにドキドキなんてしたくない!!


そんなの、自分がバカみたいだもん！


このキスだって、ただの挨拶なんでしょ!?


そう思ったとたん、涙が一筋流れた。


「……ひな……？」


意地悪な顔だった郁夜が、驚いて止まった。


「やめてよ……！　イギリスでは挨拶でも、日本じゃとっても意味のあることなんだからっ!!　挨拶で、キスなんて……郁夜には普通でも、私にとっては大切なことなんだから……！　無駄にドキドキさせないでよっ!!」


今まで抑えていた気持ちが、涙と一緒に溢れ出す。


止められず、心の叫びが一気に口から出た。


郁夜の顔を見れなくて、両腕で身体を押しのけようと力を入れたけど……。


郁夜はびくともしない。


そのとき…………!!


「んっ……」


郁夜のキスが、また降り注いだ。


でも、今度のは今までのと違う。


なにこれっ!?


唇を吸うように、優しいキス。


そして、なにかが口の中に入ってきた!!


「んんっ!?」


しっ……舌っ!?


郁夜の舌が、優しく私の口の中を動く。


なにこれなにこれっ……!?


だんだん、変な気分になってきた。


びっくりして強張っていた身体から、徐々に力が抜けていく。


息をするのも忘れるくらい激しくて。


でも優しい。


顔も身体も熱くてジンジンしてくる。


双子の強引なキスとはまるで違う。


郁夜のキスは、甘くてドキドキする。


「んっ……」


ヤバイ……なんか、気持ちいい……。


そう感じたとき、郁夜は唇を離した。


ふと我に返って、郁夜を睨みつける。


「はぁ、はぁ……。郁夜っ……なにするの……!?」


私はまだ息も切れ切れなのに、目の前の郁夜は何事もなかったようにしれっとしていて。


恥ずかしさと怒りが込み上げてきた。


郁夜も、ちょっと怒った顔で上から私を見下ろした。


「挨拶じゃないキスが欲しかったんだろ？」


「なっ……!!」


なんなの!?


言い返そうとしたとき、ふいに郁夜に抱きしめられた。


えっ…………!?


「ごめん、冗談。でも、挨拶じゃねえよ」


どういうこと……？


頭に上った血が、急激に引いていった。


キョトンとした顔で、郁夜を見たら……。


「そんな瞳で見んなよ……」


珍しく、視線を逸そらしてそっぽ向いてる。


「郁夜……？」


見上げた郁夜の顔は、明らかに赤く染まっていた。


うそっ……。


郁夜の顔が、赤い……？


なにこれ！　あの俺様ドＳ毒舌執事が、まさかの赤面!?


これ、事件じゃない!?


「あ～～～～～!!!!　もう知らねぇ。つーかオマエ、少しは自覚しろよ」


ついに、郁夜が壊れた……？


なに言ってんの？


「はぁ!?　な、なにを!?」


少しの沈黙のあと、


「かわいすぎるんだって……」


ポロッと呟いた郁夜の言葉に、カァァ～ッと全身が熱くなった。


なにそれ!?　なにそれ～～～!?


心臓がバクバクしてきた！


「悪いけど、もう止めらんないから」


「えっ!?　なに？　どういうこと!?」


郁夜は私を抱きかかえて、ベッドまで運んだ。


なにがなんだかわからなくて、硬直してしまった私を優しく下ろして、上から覆いかぶさる。


「こういうこと……」


そして、深い深いキスをした。


それは……。


とろけるような、極上のキス。


ダメっていう抵抗も虚むなしく、だんだんと身体の力が抜けていって。


私は、郁夜にすべてを委ねた……。












ダンスパーティー!!




「ひなお嬢様、朝でございます」


うーん。もうちょっと寝かせてよ。


なんか、ダルイ。


「早く起きていただかないと……また襲いますよ？」


うぇっ!?!?


布団の外から聞こえた声に、瞬時にガバッ!!と跳ね起きた。


「おはようございます、お嬢様」


ベッド脇には、郁夜が立っていた。


意地悪な笑顔満載で！


その顔を見て、一瞬で顔が熱くなっちゃった。


多分私、顔真っ赤。


だって、昨日……郁夜と、なんちゃらかんちゃらいたしてしまった……んだよね？


わわっ！　昨日の郁夜の妖艶な顔が、断片的に蘇ってきた。


首元のタイをシュッと抜き取った郁夜。執事服のベストを乱暴に脱いで、シャツのボタンを開けて……。


その仕草すら優雅で男らしくて。


乱れる呼吸の中で、魅入られてしまったんだっけ。


そして、身体中に降り注ぐ、優しいキス……。


きゃぁぁぁぁぁぁ～～～～～～!!!!


やだ。私ったら、朝っぱらから！


恥ずかしい！


でも、大人の階段を上ったのね。


おじいちゃん、おばあちゃん、お母さん、ごめんなさい。


お父さん……は別にいいや。


早織、お先に。


「さぁ、早くバスルームへ。それとも……」


郁夜の顔が豹ひょう変へんした。


そして、唇を私の耳元まで運んで囁く。


「グズグズしてたら昨日の続きするけど？」


「えっ？　続きって!?」


「俺はベルトすら外してねぇし。次はやめないけど」


なんですって？　どういうこと？


私は真っ裸にされたはずなんだけど。


でも、そういえば郁夜は服着てたし、そのあとの記憶がない。


「未遂だって。でも、オマエのイキザマ見届けてやったから」


えぇぇぇ!?　なにそれっ。


笑えないんだけどっ。恥ずかしすぎる！


「いいからさっさと風呂行ってこい。今日はダンスパーティー本番だ」


ドＳ執事は、赤から青に忙しく顔色を変える私を見て楽しそうに笑っている。


いつもに輪をかけてかなりドＳ！


でも、今日は本番。急いで用意しなきゃ!!


ドキドキが止まらない身体を引きずって、バスルームへ急いだ。


郁夜が用意してくれていた泡風呂の中で、昨日のことが脳裏に蘇る。


いつもと違って蠱こ惑わく的な郁夜の瞳。


郁夜の胸元は大きくはだけてて……。


鍛えられた身体が、シャツの隙間から見えてドキドキした。


そして……唇と綺麗な指で私を刺激した。


「でも……。今日はここまでだ」


濡ぬれた唇で囁かれて。


同時に襲ってきた初めての感覚にわけがわからなくなって。


ちらっと見えた、満足そうに笑う郁夜。


そこで、意識が飛んじゃった。


わぁ～～!!


思い出したら恥ずかしくて、ちゃぷんと泡風呂に潜る。


なんでそんなこと……なんて、考えてもわからない。


でも、郁夜は未遂だって言ってた。


途中でやめたのは、やっぱり【お嬢様と執事】だから？


責任、取れないから？　取りたくない……から？


ズキンと胸が痛んだ。


やめた。


深く考えないでおこう。今は。


今はまだ、郁夜が側にいてくれるだけで、それでいいんだ。


いけない！


またのぼせちゃったらマズイ。


慌ててシャワーを浴びて、バスルームから出た。





いつもの鏡の前で、郁夜に髪をセットしてもらう。


今日は特別仕様みたいで、どんどん素敵なアップになっていく。


グロスとチークとマスカラで、ちょっと化粧をしてくれた。


わぁ。


いつもと少し雰囲気が変わって、さらにウキウキする。


郁夜の魔法でこんなに綺麗になれた。


嬉しい……。


「ドレスはこれな」


郁夜が持ってきたのは、昨日の白いドレスじゃなくて淡いブルーのドレスだった。


腰にリボンがついてるプリンセスラインのドレス。


白は大人っぽくて素敵だったけど、こっちはふわふわでかわいい！


「昨日のじゃないんだね」


正直、昨日の白いドレスは胸元が開きすぎてて恥ずかしかったから、こっちでよかった。


今はまだ、こっちのほうが私らしいかな。


「昨日のドレスは双子からのプレゼントだ。お詫びだって」


そうだったんだ！


その気持ちがとっても嬉しい。


あの白いドレスは、いつか素敵な女性になって凛りんと背筋を伸ばして着られるようになりたいな。


でも、あの二人がプレゼントしてくれたのか……。


「せっかくの厚意なのに、今日着なくて大丈夫かなぁ？」


「いいの。着替えとけよ」


そう言って、郁夜は部屋から出ようとドアに手をかけた。


ふと、動きを止める。


そのまま振り向かないで、ポツリと呟いた。


「あんな胸が開いたの着せられるかよ」


へっ!?　それって……。


「俺の前だけにしとけよ」


振り向いた郁夜の顔は、魔王の微笑み。


なんというジャイアニズム！


でも……。ドアの向こうに消えていった郁夜の背中を見て、また顔が熱くなるのを感じた。


早速ふわふわのドレスを着て、靴も履く。


背中のファスナーは郁夜に閉めてもらうとして、ドレスがずり落ちないように胸元を手で押さえながら、ひとまず鏡の前に立ってみた。


素敵なヘアメイクにドレス。


自然と背筋が伸びて、笑顔になる。


「似合ってんじゃん」


背後から郁夜の声が聞こえた。


鏡越しに見た郁夜は、いつもの執事服と違って黒いタキシードを着ていた。


髪も少しセットしている。


うわっ。ヤバイ。かっこよすぎ！


胸がドキドキ鳴っちゃう。


ズルッ……！


わわっ!!


つい郁夜に見とれてしまって、ドレスを押さえていた手がゆるんだ。


ずり落ちるドレスを慌てて押さえたけど、胸元が半分近く露あらわになっちゃって。


あわわ。


「誘ってんの？」


私のすぐ後ろで意地悪な笑みを浮かべた郁夜が、鏡越しに見えた。


「違うって！」


私の顔、真っ赤。恥ずかしすぎる！


ドレスを上げようとしたそのとき。


「んっ??」


鏡に映る自分の胸元に、異変を感じた。


「郁夜、これなんだと思う？……痣あざ？」


鏡に近づいてよく見たら、胸の真ん中より少し上の膨らみに、赤い跡がある。


これって……。


もっ、もしかして、キスマークってやつ!?


「ちょっと!!　これっ……!!」


「虫よけだけど？」


郁夜は悪びれもせずシラッと言った。


「なにそれ！　虫よけ!?」


「双子とか……、その他にも。色々気をつけろよ」


郁夜はニヤッと笑って、下がったドレスとファスナーを上げてくれた。


ドレスが身体にピッタリとフィットする。


ていうか、他にもって、言ってる意味がわからないけど、キスマークはちゃんと隠れたからまぁいいか。


「じゃあ、行くぞ」


「は～い」


よし、これから終業式とダンスパーティー!!


これが終われば晴れて夏休み!!


ちゃっちゃと済ませてこよ～っと。





郁夜が運転する車が学園に近づくにつれて、だんだん緊張してきた。


凰星と煌星と飛鳥が、今日をきっかけに長い間の確執から解放されるといいんだけど……。


双子がちゃんとダンスに誘ってくれるか、そして飛鳥が応じてくれるか、とっても心配！


あ～～、神様!!


「思いは伝わる。心配するな」


ふいに郁夜が言ったその言葉に、耳を疑った。


「えっ？」


「双子が飛鳥をダンスに誘えば大丈夫だと思うけど」


「なんで知ってるの？」


郁夜、もしや宇宙人!?


「だから、オマエが考えることなんて俺の想定内なんだって。それに羽藤と佐伯が言ってた。オマエに感謝してるって」


そうだったんだ。執事さんたちが……。


「言葉だけじゃない。思いも、書いた言葉さえも、念が強ければ強い程相手に届くし相手を縛る。でも、同時に自分にも跳ね返ってくるんだ」


「自分にも？」


「そう。いいことだといいんだけど。憎しみや妬みは、念が強い程相手のダメージも大きい。でも、結局は自分に返ってくる。榊のじじいも、それなりに苦しんだって聞いた。実の孫を憎まずにいられない葛藤とかな。どうであれ、相手を憎む気持ちは自分をも縛りつけてるってこと」


難しいけど、なんとなく納得できる。


「相手を憎んだり恨んでるとさ、その相手が地球の裏側にいたとして、たとえそんなに離れていたって、憎んでいるその間の自分の時間や思考は相手に囚とらわれてる。時間の無駄だし、逆に腹立たしくね？」


「うん。確かに」


「相手に縛られるって、そういうこと」


そっか。


相手を苦しめたいって思いは、そう思うことで結局自分が相手に縛られてるってことなんだ。


じゃあ、双子をひどい言葉で縛りつけた榊のお祖父様も、自分の思いで自分も縛られて苦しんでいたんだ。


人を憎むって、本当にいけないことなんだって心底感じた。


郁夜が珍しくたくさん喋ってることにちょっと驚いたけど、嬉しかった。





学園のダンスホールは豪ごう華か絢けん爛らん、テレビでしか見たことのない世界だった！


まずはこれから終業式をして、それからすぐにダンスパーティーが始まるんだって。


１学年ごとにホールがあるみたいで、ここにいるのは１年生だけ。


ＡクラスからＣクラスまでが勢揃いしてる。


総勢１００人くらいかなぁ？


Ａクラスの比率が少ないなぁと思ったとき、ステージ上にいる学園長のお話が始まった。


サロンのような素敵なテーブルと椅子に飛鳥と一緒に座ってたんだけど、学園長がステージ中央に立った瞬間、反射的に立ち上がった。


あれっ？


広いホールの中で、立ち上がったのは私だけ。


やだ～!!　恥ずかしい！


今まで、先生の話のときは起立が普通だったから、つい。


「えへへ」


優しく笑う飛鳥に照れ笑いを向け、おずおずと座った。


あー、恥ずかしすぎて、後ろに控えてる郁夜の顔が見られない！


そんなこんなで学園長の話に集中できないでいるうちに、あっという間に終業式は終わっちゃった。


「ではみなさん、有意義なダンスパーティーを。ごきげんよう」


「「ごきげんよう」」


みんなが口々にごきげんようと会釈をしてる。


自然だなぁ。


私はまだ慣れない。どうしてもお昼のあのサイコロトークの音楽が頭の中を駆け巡っちゃうんだよなぁ。


わかってくれる人なんてここにはいないだろうけど。


まさにこれが私の【情けない話】だわよ。


情なさバナー！……つって。


そんな脳内劇場が繰り広げられている間に、みんなのごきげんようを優しい笑顔で受け止めて、学園長はホールを去っていった。


同時に優雅なワルツが流れだす。


うわっ。生演奏だ！


ヴァイオリン、チェロ、ビオラ、コントラバスの四重奏。


生で聞くのは初めて！


これだけでも立派な演奏会みたいなのに、この素晴らしい演奏をバックにしてダンスを踊るなんて贅ぜい沢たく！


でもみんなは当たり前のように、ザワザワと移動し始めた。


「ダンスパーティーの始まりね」


飛鳥は椅子に座ったまま、楽しそうに踊り始めた人たちを見ている。


そっか。


飛鳥は掟があるから、今までずっとこうやってお茶を飲みながら眺めていたんだね。


踊りは嫌いじゃないって言っていたから、本当は踊りたいのかもしれないな。それならなおさら。


凰星、煌星、頑張れ！


ホール内は、優雅なダンスを踊る人たちで華やかになってきた。


お嬢様を誘うお坊ちゃまたち。


顔を赤らめて、差し出された手を取るお嬢様たち。


それを見送るそれぞれの執事さんたち。


思い人から誘われるのをずっと待っているのか、ひたすらお誘いを断るお嬢様。


なかなか誘いに行けなくて、執事さんに背中を押されているお坊ちゃま。


いっぺんに三人からお誘いを受けるお嬢様。


色々な思いが交錯していて、見ているだけでドキドキしてくる！


「榊さん、僕と一緒に踊っていただけませんか？」


その声に視線を飛鳥に戻すと、白いタキシードのお坊ちゃまが手を差し伸べていた。


あらっ。さすが飛鳥。


無言のまま表情を変えない飛鳥を隠すように、羽藤さんが二人の間に割って入った。


「大変申し訳ございません。飛鳥様はご気分が優れませんゆえ」


「そうですか……。今年こそは踊っていただけるかと期待したんですが。失礼しました」


おずおずとその人は去っていったけど、そのあとも次々と飛鳥のもとにはお坊ちゃま方が群がってきた。


そのたびに、ナイトのように羽藤さんが出る。


はぁぁ～。素敵！


……って、うっとりしてる場合じゃない！


双子たちはなにしてんの!?


キョロキョロ周りを見ていたとき、ふと横に人の気配を感じた。


「ひなお嬢様、わたくしと踊っていただけないでしょうか？」


それは、心地いい声。


自然と心が開く、不思議な瞳。


そこには、片手を胸の前に、もう片方の手をこちらに差し出して片膝をついて微笑んでいる郁夜がいた……!!


「はい……」


その紳士的で優雅な所作にドキドキしちゃって、小さな声でそう答えるのが精一杯だった。


おずおずと、差し出された手に自分の手を重ねる。


そっと優しく私の手を握って、郁夜はホール中央へエスコートしてくれた。


椅子とテーブルが並んでいるところから少し離れたホール中央では、数十人が代わる代わるダンスをしていた。


わ～、いよいよ郁夜とダンスだ！


緊張する！


でも飛鳥のことも気になって、歩きながら後ろをチラッと見たら、飛鳥は微笑みながら小さく手を振っていた。


大丈夫かな。


でも、凰星と煌星も私たちがいないほうが動きやすいかもしれないし……。


よし！


ここまで来たら、心配だけどもう私の出番はないよね。


ホール中央で立ち止まった郁夜の顔をしっかり見た。


「よろしく、郁夜」


「こちらこそ、ひなお嬢様」


笑顔で会釈をして、私たちは踊りだした。


四重奏の優雅なワルツ。


郁夜がうまくリードしてくれて、心地よくなってきた。


「その調子です。素晴らしいですね、昨日のように」


郁夜が耳元で囁いた。


昨日!?


とたんに、昨夜のことを思い出して顔が熱くなっちゃった。


動揺してちょっとふらついた私を、郁夜はさりげなくフォローして一瞬ニヤッと笑った。


絶対わざとだ！　もー!!


でも、おかげで少し緊張が解けて楽しくなってきた。


「まぁ、郁夜様ですわ！」


「なんて優雅！」


「麗しいですわ～」


「私も踊っていただけないかしら」


「あの方、どなた？」


「Ａクラスの転入生らしくてよ」


「まぁ、羨ましい！」


ヒソヒソと、お嬢様たちの声が聞こえてきた。


周りがざわついてくる。


うわぁ……。お嬢様たちの羨望の眼差しがあまりにもすごくて、また緊張してきちゃった。


だんだん足元がおぼつかなくなってくる。


どうしよ～！


「ひな、俺だけを見てろ」


ふいに、耳元で郁夜の優しい声が響いた。


驚いて郁夜を見る。


郁夜はまた執事の顔に戻って、優しく微笑んでくれた。


「……うん」


その安心する微笑みに素直に頷けた。


郁夜の笑顔を受け止めて、優雅に踊る。


夢みたい。


ずっとこんな幸せが続けばいいな。


──幸せ!?


そうだ。


私、今幸せを感じてる。


この胸のドキドキ。


郁夜を独り占めしたくなっちゃう。


完璧で優しい郁夜も、意地悪で口が悪い郁夜も。


全部。


欲張りだよね。


恋って欲張りになっちゃうんだね。


そう。


私は郁夜に、恋してる……。





それから。


私は郁夜とのダンスを心から楽しんだ。


この先どうなるかわからない。


私の気持ちは伝えられないかもしれない。


でも、どうなるかわからない未来を憂いているのはもったいないよ。


感じられるのは【今】だけなんだから。


だから、郁夜の腕の中で踊っている【今】、この瞬間を大切にしよう。


過去も未来も手放して、今この瞬間を、後悔しないように。


素直に楽しもう。


郁夜、好きだよ。


心の中で呟いたら。


少しの痛みと温かい気持ちでいっぱいになって、ちょっと泣きそうになった。





そのうち、会場がざわつきだした。


みんなの視線が一点に集中している。


その視線を辿たどったら……。


うわぁ!!　そこには、ホールで踊る飛鳥と凰星がいた!!


うそー!!!!　感動して鳥肌が立っちゃった！


二人のダンスは誰もが見とれる程優雅で、笑顔が溢れている。


二人はたまに会話を交わしてるみたい！


よかった……!!


しばらく踊ったあと、今度は煌星が飛鳥をエスコートしにきた。優雅に会釈をしたあと、凰星に代わって煌星が飛鳥と踊りだす。


煌星と飛鳥のペアも、優雅なダンスを披露した。


そして、笑顔でさりげなく会話をしているのが見えた。


……よかった。ホントよかった！


煌星がこっちを見て、私と目が合った瞬間、ニッと笑った。


嬉しくて私も笑顔を返す。


凰星、煌星、グッジョブ！


飛鳥も穏やかな笑顔で楽しそうに踊っている。


そんな飛鳥を、会場の端っこから羽藤さんが優しい笑顔で見つめていた。


その横には、双子の執事の佐伯さんが涙を堪えているのか顔を真っ赤にして見守っている。


凰星と飛鳥と煌星。


それぞれが長年の確執から、そして自分たちのお祖父様が放った悲しい言葉の呪縛から、少しずつ解き放たれて。


今まさに、溝を埋めているところなんだね。


他人じゃない、友達でもない、親子でもない、兄弟でもない……従兄弟。


血を分けた三人。


お父さんしかいない私には、とっても不思議。


従兄弟って、なんかいいなぁ。


「もう、大丈夫ですね」


羨ましくてちょっと寂しくなりかけたとき、頭の上から郁夜の声が降ってきた。


顔を上げると、郁夜は優しく微笑んでいて。


そうだよね。


私には郁夜がいる。


意地悪だけど、いつも私を助けてくれる。


今回もきっと私だけの力じゃない。


陰で郁夜が色々動いてくれたんだと思う。


「うん。きっともう大丈夫だよね。よかった。郁夜、ありがとう」


私の言葉に、郁夜は素知らぬ顔で、なにが？というふうに少し首を傾かしげた。


郁夜のこういうところも好き。


「色々だよ」


そう笑って、私は握っている郁夜の手をぎゅっとした。


郁夜は少し笑って、ぎゅっと私の手を握り返した。


幸せな時間。


ワルツに合わせて、私たちは時間を忘れて踊った。
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急展開ってやつ？




凰星と煌星、飛鳥が注目を集めている中、踊り続けていた私と郁夜の前に人影が忍び寄ってきた。


「真神さん、よかったら僕と一曲いかがですか？」


スッと手を差し出したのは……。


結城くん!?


あの、クラス委員長でクールで優等生でメガネの（←関係ない）結城くんが、私と!?


なんで!?　出来損ないの私なんかを誘ってくれるなんて光栄すぎる！


でも……。うーん。う────ん。


郁夜……。


ちらっと郁夜を見たら、私が困っているのを察してくれたのか、結城くんに一礼をした。


「結城様、申し訳ございません。ひな様はまだダンスを始めたばかりでして、ご迷惑をおかけしてしまうかと……」


郁夜の言葉に、結城くんはフフッと笑った。


「それは問題ないですよ。……失礼」


そう言って、結城くんはスルッと私の身体を引き寄せた。


うわっ！　結城くんの手が私の腰に!!


「僕がエスコートするから、今まで通り踊ってくれていいよ」


結城くんは私をエスコートしながら、どんどん郁夜から離れていく。


結城くんが私の下手さをフォローできるくらい上手だからか、うまくリードしてくれて今のところスムーズに踊れているんだけど。


この至近距離、慣れないよー！


どうしよう。


困って郁夜のほうを見たら。


郁夜には、ものすごい数のお嬢様たちが群がっていた。


うわー。お嬢様たちは、このチャンスを狙ってたんだね。


もしかして、結城くんはお嬢様たちの望みを叶えるために郁夜から私を離したのかな？


そうだよね。結城くんが本気で私と踊りたいわけないか。


「すごい人気だね、キミの執事は」


「えっ。あ、はい」


息がかかるくらいの距離で囁かれて、緊張しちゃう。


郁夜のときのドキドキとは違う、変な緊張感。


「Ａ級執事だし、あのルックスだ。そして、なんといっても【藤堂】だからね、無理もない」


「どういうこと……？」


「【藤堂】といえば、代々執事の名家だ。イギリスの上流階級では、藤堂を執事にすることが最高のステータスとまで言われている。いわば、藤堂くんは執事のサラブレッドだ」


そうだったんだ……。


郁夜って、そんな国際的なレベルですごい執事だったんだ!!


美み里さとさんからは聞いていたけど、そこまでだったなんて。


「なにも知らずに雇ってるなんて、やっぱりキミは面白いね」


……う～ん。


結城くん、決して悪い人じゃないとは思うんだけど、いつも心から笑ってないというか、本心が見えないというか。


ちょっと怖いかも。


「父が決めたみたいで。あはは」


ウソではないし。


「キミのお父様、真神コーポレーションの社長……だっけ」


えっ!?　なんでそんなこと……。


ギクッとした顔をしかけたけど、慌てて平静を装った。


「そうだけど」


「キミに興味があってね。少々調べさせてもらったよ」


マジで!?　なんで!?　意味わかんない！


背筋が冷たくなるのを感じた。


「真神コーポレーションねぇ。比較的新しい会社のようだし、久く條じょう財閥の傘下会社として業績は伸びているようだが、【藤堂】のＡ級執事がつくような会社とは思えない……。キミは一体、何者なんだ？」


子供に聞くように、余裕たっぷりの笑顔。


まるで私の反応を楽しんでるみたい。


結城くん、もしかして。


私の秘密、知ってる……？


私が理事長の娘だって、バレてる!?


危険を察して、この場から去ろうと結城くんから身体を離そうとした瞬間。


ぐっと、結城くんは私の腰を引き寄せた。


──えっ!?


「それと……キミは自分の執事に特別な感情を抱いているようだが」


ドキッ!!とした。


ヤバイ。今のドキッとしたの、顔に出ちゃったかな？


結城くんの、すべて見透かしているような言動や瞳が怖くなってきた。


「でも、その感情は一種の幻だ。年頃の女性に、完璧な執事。これだけ毎日近くにいて信頼していれば、恋に近い感情が湧くのは当然かもしれない。だが、それは決して恋ではないんだよ。擬似恋愛だ」


なに……言ってるの？


結城くんの言葉が胸に突き刺さる。


こんなこと、いちいち気にしたくないのに、なぜか心がヒリヒリしてきた。


本能的に逃げ出したい衝動に駆られる。


でも、結城くんは私を放そうとしない。


相変わらず私をフォローしながら、優雅にワルツを踊り続けている。


「キミにふさわしい人は執事じゃない。それにしても……Ａ級執事の彼ならば、お嬢様に勘違いされないようにいくらでもうまくやれるだろうに。彼は、理事長の座でも狙っているとしか思えないな」


!!!!!!


完璧、バレてる!!


サーッと血の気が引いた。


結城くんが怖い。


そう思った瞬間、動揺して足を踏み外してしまった。


よろけた私を、結城くんが咄嗟に支えてくれて。


同時に、私の両手と身体が自由になった。


チャンス！


「少し疲れたので、ごめんなさい。失礼します」


軽く会釈して、私は走った。


怖くて後ろは振り向けない！


踊ってる人にぶつからないように、そしてふわふわのドレスの裾を踏んづけないように、必死に走った。


ホールを出たら、目の前には豪華なロビーと長い廊下が広がっていた。


とりあえず一番近くの扉に手をかけたら、カチャッと音がして扉が開いた！　ラッキー！


そのままその部屋に身体を滑り込ませる。


中は電気がついていて、椅子やテーブルが積んであった。


ダンスホールの準備室なのかな。


よし！


ここならお嬢様やお坊ちゃまは入ってこないよね。


近くに置かれているソファーに腰を下ろして、ふーっと息を吐いた。


ずっと踊っていたのもあるし、さっきの衝撃のせいかどっと疲れが吹き出してくる。


しばらくぼーっとしていたら、頭の中にさっきの結城くんの言葉が蘇ってきた。


『それは決して恋ではないんだよ。擬似恋愛だ』


『Ａ級執事の彼ならば、お嬢様に勘違いされないようにいくらでもうまくやれるだろうに』


『彼は、理事長の座でも狙っているとしか思えないな』


やだ!!


心臓がギュッと摑まれたみたいに痛い。


身体が冷たくなっていく感じがする。


もう、なにも考えたくない。


でも……。


郁夜は理事長になりたいから私の執事になったの……？


そんなことないよね。


郁夜を信じよう！


────……。


……なにを？


郁夜の気持ちなんてなにもわからないのに、郁夜のことなにも知らないのに、なにを信じればいいの？


「はぁ…はぁ……」


なんか、呼吸が苦しくなってきた。


……苦しい。視界が涙でかすんでくる。


────バァン!!!!


急に、外から扉が開けられた。


驚いて扉を見たら……。


「「ひな!!」」


笑顔全開の双子だった！


「凰星、煌星!?」


部屋に入ってくる二人の温かい笑顔に、涙が引っ込んで呼吸も元に戻った。


よかった。


あれ？　今、ひなって呼ばれた？


「ひながホールから出ていくのが見えたから、追っかけてきたんだよね～」


「ひなにお礼が言いたくてさ～」


少し照れ笑いを浮かべながらそう言った二人は、やっぱりひなって呼んだ！


じんわり嬉しくて、さっきの感情は意外と簡単に頭から抜けた。


「お礼なんて……。でも、ありがとう」


私も笑顔になれた。


「ひな、やっぱこういうとこが好きなんだ～」


「ここも初めて入った～～」


二人らしいコメントに、プッと吹き出す。


「人に酔っちゃって。たまたまここが開いてたんだ。飛鳥は？」


「飛鳥は休んでるよ」


「凰星も煌星も、ダンス素敵だったよ！　本当によかったね」


二人はくしゃっと笑った。


こんな顔、初めて見た！


「飛鳥とちゃんと話せたよ」


「ひなのおかげで、飛鳥も、僕たちも、もう大丈夫」


「「ありがとう」」


わぁ。じんと来たー！


「まぁ、僕のほうがダンス上手だったけどね～」


煌星がドカッと私の横に座りながら言った。


「はいはい。僕はどっちかっていうとワルツよりヒップホップのほうが得意なんだよね～」


凰星も、私を挟むように横に座った。


両手にイケメン双子!!


双子だけど、やっぱりそれぞれ得手不得手があるんだね。


それに気づいて自覚することも新たな一歩なんだと思う。


本当によかった！


「てゆーかさ、ひな、僕たちのドレスどうしちゃったわけぇ～？」


「もしかして、あの執事からダメ出しされた～？」


おっとー！


左右からのステレオトーク。


そうだ!!


白いドレスをプレゼントしてもらったんだった！


「あの白いドレス、すっごく素敵だった！　ありがとう。凰星と煌星からのプレゼントだって聞いて、すごく嬉しかったよ。でも、ちょっと胸元が恥ずかしくて……」


「だからいいんじゃん！」


「ひなの巨乳に合うようにデザインしたのに」


巨乳って……。


「じゃあさ、今度あれ着て僕とデートね」


煌星が私の顎をクイッと持ち上げて言った。


わっ！　ちょ……ちょっと!!


「僕はもっとひな好みのドレスを作ってあげる。それ着て僕ともデートね」


今度は凰星が、私の顔を自分のほうに向かせて言う。


ちょっとちょっとー。二人してからかわないでよねー。


「じゃあ、飛鳥も誘って四人で遊びにいこうよ！」


我ながらいい提案。


楽しそう!!


明日から夏休みだしね。


「いいね～」


「どこ行く？　ドバイ？」


ド……ドバイ!?　私パスポート持ってないよー！


あれ!?　じゃあ、イギリスにいるお父さんのお見舞いにも行けないんじゃ……。


愕然としてると、横から手が伸びてきた。


「ひな、今日はいつもよりかわいい」


「ホント。僕たちと一緒だったらもっとかわいくしてあげるのに」


あ……あれ？　なんか、雰囲気がおかしくない？


「ねぇ、ここなら誰も来ないし、いいでしょ？」


「今度はいたずらじゃなくて……。僕たち本気だから。大切にするよ」


ちょっと！　なに言ってるのー!?


二人は同時に私の両頰に優しく口づけをした。


この前のとは明らかに違う、優しいキス。


いやいやいや、そういう問題じゃなくて!!


二人してドレスの胸元を少しずつ開ける。


「わっ、ちょっと、ダメだって！」


「なんで？」


「僕たちのことキライ？」


「キライじゃないけどっ。友達として好きってわけで」


「好きな人いるの？」


「い……いないけどっ」


郁夜が好きなんて口が裂けても言えない！


「「ふ～～～～～ん」」


二人は声を合わせて頷いた。


同時に、ピタリと手を止める。


「冗談だよ！」


「もうひなのこと傷つけないから」


えええ!?　笑えないけど冗談でよかったー。


もー、本当にこやつらは！


「キライにならないでよね」


「せっかく仲良くなれたんだからさ」


ちょっと寂しそうな二人の顔。


きっと、どう接していいかわからなくて手探りなんだ。


小さい頃からの環境って大事なんだね。


友達の作り方なんて、自然に身につくと思っていた。


きっと二人は、そういう環境で生きてこなかったんだ。


それがどうのって、私は評価できないけど。


「当たり前だよ！　仲良くなれて嬉しいよ」


笑顔で言った私の言葉に、二人も笑顔になる。


二人は少し乱れた私の胸元を直そうとしてくれた。


そのとき。ふいにドアが開いた。


そこには……郁夜が立っていた!!


ヤバッ……。いや、誰も悪くないんだけど。


双子だってふざけてただけだし、今こうやって服を直してくれてるんだし。


でも、この状況。


明らかに私が襲われてるように見える……よね。


「郁夜、違うのっ」


思わず、私はソファーから立ち上がった！


入り口にいる郁夜のほうに歩きだそうとしたとき。


ズルッ!!!!


「うわっ！」


ドレスの裾を踏んづけちゃった!!


ヒールの高い靴が滑って、そのまま前につんのめる。


「ひな様！」


「「ひな!!」」


郁夜が駆け寄ってくるのが見えたと同時に、凰星と煌星が両脇から私を支えてくれて、三人でソファーに倒れ込んだ。


こういうときって、スローになるんだねー。


なにはともあれ、転ばなくてよかった。


「ありがとう」


両脇にいる凰星と煌星にお礼を言おうと顔を上げたら、二人とも一点を凝視してる。


ん？


「「ひな、出てる～」」


んん？


二人の視線の先には……。


「ぎゃ～～～!!」


なんと!!　みごとに胸を全開でポロリしてた!!


ぎゃぁ───！


しかも、昨日郁夜につけられたらしいキスマークも丸見え!!


やだ！　恥ずかしいー！


っていうか、キスマークなんて見られたらヤバイ!!


慌てて腕で胸を隠したと同時に、郁夜がジャケットをかけて隠してくれた。


「ひな、それっ！　今の、キスマーク!?」


ヤバッ。


「えっ？　ち、違うよっ」


「絶対キスマーク!!　誰がつけたの!?　もしかして……」


凰星と煌星が、郁夜へと視線を移した。


うわー！　絶体絶命！　郁夜、どうするの!?


その瞬間……。


──ニヤッ。


うわっ!!


出た!!　ドＳ郁夜!!!!


郁夜は黒いオーラを纏まとって、悪魔の微笑みを浮かべた。


それを目まの当たりにした双子は凍りついている。


郁夜、本性出して大丈夫なの？


しかも、否定しないとヤバくない!?


でも、今朝確か【虫よけ】って言ってたけど。


もしかして、こういうことを想定してわざとつけたの!?


なんて奴！


でも、どうして？


「ひな様、もうそろそろパーティーも終わりでございます。ベストペア賞の発表と最後のご挨拶がありますので、ホールにお戻りください」


そして、ポカンとしている双子をよそに、私に手を差し伸べた。


「うん」


素直にその手を取り、立ち上がる。


郁夜はジャケットで隠したまま、一瞬でドレスを直してくれた。


「ちょっと！　Ａ級執事だからってなんでも許されると思うなよ!?」


「執事がお嬢様にそんなことしていいと思ってるわけ!?」


「……わたくしが、なにか……？」


それはそれは……。


黒い魔王の微笑みだった。


うわ～。郁夜、怒ってる……？


確かに、さっき肯定も否定もしてないケド。


双子も言葉をなくしている。


凰星、煌星、なんかごめんね。


「神宮寺様、佐伯が血相を変えて捜していましたよ。どうぞお戻りくださいませ。発表がございますゆえ」


いつもの完璧執事に戻った郁夜が、そう言ってうやうやしく一礼した。


そして、私を見て優雅に微笑んだ。


「まいりましょう」


うっ。か、かっこよすぎ……！


一瞬、鼻血が出そうになっちゃった！


「うん。凰星、煌星、会場でね」


不機嫌そうな凰星と煌星に苦笑いでバイバイして、郁夜と部屋を出て会場へと向かった。












パーティー終了だけど……




会場に戻ったら、すでにダンスは終わっていた。


ホールにはたくさんの人が立っていて、ステージを見ている。


そのステージには学園長が立っていて、いよいよ終わりみたい。


間に合ってよかった。


私もステージを見て立っていたら、誰かの手が肩に触れた。


「ひな、捜したわ」


飛鳥だった。


「飛鳥！　ダンス素敵だったよ！　飛鳥が教えてくれたおかげで私も楽しめたし。ありがとう」


「ひなが楽しめてよかったわ。私も初めて踊れてとても楽しかったの。ひな、色々とありがとう」


その笑顔は一段と柔らかかった。


よかった。


双子の誤解が解けたみたいだね。


『では、本年度のベストペア賞の発表に移りたいと思います。お名前を呼ばれた方はステージへお越しくださいませ』


会場に司会者のアナウンスが響き、ドラムロールが鳴り響いた。


なんかのショーみたいになってるけど、すごいテンションだなー。


学園長が封筒から紙を取り出して、マイクに向かって読み上げようとしている。


テレビで見る世界だわー、これ！


『本年度のベストペア賞は!!……神宮寺煌星様と、榊飛鳥様のペアです!!!!』


「「「キャ～～～～～～～!!!!」」」


会場中大絶叫!!


美しすぎるペアに大喝采だった。


私も飛鳥も賞の発表にはあまり興味がなくて、小声でお喋りをしていたから、まさかのことにびっくり！


飛鳥はステージに上がるなんてとんでもないって、断固拒否してる。


そこへ、煌星と凰星がやってきた。


「飛鳥、せっかくだから行こ？」


優しい笑顔で煌星が手を差し出す。


「……。今回だけよ？」


飛鳥は照れながら微笑み、その手を取った。


ワァッと歓声があがり、拍手の中、二人はステージを目指して歩く。


美男美女。


誰が見てもお似合いだった。


「こうやって、煌星を見るのは初めて。なんか不思議」


ステージに上がった二人を見て、凰星は呟いた。


「寂しい？」


「ちょっとね。でも、やっとそれぞれの人生を生きられる気がする」


ステージ上の煌星を見つめる凰星の横顔は、すごく大人びていた。


もしかしたら、わざと手を抜いて踊ったのかな？


凰星は、私が思ってる以上に大人で優しいのかもしれない。


「ひな、本当にありがとう。色々ごめん」


「そんな。もう気にしないで！」


凰星の真まっ直すぐな瞳に照れちゃう。


「ゴホン」


後ろから、郁夜の咳払いが聞こえた。


おっと。ちょっと見とれてたかも。


凰星の印象がかなり変わったなぁ。


これからはいい友達になれそう！


でも、すべては郁夜のおかげ。


郁夜が私のパワーなんだ。


『え～、これからベストペア賞の賞品授与でございます』


鳴なり止やまない拍手と喝采の中、司会のアナウンスが響く。


賞品まであるんだ！


どんな豪華な賞品なんだろうと、司会の次の言葉を待っていた私の耳に、とんでもない言葉が飛び込んできた。


『では、理事長よろしくお願いします』


…………はぁ!?　今、なんて……？


「今年はオープニングに理事長がいないからどうしたのかと思ったら。ちゃんといたんだ～」


凰星の言葉に、聞き間違いじゃないことを確信した。


理事長ぉぉ～～～～!?


そして、ステージ袖から現れたのは……。


まさしく、ダメダメ親父の私のお父さん!!!!!!


どういうこと!?　どういうこと────!!??


病気は!?　死にそうなんじゃないの!!??


もうわけわかんなくて卒倒しそう!!!!


咄嗟に、後ろに控えている郁夜をガン見した。


でも、郁夜はどうしました？って顔ですましてる。


あ、そっか。


どこで誰が見てるかわからないからか。


私がここで変なリアクションしたら、それこそ怪しまれるよね。特に結城くんに！


とりあえず、あとで郁夜に問い詰めるとして、ここはおとなしくしておこう。


小さく深呼吸して高鳴る鼓動を落ち着かせた。


仕方ないから、ステージで煌星・飛鳥ペアと向き合ってるお父さんを眺めることにした。


見たこともない高級そうなスーツを着て、髪も顔もビシッと決めて。


もちろん無精髭ひげなんて１ミリもない！


お……お父さ～ん。


本当に本当に理事長だったんだね……。


『おめでとう。素晴らしかったよ』


爽やかな、でも威厳のある微笑みを浮かべながら、二人にトロフィーと賞状、金一封的な物を渡している。


その声どっから出してんの!?


やけにダンディーな声なんだけど。


いつものお父さんじゃないし。


二人は賞品をいったん受け取って、後ろに控えている佐伯さんと羽藤さんに手渡す。


そして、お父さんと固く握手をした。


『では諸君、楽しい夏休みを！』


ステージ下の私たちに爽やかに言い放って、理事長はステージ袖に消えた。


これで、ダンスパーティーも終了みたいだね。


さぁて。


郁夜さん、説明してもらおうか……？


ダンスパーティーが終わり、会場からはゾロゾロとお嬢様、お坊ちゃま、そして執事さんたちが退場していく。


隣にいた凰星も、ステージから下りてきた煌星と一緒に、


「バイバ～イ。夏休み連絡するから」


と言って去っていった。


みんな、明日から夏休みを楽しむんだろうな。


──で。


私はもちろん、この不可解な現状を問い詰めなきゃ夏休みなんて楽しめない！


「いく……」


「ひなお嬢様」


だいぶ会場が落ち着いてきたのを見計らって郁夜に声をかけたら、同時に郁夜の声。


「こちらへお越しください」


う？


郁夜はスタスタと会場を出ていく。


とりあえず黙ってあとをついて歩いた。


しばらく廊下を歩いて、豪華な螺ら旋せん階段を上り、またしばらく歩いて……。


もー、どこをどうやって来たかわからなくなるくらいあちこち曲がって歩いた。


郁夜はどこに連れていく気なんだろ。


ドレスとパンプスじゃ、歩きにくいんだけどなぁ。


でも、郁夜は一言も発することなく歩き続けてる。


余計なことは喋らないほうがいい雰囲気。


こんなところでも、誰がどこで見てるかわからないってこと……？


しばらく歩いたところで、郁夜は足を止めた。


そこは一際豪華で大きな扉の前。


白い扉に施してある金の細工が美しい。


「ここは……？」


「理事長室でございます」


「うぇっ!?」


いきなり!?


「理事長がお待ちです。あまりお時間がないようですが」


そう。直接聞けるってことね！


よ～し、手短に聞いてやろうじゃないの！


私の質問は、とりあえず。


・なんでここに？


・病気は？


・どうなってるの？


のみ！


郁夜が扉をノックした。


ほどなくしてカチャッと中から扉が開く。


よぉ──し！　鼻息荒いぜ！












ありえないカミングアウト




「お待ちしておりました、真神様」


中から執事らしき初老の男性が、優しい笑顔で扉を開けてくれた。


「さぁ、どうぞ」


言われるままに、私と郁夜はその中へ入る。


そこはよくテレビドラマで見るような、社長室のような部屋だった。


応接ソファーとテーブルがあって、その奥には一際大きくて立派な机。


その机には、ここでは理事長と呼ばれるお父さんが座っていた！


「ひなちゃん、久しぶりだね。今日は一段とかわいいねぇ」


それは私が知っているお父さんの笑顔だった。


目を細めてうんうんと頷いている。


「これは執事の斎さい藤とうだ。ここにはこの四人しかいないから、安心して大丈夫だからね」


お父さんの言葉に、横にいるさっきの初老の男性が深々と頭を垂れた。


「お父さん、身体は大丈夫なの!?」


意外にも、自分の口から最初に出た言葉はお父さんを心配するものだった。


「あまり大丈夫じゃないけど、毎年恒例のダンスパーティーに出席しないわけにはいかないからね。でももう病院に帰らなくてはいけない。ジェットを待たせているからね」


「ジェットって……？」


「プライベートジェット機でございます」


さっき紹介してもらった、お父さんの執事の斎藤さんが教えてくれた。


って、プライベートジェットで飛んできたの!?


そんでイギリスにとんぼ返り～!!??


「あまり大丈夫じゃないって……」


「これから手術なんだよ。でもきっとよくなるから。ひなちゃんは心配しないで郁夜くんの言うことをちゃ～んと聞いて、いい子にしているんだよ」


ちょっと～、いい子って……。


こんなときにまで子供扱いしないでよね。


「手術、頑張って」


なんの病気なの？　次はいつ会えるの？


聞きたいのに、言葉が出てこない。


かろうじて言えたのはそれだけ…。


お父さんはいつもと変わらない笑顔で頷いた。


机に両肘をついて、顔の前で手を組んでいる。


その手が小刻みに震えているのが見えた。


……辛いんだ。


こんな身体でイギリスから飛んできてまで……。


そんなにこの学園が──久條財閥が大切なんだね。


お父さんの【本気】を初めて見た気がした。


でも、仕事より身体を大切にして欲しいよ。


だって私の唯一の家族だもん。


お父さんの身体は今どうなっているの？


こんなに、手も肩も震わせて……。


痛みを堪えてるんでしょ？


どうしてそこまでして……。


口に出せないでいる言葉が、胸に詰まって痛い。


「お父さん、夏休み中私も一緒にイギリスに行きたい！


なにもできないかもしれないけど、側にいて看病したいよ。お医者さんともお話ししたい！　お父さんの病気と今の状態をちゃんと知りたいの！」


医療スタッフとか、お世話をしてくれる人はたくさんいるとは思うけど、せめて側にいて親孝行したい。


お父さんに残された時間があとどのくらいあるかわからないけど、それをしっかり受け止めたい。


だから……。


私の素直な訴えを聞いて、お父さんは優しく微笑んだ。


「郁夜くん、やはり君は素晴らしい執事だ。ひなちゃんがこんなに感情を出してくれるなんて！」


「もったいないお言葉でございます、理事長」


お父さんの言葉に、郁夜は深々と頭を下げる。


そしてお父さんは私のほうに向き直った。


「ひなちゃん、ありがとう。でも大丈夫だよ。その気持ちだけで十分だ」


そんなっ！


「だって！　お父さんが死んじゃったら、私ひとりぼっちになっちゃうもん！　少しでも一緒にいたいよ！」


涙が溢れてきた。


「ひなちゃん!?　泣いてるの!?……いや～、お父さんは死んだりしないよ。チョチョッと手術して、夏休み明けには治って帰ってこられるってお医者さんにも言われてるしね」


「そんな強がり言って私を安心させようなんてしないで！　もう子供じゃないんだから！」


感情が抑えられない。


「ひなちゃん！　そこまでお父さんのことをっ！」


こんな場面なのに、お父さんは目を潤ませてちょっとはしゃいじゃってる。


なんなの!?


ついに頭までアレなのかしら……。


「大丈夫大丈夫！　お父さんの病気、外がい痔じ核かくだから」


ニッと笑ってウインクするお父さん。


はぁ？　なにそのテンション。


そんで、【ガイジカク】ってなに!?


ものすごく重い病気みたいな響きだけど！


ドキドキ胸が鳴る。


知りたいけど、知りたくない。


お父さんの病名……。


そんな私に、斎藤さんは言った。


「一般的に言うと……いぼぢでございます」





──いぼぢでございます……





──────いぼぢでございます……





────────いぼぢでございます……








はぁ～～～～～!?








「いぼ……ぢ…？」


なにそれ！　てっきり、癌がんだとばかり……！


いや、これも私を心配させないためについてる噓かも！


「だっ、だって、あんなに痛そうにしてたしっ！　今だって、こんなに身体を震わせて……!!　そんなミエミエの噓つかないでよ！」


そう言い放ったとたんにお父さんは険しい顔になった。


「ひなちゃん、ぢをナメたらいかんぜよ！」


……。


それはどこで覚えた!?


「ものすごくものすごくものすご～く、お尻が痛いんだよー!!　今だって、痛くて座れないから空気椅子だもん」


だもんじゃない！


なに言ってんのこの親父!?


理事長席の側面に走り寄ったら……。


立派な椅子には座らず、みごとに情けない格好で空気椅子をしていた……。


だからプルプル震えていたんだ……。


うそ────ん!!!!


なんてっ……なんてマヌケなの!!??


「というわけで、お父さんは夏休みが終わる頃には完治させて退院する予定なんだよ。そこでだ！」


空気椅子がいよいよ辛くなったのか、お父さんは普通に立ち上がって私を見据えた。


おおっ！　なんか貫かん禄ろくある。


お父さんのくせにっ。


「１週間、イル・ソール学園に通ってもらったけれど、お父さんが退院すれば今まで通りひなちゃんを守ってあげられる。だから東ひがし丘おか高校に戻って今までの生活を送ることもできるんだよ。家は変わっちゃうけど」


えっ!?　今までの生活に戻れるの!?


でも、ってことは、イル・ソール学園とも、飛鳥とも凰星とも煌星ともお別れ？


そして、郁夜とも……。


ギュッと胸が痛くなった。


１週間前まで、東丘高校に戻りたいって思ってたはずなのに。


「でもね、お父さんはひなちゃんにまだ言っていないことがあって……」


なに？　ここまで来たらもう驚かないからね。


「お父さんが入院してこういう事態にならなくても、ひなちゃんが16歳になったら【久條ひな】として、イル・ソール学園でお嬢様修行をするっていう約束があったんだ。もとからね」


「約束？　誰と？」


お嬢様修行とか意味わかんないし。


お父さんは少しためらうように口をつぐんだ。


少しの沈黙が流れたあと、決意したように私を真っ直ぐ見据えた。


「お父さんのお母さん。つまり、ひなちゃんのおばあちゃんだ」


「えええええ───!!??」


思わず驚いちゃった！


だって、おばあちゃんがいたなんて！


会いたい！　私の家族はお父さんだけじゃなかったんだ！


泣きそうに嬉しい事実！


「おばあちゃんがいたの!?　会いたい！」


多分私、今最高に目がキラキラしてると思う。


でも、なぜかお父さんの表情は曇っていた。


「ああ、ひなちゃん、確かにおばあちゃんだ。でもあのおばあちゃんはちょっと、いや、かなり強烈というか……。とにかく世間一般の【おばあちゃん】を、遥はるかに超越しているんだよ……」


苦笑いのお父さん。超越って……。


『コンピューターおばあちゃん』くらいキテるわけ？


大げさなんだって～。


さっきの病名にしたってさー。ぶつぶつ。


「正直、お父さんはオススメできない。久條を名乗ることがどういうことか、そしてどれだけ多くの困難が待ち受けているか、想像しただけでひなちゃんがかわいそうで！」


胸元からハンカチを出して、額の汗を拭きだした。


「でも真神として生きていくのなら、お父さんはひなちゃんともう会えなくなってしまう……。そういう約束なんだ」


涙目のお父さんに、斎藤さんがそっと寄ってきた。


「理事長、もうそろそろお時間が」


「おお！　そうか。もう行かねば」


お父さんはソロソロとゆっくりこっちに歩いてきて、私を優しく抱きしめた。


こんなこと今までだったら絶対拒絶していた。


でも、ここ１週間でお父さんへの気持ちがめまぐるしく変わったのと、もしかしたら今まで私は大切にしてもらってたのかもしれないって少し気づいたからかもしれない。


複雑な感情だったけど、すんなりお父さんのハグを受け入れてた。


じんわりと心が温かくなってくる、不思議なハグ。


お父さんはゆっくり身体を離して、私を真っ直ぐ見た。


「夏休みが終わる少し前に帰ってくるからね。それまでによく考えて、決めるんだよ。真神ひなとして生きるか、久條ひなとして生きるか……」


「……うん」


ありえないカミングアウトが続いて、今は頭が混乱してる。


なにも考えられなくて、そう言って頷くのが精一杯だった。


「ではひな様、まいりましょう」


後ろから優しく響いた郁夜の声に頷いて、扉のほうへ向かった。


「おっと郁夜くん、ちょっと待ちたまえ」


お父さんの言葉に郁夜は振り向いた。


「ひな様、すぐまいりますのでＡクラスのサロンでお待ちください」


「わかった。じゃあ」


なにー？　男同士の話？


二人とも、余計なこと言わないでよ!?


仕方なく私は理事長室から出た。


理事長室の扉を閉めて、Ａクラスに向かおうとして気づいた。


はて。どうやって行くんだろ？


郁夜のあとをついてきたから、ここまでどうやって来たかもわからないし。


しょうがないから郁夜に聞こうと思って、理事長室の扉をそーっと開けた。


あれっ？　誰もいない。


さっきまで、理事長席にお父さんがいて、その横に斎藤さん、そして郁夜もいたのに。


「理事長、お荷物はこちらですべてでございますか？」


「ああ。もう出発の時間だな」


隣の部屋から聞こえてきたのは、斎藤さんとお父さんの声だった。


「じゃあ郁夜くん、ひなをよろしく頼むよ。キミは実に優秀だ。キミに頼んでよかったよ。ひなも懐いているようだし」


「光栄でございます」


同じく隣の部屋から聞こえてきた郁夜の声は、いつもより落ち着いていて、妙に胸がざわつく。


盗み聞きするなんていけないってわかってるけど、この場から動けなかった。


それは、私の知らないお父さんと郁夜。


怖い。でも、動けない。


「でも、郁夜くん。わかってるね？」


「承知しております。わたくしは執事。職務を全うするのみでございます」


──え……？


──ショクム　ヲ　マットウ　スルノミ──…………


それは、一番聞きたくなかった郁夜の言葉だった。


全身に冷水を浴びせられたような感覚に陥った。


両足がガクガクする。


咄嗟に理事長室から飛び出した。


ドレスの裾が邪魔で転びそうになりながら、もつれる足を懸命に動かして走った。


遠くへ。とにかく遠くへ！


息をするのを忘れるくらい、無我夢中で走った。












お嬢様は見た！




気がついたら体育館の近くにいた。


ここからならＡクラスまで行ける。


慣れないパンプスで痛くなった足を引きずって、とりあえずＡクラスに向かった。


あそこだったら椅子がたくさんあるし。今はとにかく落ち着きたい。


Ａクラスの前でIDカードをかざすと、短い認証音と共にロックが解除された。


いつもは賑にぎやかなサロンも、今は誰もいなくてひっそりしている。


適当な椅子に座ってパンプスを脱いだ。


こうやって一人でいるのって、久しぶり。


いつも側に郁夜がいたから……。


１週間前までは、一人でいるのが当たり前だったのにな。


じわっと涙が溢れてきた。


『職務を全うするのみ』


そう言った郁夜の声が胸に突き刺さってる。


ちょっと期待してた私がいけないんだ。


やっぱり、全部仕事だったんだね。


これって失恋ってやつ？


好きな気持ちが大きい程、失恋も辛くて痛いってよく聞くけど、本当だったんだ。


一人で泣くのは得意だったのに、なんでこんなに辛くて寂しいんだろう。


恋は、人を弱くしてしまうんだ……。


それなら、もう恋なんてしない。


ぐっと唇を嚙みしめた。


──カチャッ。


突然、サロンの扉のロックが解除される音が響いた。


誰かが外からIDカードをかざしたんだ！


郁夜？


「てゆーかさ、あいつマジでなんなの？」


煌星の声？


「マジでありえないんだけど。ねぇ、蓮れん、あいつのこと調べてよ」


これは凰星の声！　結城くんもいるの!?


反射的に、私はテーブルの下に隠れた。


だって、こんな涙でぐちょぐちょの顔見られたくないし！


でもちょっと後悔。これじゃまた盗み聞きだよー。


偶然とはいえ、まるで家政婦は見た！もとい、お嬢様は見た！状態……。


ものすごく気まずい。


テーブルには厚手の豪華なテーブルクロスが床までかかってるから、外からは見えないはずだけど……。


でもやっぱり気まずいって。


早くどっかに行ってくれないかなぁ……。


「イギリスの執事養成学校でも調べさせたらどうだ？　Ａ級執事は珍しいからな。すぐ情報が出てくるさ」


もしかして、郁夜の話!?


「そんなのもう調べたよ。でもなにも出てこない。　親も、兄弟も、出身地も。執事の名家【藤堂】ってだけ」


「そんだけ情報が出てこないって、逆に怪しくない？」


うわっ！


いけないと思いつつも、ついつい耳がダンボになっちゃう。


確かに、郁夜って何者なんだろう。


お父さんが選んだっぽいことしか知らない。


郁夜がなにを考えているのかまったくわからない。


「確かに。誰かが意図的に隠してるようにも思えるが。藤堂郁夜ねぇ……」


「蓮ならハッキングくらい簡単だろ？」


「あの執事は信用できないんだ。ひなを守らなきゃ！」


煌星、凰星……。私のために？


二人が信用できないって思う程、郁夜は怪しいの？


「まぁ、いいだろう。面白そうだ。それはそうと、お前たちがそこまで入れ込むのは珍しいな」


「ひなは今まで周りにいた奴らとは違うんだよね」


「そう。裏表がないっていうか、損得勘定なんてまるでなくて。だから信じられるんだよね」


二人の言葉に、結城くんがフッて鼻で笑うのが聞こえた。


「信じられるねぇ」


「まぁ、蓮には無理だと思うけど～」


「でも信じるって案外いいもんだよ。相手を選べばねぇ～」


確か、煌星が言ってたな。


ここの人たちは、自分に利益のある人としかつるまないって。結城くんは特にそうだって。


どうしてだろう。


なにがそうさせてしまってるんだろう。


「じゃあね、蓮。なんかわかったら連絡してよね」


「夏休み中暇だったら庶民ごっこしようよ。バイバ～イ」


ガチャッという音と共に、双子の声と足音が消えた。


帰ったんだ。よかった～。


あとは結城くんも帰ってくれればここから出られるのに。


あー。腰が痛くなってきたよー。


早く帰って──！


郁夜も来たら、めんどくさいことになっちゃう！


「そろそろ出てきたらどうだ？」


……へっ？


結城くんの声に、身体に緊張が走った。


まさか…。いや、まさかね。


「かくれんぼはそんなに得意じゃないみたいだな、真神ひなさん」


ぎゃあ！　バレてる!!


恐る恐るテーブルクロスをめくって外を見たら……。


目の前の椅子に座って、腕と足を組んでじっとこっちを見ている結城くんがいた！


うわぁー。気まずい。


「えへへ」


もう笑うしかない。


しょうがないからテーブルの下から這はい出でた。


「ごめんなさい。三人の声が聞こえて、咄嗟に隠れちゃったの」


正直に言うしかないや。


結城くんは、相変わらずクールな瞳で私を見ている。


軽蔑されちゃったかな？


それより、今一番一緒にいたくない人なんだけどな。困ったなぁ。


「ふーん。まぁ、いいさ。それより、やはりあの執事はキミにはふさわしくないようだ」


そう言い、結城くんは私の顔に手を伸ばしてきた。


長身の結城くんに似合う、綺麗な長い指。


その指で、私の頰に触れた。


「……っ！」


直感的に怖くて、思わず身体が強張った。


「フフ。そんなに怯おびえなくても。あの双子と違って、俺はそんなに欲求不満じゃないんでね」


そして、私の頰を親指で優しく撫なでた。


結城くんの威圧感に、言葉が出ない。


「この涙の跡……。　あの執事のせいだろ？」


「えっ？」


意外な言葉に、軽く混乱を覚えた。


「違、うよ……」


声を振り絞って、かろうじて否定した。


これ以上詮索されたらマズイ。


「ふーん」


無機質な結城くんの声。


次の瞬間。


───チュッ……。


「!!??」


気がついたら、結城くんの綺麗な顔がすぐ側にあった。


なになに!?　頰にキス、された……？


「涙の味がするが……？」


私の顔のすぐ側で、楽しそうに結城くんが囁いた。


ドキッ！


なぜか、一瞬胸が高鳴った。


郁夜みたいだったから。


いや、違う。郁夜はもっと、もっと温かい。


そう思ったら、とたんに胸が痛くなった。


自分の心がコントロールできなくて怖いよ……。


「まぁ、ここまでするということは、彼にはなにか狙いがあると思うがな」


その言葉が終わらないうちに、結城くんは私の胸元に手をかけた。


そのまま、一気にドレスを下げる。


「ちょっと！」


私の胸元が露わになって……。


結城くんは胸のキスマークを見て、私と目を合わせた。


私の反応を楽しんでるみたいで、言葉が出ない。


結城くんのなにを考えているかわからない笑顔は、見とれそうなくらい綺麗なんだけど、目が笑ってない。


「これを藤堂郁夜がつけたのなら、大問題だ。俺がつけるよりもね」


結城くんは大きく開いた私の胸へと唇を運んだ。


キスマークがついていないほうの胸に、唇をつける。


ピクッと身体が反応して、同時に金縛りが解けたかのように我に返った。


「やめて!!!!」


ドン!!と、力いっぱい結城くんを押しのけた。


このくらいの力じゃ全然動かなかったけど、ゆっくりと唇を離した。そこには、なんの跡もない。


──よかった。


結城くんは微笑を浮かべてさっきの椅子に座った。


床に座ったまま、慌てて胸元を直す私の様子をじっと見ている。


「擬似恋愛にしろ、重症だな。キミは家を継ぐのか？　継がないとしても、自分の行動が会社にどんな悪影響を与えるか、考えて行動したほうがいいと思うが」


結城くんが冷たく言ったその言葉の意味がわからなかった。


「どういうこと？」


会社を継ぐなんて考えもしなかった。


このままお嬢様を続けるか、今までの庶民の生活に戻るか、今はまだ迷ってる段階だし。


「まぁ、キミはつい最近までそういうことに縁がない生活をしていたから無理もない。会社を継ぐなら、何百、何千という従業員とその家族の生活を背負うことになる。会社が潰れればみんな路頭に迷うからな。そんなトップが、執事に恋をしてどうする。使用人との恋など恥でしかない。従業員の士気が下がるばかりか、取引先にもナメられることになる。会社にとって悪影響を及ぼすことになるんだ」


人の上に立つということの責任の重さ。


自分の行動が与える影響……。


そんなこと、考えたこともなかった。


「会社を継がないなら、失礼だが、家にとって女性は駒でしかない。結婚はいわば大きな商談だ」


「政略結婚ってこと？」


そんな話、まるでドラマの世界のようで実感が湧かない。


でも、結城くんは小さく頷いた。


「商談の武器になる娘が、執事に恋をするなど許されるはずがない。どちらにしても、経営者の娘に生まれたからには、会社経営と切っても切り離せない運命だ。自分の行動一つに家族や従業員の生活がかかってることだってある。少しは自覚したらどうだ。特に、Ａクラスなんだから」


「Ａクラスだからって？」


結城くんは無表情で椅子に座り直した。


私も、おずおずとすぐ横の椅子に座る。


Ａクラスになにか意味があるの？


「なにも聞いていないんだな。この学園のクラス分けは、富の多さ、優秀さ、お嬢様や御曹司の資質などで生徒を評価して、Ａクラスから評価順になっている。つまり、Ａクラスが一番ランクが高いってこと」


そうなの!?


そんなふうに評価されて、クラス分けされていたなんて。


平等じゃないことに違和感を覚えた。


「だからＡクラスにいる奴らは、ほぼ全員大財閥の跡取りだ。男子はね。今このクラスにいる女子は、親の会社にとって都合のいい婿探しが目的だ。もっとランクの高いお嬢様は、イギリスに留学中だからな」


前に、結城くんが言ってた言葉をふと思い出した。


『ここに来てる目的は人それぞれだけど、教科書上の勉強が必要な人はあまりいないんだよ』


そういうことだったんだ。


今までの生活や考え方とはまるで違う世界に、頭の中がぐちゃぐちゃだった。


そんな私に、結城くんはさらに続ける。


「あの双子が悪さをしてもなんのお咎とがめもない理由を教えようか」


少し瞳を閉じて、フッと笑った。


私の返事を待つまでもなく、口を開く。


「婿探し中のお嬢様にとっては、関係を持つことは喜ばしいことなんだよ。本人にとっても、親にとっても。世界的な御曹司に抱かれることはステータスになるしね」


「そんな！」


そんな、自分の身体を売るようなこと……！


「親に勧められているんだ。あそこの御曹司と恋仲になりなさい、とね」


信じられない話に愕然とした。


「親が娘を利用するなんて！　しかもそんなの恋なんかじゃないよ」


「恋ができるなんて、稀まれなことなんだよ。すべては生まれたときから決められている。そういう世界なんだ」


メガネの奥の冷めた瞳。


結城くんは……いや、凰星も煌星も飛鳥も、ずっとこの世界で生きてきたんだ。


私は？　私はこの世界で生きていけるの？


沈黙が続く中、窓から夕日が差し込んできた。


やけに大きくて真っ赤な夕日。


周りの雲を真っ赤に染めながら、私たちをも染めていく。


そんな中、執事室の扉が開いて足音が近づいてきた。


「蓮様、もうそろそろお時間でございます」


結城くんの執事の桜さくら庭ばさん、隣の執事室にいたんだ。全然気づかなかった。


「ああ。このあとは会議だったな」


「左様でございます」


結城くんは、桜庭さんも信じてないのかな。


「じゃあ、また夏休み明けに」


そう言って、結城くんは踵きびすを返した。


桜庭さんもあとに続く。


「うん、またね」


夏休み明け。


私は住む世界が変わってるかもしれない。


もしかしたら、結城くんに会うのはこれで最後かもしれないね。


そう思ったら。


「結城くん！」


私は咄嗟に叫んでいた。


結城くんは、小さい頃から周りに評価されて、そして周りを評価するよう言われて育ってきたんだね。


庶民の私には理解できない感覚。


でも、逆に結城くんには私みたいな庶民の感覚は理解できないんだと思う。


それはどっちが悪いとかじゃなくて。


きっと環境なんだよね。


そうやって育ってきた。ただそれだけ。


私も、結城くんも。


だからどっちがいいとか悪いとかってわけじゃないと思うんだ。


だから。


扉の前で、振り返らずに立ち止まった結城くんに向かって、私は声を振り絞った。


「私は、結城くんのことも自分のことも評価しないよ。結城くんの心からの笑顔が見たいから。友達になりたいって思うから……」


きっと結城くんは会社や従業員の生活を背負って生きていくために、いつも重大な選択をして、自分も他人も評価して、そして評価されてきたんだと思う。


でも。


【友達】にはそんなことしなくていいんだよ。


だって友達だもん。


もしかしたら結城くんにはプライベートなんかないのかもしれないけど、なんにも考えずにただ笑って、ときには一緒に怒ったり泣いたり、感動したり感謝したりできる普通の友達が、一人でもいたらとっても気持ちが楽になると思うから。


結城くんのような人にこそ、そんななにも考えないで笑い合えるような友達がいたら。


きっと、もっと素敵な結城くんの笑顔が見られると思うんだ。


そしてそれは人生の財産になると思うから。


私が早織や飛鳥や凰星、煌星からたくさんの心からの笑顔を貰もらっているように。


私も結城くんと、心から笑い合いたい。


そう思ったんだ。


結城くんは……。


立ち止まったまま、少しの間動かなかったけど、そのまま振り向かずに扉の向こうに消えていった。


生意気なこと、言っちゃったかな。


私は結城くんのことなにも知らないし、結城くんを取り巻く環境なんてわかってもいない。


しかも、もう会えないかもしれないのに。


でも、もし私がもうここに来ない選択をしたとしても、私の気持ちはきっと変わらないよ。


生活するフィールドが違っても、私はいつも結城くんを評価しないし、いつかまた会えたとしたら友達になりたいって思う。


結城くんが出ていった扉を見つめていたら、扉を開けていた執事の桜庭さんが私を見た。


目が合った瞬間、桜庭さんはふわっと優しく笑った。


その笑顔が、私の胸に染み渡る。


私が今まで見た桜庭さんの笑顔からは想像できないくらい、温かい笑顔だった。


一瞬の笑顔のあと、桜庭さんは深々と一礼して結城くんのあとを追ってサロンから出ていった。


それと入れ違いに、


「ひなお嬢様！」


郁夜が入ってきた。


「大変お待たせいたしました」


いつもと変わらない、完璧な執事姿の郁夜。


「大丈夫だよ」


椅子から立ち上がって、目の前まで来た郁夜に笑ってみせた。


ここに来るのも、これで最後かもしれない。


いや、またみんなでお茶するかもしれない。


どうするんだろう。


自分の運命の選択なのに、まるで他ひ人と事ごとのように感じる。


豪華なテーブルの感触を味わうように、クロスをそっと触る。


「お疲れになったでしょう？　さぁ、帰りましょう」


郁夜が優しく手を差し出してきた。


機械的に、その手を取る。


あぁ、私、無責任だなぁ。


結城くんにあんなこと言ったのに、きっと今の私は結城くんと同じ目をしてる。


結城くんの気持ちが少しわかったかもしれない。


決して心の隙間に入り込まれないように、ブロックする気持ち。


どうしてだろう。きっと、傷つくのが嫌だから。


臆病者なのかもしれない。


でも、少なくともこの好きって気持ちは、郁夜に迷惑がかかる。仕事の妨げになるし。


郁夜を好きな気持ちを隠したまま、これから先ずっと【お嬢様と執事】として生活できる？


郁夜に彼女ができたりするのを、一番近くで見ることになっても？


嫉妬しないで、傷つかないでいられる？


それならいっそ、郁夜への気持ちを忘れたい。


でも、毎日こんな側にいるのに、忘れられるわけがない。


それなら、いっそ……。


郁夜にエスコートされて車に乗る頃には、私の気持ちは少し整理がついていた。





「結城蓮に変なことされなかったか？」


部屋で夕食の配膳をしながら、突然郁夜が口を開いた。


「うん。大丈夫」


めんどくさいから、サロンでのことは言わなくていいよね。


「ねぇ、結城くんって何者？」


本当は郁夜に、あんた何者!?って聞きたいくらいなんだけど。


「結城蓮は、世界的な最新バイオテクノロジーとIT関係の会社経営者の息子。といっても、息子だからといって無条件で継げるわけではないけど、優秀さから跡取り候補になってる秀才」


そうなんだ。そんなすごい会社の。


「じゃあ、クラス委員長なんてお手の物なんだね」


「いや。クラス委員長は、クラスの選挙で決まるから。別に本人がやりたくてやってるわけじゃないと思うけど」


「選挙!?　総選挙!!??」


つい身を乗り出した私に、郁夜はいつものように意地悪な笑顔を向けた。


「オマエ、じゃんけん大会も想像しただろ？」


うっ。思考を読まれてる。


学園から家までの車内でも、部屋に戻ってきてからも、ドレスから部屋着に着替えたときも、私と郁夜はいつもと同じだった。


郁夜はいつものように、私の心に気づいているのかな？


でも、私が郁夜の気持ちを盗み聞きしちゃったことは気づいていないよね。


そして、心がこんなに痛いことも。


でも、私はそれを隠していつも通り郁夜と接してるつもり。


「旦那様の病気が大したことなくてよかったじゃん」


次々と美味しそうな料理を並べながら私の顔を覗く郁夜に、やっぱり胸が痛む。


でも、絶対顔に出したりするもんか。


「ほんとによかった。てっきり命に関わる病気だと思ってたからびっくり！　まったく、大げさなんだよ。郁夜は知ってたの？」


「……さぁ、どうでしょう」


うわっ！　ズルイ！


こういうときだけ執事モードでにっこり微笑むのとか反則！


「でも本人にしたら相当辛いらしいからな」


その言葉に、顔を見合わせて二人で大爆笑してしまった。


「あのマヌケな空気椅子！　やっぱりお父さんだわー！」


いや、とっても痛くて辛いんだろうから決して笑ってはいけないとは思うんだけど。


もうお父さんが死んじゃうのを覚悟していたから、いい意味で拍子抜けしたというか、安心したというか。


張り詰めていた緊張が解けて、笑いとなって思いっきり心から放出された。


ちゃんと心から笑えてる。


それにしても本当に濃い１週間だった。












夏休み！




一夜明けて、今日からいよいよ夏休み！


……と言いたいところだけど、実はダンスパーティー翌日から３日間、私は学園に強制連行された。


「１週間って言ったろ？　補習だよ。英語と数学とフランス語」


まじ!?　ここまで来て鬼すぎる！


泣く泣く制服を着て、３日間先生とマンツーマンで勉強した。でも楽しいサプライズもあったんだ。


３日目、最後の補習の授業が終わったあと、凰星と煌星が突然学園まで迎えにきた。


三人（と、郁夜と佐伯さん）で、懐かしのティンカーベルへ！


双子的に価格破壊なアイスを三人で美味しく食べた。


ティンカーベルのエイジくんはお休みで。


この制服姿の私を見たら、さぞかしびっくりしてただろうからよかった。


だって、また東丘高校の制服でここに来ることになるかもしれないしね。


夏休みだからか、意外と東丘高校の友達には会わなかった。


まぁ、ほとんど車移動だったし。


それにしても双子のリムジンがすごかったの！


広さと快適さにびっくり！


それから紹介するって約束通り、早織も呼んで四人でわいわい楽しんだ。


もう早織はデレデレでふにゃふにゃだった。


相変わらずの早織が懐かしくて。


お坊ちゃまの世界に住む双子と、普通の生活をしている早織。そしてどっちかで悩む私。


その四人が仲良く楽しく同じ時間を過ごしていることがとても嬉しくて、不思議だった。


住む世界が違うと価値観も生活も違うのは当然だけど、それでもこうやってお互いが心を開けば友達になれる。


だから、私はどっちでもいい気がしてきた。


私が真神でも、久條でも、私の大切な友達はきっと態度を変えたりしない。そう思えた。


あとは、私の環境がどう変わるか。


お父さんのこと、まだ会ったことのないおばあちゃんのこと。


夏休みは始まったばかり。


じっくり考えよう。


そんな夏休みの始まりだった。





双子のリムジンで早織を家まで送ったら、周辺は大騒動！


そりゃそうだよね。


こんなピカピカ黒塗りのリムジンから、（見た目だけ）王子様な双子が手を振ってるんだもん。


私だって、普通の生活をしていたらきっとびっくりしてたよ。


早織は終始ポーッとしてたけど、大満足してもらえたみたいでよかった。


そして私もマンションの近くでリムジンから降りて、郁夜が運転する車に乗り換えようとした。


そのとき、


「真神？」


ふいに声をかけられて。


その懐かしい声に振り向いたら、そこには早はや坂さかくんがいた！


部活帰りなのか、相変わらず小麦色に日焼けした顔にサッカーの練習着姿で、茫ぼう然ぜんと立っている。


「早坂くん、久しぶり！」


「真神、その格好……」


そうだ！


学校が決まって落ち着いたら連絡してって、なにやら紙をくれたけど、郁夜に没収されたんだった！


早坂くんに悪いことしたなぁ。


謝ろうとしたそのとき、


「ひな～!!　友達？」


「また連絡するから～。今度僕たちの別荘に行こうよ！」


後ろを見ると、双子がリムジンから顔を出してバイバイと手を振ってる。


「ひなお嬢様、早くお車へ」


横を見れば、郁夜が車から降りて待ってる。


うわ──。マンション近くの路地で、とんでもなくめんどくさい状況になってる。


「うん、じゃあ、またね！　早坂くんも、またね！　はいはい、今乗ります」


我ながら八方美人な身の振り方……。


一度にみんなに返事して、さっさと郁夜が待つ車に乗り込んだ。


あー、早坂くんにちゃんと話したかったけど。


双子が失礼なこと言ったら申し訳ないし、郁夜がまた意地悪しても悪いし。


早坂くん、ごめんね！





その後も、私は夏休みを楽しんだ。


早織と遊んだり、凰星と煌星と飛鳥とご飯食べに行ったり。


あっという間の３週間。


もうそろそろ、答えを出さなきゃいけない。


郁夜も美里さんも、そのことに関してはなにも言ってこなかった。


きっと、気を使って今は夏休みを楽しませてくれているのかな。


結城くんの話を聞いて感じたこと。


お父さんのこと。


おばあちゃんのこと。


久條を名乗るということ。


真神で生きること。


そして、郁夜のこと。


もうそろそろ、少しずつ考えよう。
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お嬢様と普通の女の子




「ひな、明後日、旦那様が帰国するそうだ」


真夏の昼下がり、ほどよくクーラーが効いた自分の部屋で、ついにその報告を受けた。


「手術、無事終わったんだね」


郁夜が持ってきてくれた抹茶のパフェをつつきながら聞いた。


これ、美味しすぎ！


「ああ。経過も順調らしい」


「明後日かぁー」


冷えきった口の中を温めながら、頰ほお杖づえをつく。


明後日お父さんが帰ってきたら、数日後には学校が始まる。


私はどっちの制服を着るか、まだ決めていない。


なんせ、昔から追い込まれないと本気出せない子なんで。えへへ。


「ねぇ、郁夜。お父さんのお母さん……っていうか、おばあちゃんって、どんな人？　会えたりしないのかな？」


お父さんがちょっと敬遠してるようだったおばあちゃん。


おばあちゃんって、大体孫には優しいはず！


どんなおばあちゃんなんだろう。


会ってみたいなぁ。


「俺もまだちゃんと会ったことはない。わかるのは、久條財閥の会長ってことだけだ。オマエが久條を選ぶなら、嫌でも向こうからやってくるさ」


そっか。


「ねぇ郁夜、お父さんはなにを望んでるんだろう」


とうとうこの件に関しての沈黙を破る。


郁夜は少し考えるような顔をした。


「一番は、オマエの幸せだろうな」


「私の幸せ？」


「そう。オマエにとっての幸せ。幸せの形は人それぞれだ。オマエが一番幸せと感じる選択をして欲しいんだろうさ」


だから、選ばせてくれたんだ。


「私が真神を選んだら、どう変わるの？」


少しの沈黙が流れた。


「東丘高校に通って、以前のような生活に戻る。ただし、旦那様にはほとんど会えなくなるだろうな。旦那様からの援助はもちろんある。20歳までは。ただ、そのあとは一人で生きることになる。自由だけどな」


自由か……。


「じゃあ、久條を選んだら？」


「イル・ソールでみっちりお嬢様修行だろうな。久條光こう太た郎ろうの娘として生きることになる」


うーん。


「それって、大変？」


「正直大変だと思う。でも、俺がいるからな。安心しろよ」


ニヤッと、ドヤ顔の郁夜。


それを見ると胸がキュンと痛くなる。


仕事……だもんね。でも、仕方ないよね。


それがお嬢様と執事。


「悩んでるのか？」


郁夜が私を覗き込む。


茶色の瞳と長いまつ毛が、いつにも増して綺麗で。


夏休みに入ってからは毎日バタバタしていて、こんなにゆっくり郁夜と過ごすのは久しぶりだった。


「ちょっとね」


ついつい弱気発言が漏れた私の頰に、郁夜の手の温もりが伝わってきた。


「オマエは逃げないよ。俺がついてる」


その真っ直ぐな瞳に、その声に、ドクンと胸が高鳴る。


なんでドキドキしちゃうんだろう。悔しい。


思わず目を伏せてしまった。


「一人で悩むなよ」


郁夜の真っ直ぐな瞳は、とても直視できない。


すべて呑み込まれてしまいそうで。


気持ちが抑えきれなくなりそうで。


「うん。わかった。ありがとう」


郁夜に笑顔を向けた。


私はいつから、心とは裏腹に笑えるようになったんだろう。


郁夜は表情を変えずに、テーブルの上を片付けて部屋から出ていった。


本当に、真剣に考えなきゃ。


ダンスパーティーのあと、結城くんが言っていた言葉を思い出してみた。


久條を選んだとしたら、少なくとも色んな責任がついて回るってことだよね。


結城くんも、飛鳥も、凰星も煌星も普通と思って暮らしているその世界。


私に馴な染じめるのかな。


正直、自由な庶民生活が懐かしい。


自由なようで、自由じゃないお嬢様。


いつも評価されて、評価して。


たくさんの責任を背負って、それでも気丈に微笑まなくてはいけない。心が笑っていなかったとしても。


それに比べて、お金がなくて不便だったけど、自由だった庶民生活。


好きに遊んで、友達と心から笑って、進路もなにもかも、頑張れば無限に選択肢があった。


ここに来て、お父さんが私に庶民生活をさせていた理由がわかったような気がする。


本当だ。郁夜や美里さんが言っていたように、これはお父さんの【愛】だったんだね。


だからこそ、久條を選ばないことは逃げなのかもしれない。


お父さんの子供に生まれたからには、久條を背負うべきなのかもしれない。それなのに、お父さんは最後の選択権まで与えてくれているんだ。


私はとんでもなくお父さんに愛されている。


ようやく気づいて、涙が溢れた。


これからは少しでも親孝行したいよ。


私を隔離したいから庶民生活をさせてたなんて、ひどいこと思ってごめんね。


久條を選べば、これからはずっと、堂々とお父さんと一緒にいられるんだと思う。


でも……私が真神を選んでお嬢様じゃなくなれば、郁夜とは【お嬢様と執事】の関係じゃなくなる。


それなら、私の思いを郁夜に伝えることもできる。


そう思ってたのに。


『職務を全うするのみでございます』


あのときの郁夜の言葉が脳裏から離れない。


私がお嬢様じゃなくなったら、郁夜は新しい主を求めていなくなってしまうってことだよね。


図らずも盗み聞きしてしまったあの言葉で、私がお嬢様だからこそ、郁夜は一緒にいてくれるってことを知ってしまった。だから、郁夜とこれからも一緒にいるためには、お嬢様であり続けるしかない。


でも、本当にそれでいいの!?


この気持ちを隠したまま、郁夜の笑顔や優しい言葉にドキドキしちゃうのに、これからも一緒にいられる!?


それって、ものすごく辛い。


郁夜は私をかわいくしてくれるけど、決して王子様ではないんだ。


シンデレラにしてもらえても、郁夜は魔法使いでしかない。


王子様並みのルックスの、魔法使い。


そして郁夜のあの言葉で、魔法は解けちゃった……。


私は恋から目覚めて、現実の王子様を見つけなくてはいけないんだ。


おばあちゃんやお父さんや、お城で働くみんなのためにも……。


傍らにはいつも郁夜がいて、かわいくなれる魔法をかけてくれる。でもそれは、郁夜のためじゃなくて王子様のため。


郁夜のためにかわいくなれるわけじゃない……。


──ダメだ。私にはできない。


お父さん、ごめんなさい。


私は自分が思っている以上に、郁夜のことが好きみたい。


こんな気持ちを抱えたままお嬢様なんてできないや。


でも、お父さんに親孝行したい。


自分の運命からも逃げたくない。


どんなに辛い道でも。


だから。


──……決めた。












決断




２日経たって、ついにその日が来た。


朝から妙に落ち着いている。


──トントン。


このノックの音は郁夜だってわかってしまう自分にも、もう動揺しなくなった。


「どうぞ」


そっとドアを開けて入ってきたのは、いつもと変わらない郁夜で。


それを見たとたん、思いがけず泣きそうになる。


あ～、ダメだな。決心したのに。


今日が、郁夜と会う最後だって……。


「あと少しで旦那様が到着する。準備はできてるか？」


いつものハーブティーをそっとテーブルに置いた郁夜の口調が優しくて、言葉に詰まる。


「うん」


なんとか返事をして少し笑った。


初めて郁夜に会った日に、いきなり連れていかれたセレクトショップ。


今日は、そこで選んだピンクのワンピースを着た。


「それ、あのときの」


郁夜が目を細めた。


「うん。お父さんからの誕生日プレゼントだしね。それに……たまに夢に出てくるお母さんが、こんな感じのピンクのワンピースを着てるんだ。顔はぼやけてるんだけどね。だからコレを選んだのかもね」


ニッと笑った私に、郁夜は優しく微笑んだ。


「決めたんだな」


その言葉に、優しい微笑みに、鼻の奥がツンとした。


ダメダメ！　泣いちゃダメだよ。


慌ててハーブティーを口に入れた。


「はぁ～。美味しい。郁夜、いつもありがとう」


「気持ち悪いな」


「たまには素直になろうと思って。あははー」


大きく口を開けて笑って、涙を吹き飛ばした。


郁夜も呆あきれ顔で笑っている。


その笑顔も、その声も、全部全部心に刻んでおくんだ。


郁夜と過ごした日々を、少しでも多く心に残しておこう。


大丈夫。大丈夫。私は強いから。


「さて！　行こうか。準備はバッチリだよ！」


「ああ」


郁夜はいつものように、スッと私の前に手を差し出す。


「まいりましょう、ひなお嬢様」


執事モード【オン】した郁夜も、その完璧で優雅な立ち居振る舞いも、すべてすべて、私の宝物。


ぐっと涙を堪えて、笑顔で郁夜の手を取った。


大きくて綺麗な手。大好きな手。


これで最後なんだね。


郁夜にエスコートされて応接室へ移動した。


もうすぐお父さんが来る。


さよなら、郁夜……。





応接室で待つこと数分。


【そのとき】は、呆あっ気けなくやってきた。


お父さんと執事の斎藤さんが入室して、向かい合わせに座る。


お父さんがソファーに座る寸前に、斎藤さんがスッと円座クッションを置いたのを見て、ちょっと顔がにやけちゃった。


なんだかコントみたいで。


こんなときに笑いが込み上げてくるなんて、実は思ってるより緊張してるのかもしれないな。


「ひなちゃん、久しぶりだね。夏休みは楽しんでいるかい？」


今までのお父さんよりは、やっぱりしゃんとしていて、身なりも立派。貫禄まである。


まだ信じられなくて、凝視しちゃう。


「うん、楽しんでるよ。東丘高校の友達や、イル・ソールの友達と遊んだり」


なんかお父さんと話してる感じがしないなぁ。


先生と面談してるみたいで調子狂うよ。


そんな私をよそに、お父さんは目を細めて頷いた。


「早織ちゃんと、神宮寺ブラザーズと、飛鳥ちゃんだね」


ちょっと驚いた私を見て、お父さんは笑った。


「郁夜くんや美里から聞いているよ。いいお友達ができたってね。お父さんも安心だよ」


そっか。美里さんや郁夜が……。


そうだよね。仕事だもんね。


でも、私のことを見守ってくれている人がこんなにいるってことだよね。


今は素直にありがたいって思える。


「それで……」


お父さんの瞳が一瞬真剣になった。


──来た。


ぐっと手を握りしめる。


「決めたかい？」


お父さんは私の瞳を覗き込んだ。


じっとお父さんを見て、ゆっくりと頷いた。


お父さんが座っているソファーの後ろには、優しい表情で執事の斎藤さんが立っている。


私が座っているソファーの後ろには、同じく郁夜が立っている。


でも、後ろは振り向かない。


それでも郁夜の気配を感じて少しひるんだ。


でも、私は自分の決断を、ここで伝えなくてはいけない。責任を持って。


鼻から息を吸って、口から短く吐き出した。


「お父さん、私ね、たった一人しかいない家族のお父さんに、大して愛されてないって思ってたの。でも、大間違いだった。今までお父さんが、私を色々なものから守ってくれて、自由にさせてくれていたことに、ようやく気づいたの。本当に感謝してるよ。だから……」


お父さんをしっかり見つめた。


「本当のお父さんの娘として、久條ひなとして生きていく！」


少しの間、沈黙が流れた。


心臓がバクバクいっている。


その音がみんなに聞こえてしまわないか心配になってしまうくらいの静寂の中、ふいにお父さんが優しく笑った。


「よく、決心したね」


その温かい声に、胸の奥がジンとする。


「これからのことは、また後日ゆっくり話そう。ひとまず、今日はひなちゃんの決断が聞けたから、お父さんはこれで失礼するよ」


郁夜が用意したハーブティーを一口飲んで、お父さんはゆっくりと立ち上がった。


「待って！」


突然の私の声に、お父さんは立ち上がったまま動きを止めた。


「お父さん、お願いがあるの」


張り裂けそうなくらい、心臓がバクバクいってる。


身体中に響く鼓動。その振動が、音になって耳に伝わってくるような感覚に陥って。


耳までジンと痛くなってきて、吐きそうなくらいの緊張感に押しつぶされそうになってる。


「ひなちゃんがお願いなんて珍しいね。なんだい？　言ってごらん？」


優しいお父さんの瞳。


そして、後ろに感じる郁夜の気配。


微動だにしないのが伝わってくる。


郁夜は、今なにを思っているんだろう……。


でも、もう決めたんだ。


迷いを吹っきるように、私は手を握りしめた。


「執事を、変えて欲しいの」


言った────……


言っちゃった。


同時に、ズキンと強く胸が痛んだ。


郁夜はどんな顔をしているんだろう。


傷ついているかな？　平気な顔をしているかな？


傷ついていたとしても、それは私と離れるからじゃない。


結城くんが言ってたことが本当なら、理事長の座を狙えなくなることが残念だからだよね。


でも、郁夜はそんな人じゃない。


地位のために私を利用したりなんて……。


それも、わからないけれど。


ズキズキとさらに胸が痛む。


どうしてだろう。


大切なもの程、傷つけたくなる。壊したくなる。


こんなことしたって、郁夜は傷つかない。


私が傷ついて苦しいだけなのに……。


助けて、郁夜。


私、どんどん嫌な人になっていく。


本当は一緒にいたいのに。助けて欲しいのに。


自分から手放した。


痛いよ……。でも、こうするしかないんだ。


私は郁夜を好きになってしまったけど、郁夜にとって私は【仕事】でしかないんだから。


一緒にいたら、もっと苦しいから……。


だから、自分の決断に揺らいだりしない！


立ったまま私を見つめているお父さんを、決意を込めてじっと見た。


数秒経ったあと、お父さんは優しく微笑んだ。


そして、一つ頷く。


「わかったよ。その願いを聞こう。新しい執事は、３日後に決めることにしよう」


新しい執事は、３日後に……。


始業式は１週間後だから、なんとか仲良くなれるかな。


「うん。ありがとう」


自分の口から出た『ありがとう』が、無機質に聞こえた。


まるで、ロボットの口から自動的に出たかのような、心が伴わないただの音みたい。


でもそれをお父さんにも郁夜にも見透かされたくなくて、慌てて笑顔を作った。


お父さんは視線をずらして、私の後方を見た。


「郁夜くん、悪いね。あと３日ということになるが、よろしく頼むよ」


「かしこまりました」


ズキッ……。


郁夜は、今までと変わらない完璧な執事の受け答え。


その声には微み塵じんの動揺も感じられない。


雇い主と、使用人。やっぱりそれでしかないんだね。


雇い主のどんな決定事項も、使用人にとってはそれがすべて。わかってたはずなのに。


私は本当に嫌な人だ。


郁夜が、嫌だって言ってくれるって期待してたの？


私の執事でいたいって、取り乱してくれるとでも思ったの？


本当に最低。


こんな私の執事に、郁夜はもったいないよね。


やっぱり、これでよかったんだ。


「じゃあひなちゃん、お父さんはこれで失礼するよ。３日後に、執事を選んで連れてくるからね」


あっさりとお父さんは応接室を出ていった。


斎藤さんも深々と一礼して、あとに続く。


残ったのは、私と郁夜。


後ろを振り向いて郁夜を見る勇気がない……！


あ～ヘタレだな～私。


ていうか、お嬢様を選んだんだからヘタレなんて言葉使ったら怒られるよね、新しい執事に……。


それにしても、この雰囲気耐えきれない！


ここにこうやって二人でいてもしゃーないし。よし！


思いきってフカフカのソファーから勢いよく立ち上がった。


「部屋に帰る！」


やっぱり後ろは見られないけど……。


「かしこまりました」


その言葉と同時に、郁夜が視界に入ってきた。


ドキドキとズキズキが止まらない。


郁夜は表情を変えず、ドアのほうへ進んだ。


いつも通りに、スッとドアを開けてくれる。


郁夜の顔を見ずにドアを通って、自室へ歩いた。


後ろからは、郁夜の足音。


私の歩幅に合わせてゆっくりと歩いてくれているのがわかる。


なんでこういうときになって、そういう優しさに気づいちゃうんだろう。


泣きそうになるのをぐっと堪えた。


大丈夫。きっと執事はみんな優しいよ。


郁夜だけじゃない。


きっと執事はみんなこういう教育を受けてるんだと思う。


だから、郁夜だけが特別なわけじゃない。


そう自分に言い聞かせて自室へ急いだ。





部屋の前で足を止めると、郁夜はいつものようにドアを開けてくれた。


いつものことなのに、心がヒリヒリする。


やっぱり郁夜の顔は見られなくて。


いつも通りを装って、部屋に入った。


「夕食の準備をしてまいります」


後ろから聞こえた郁夜の声。


いつもならズカズカと部屋に入ってきて、勝手にソファーに座って悪態つくのに。


もう、今までの郁夜じゃない。


わかってる。そうさせたのは、私。


全部自分が選んだことなんだ。


「うん。よろしくね」


振り向けなくて背中越しに言ったあと、なぜか身体が勝手に、衝動的に振り向いた。


でも。振り向いた私の目に映ったのは、ドアが閉まる瞬間だけだった。


ガチャッという重い音と共に、完全にドアが閉まる瞬間。


いくら見つめても、そこには閉まったドアだけ。


もう、二度と郁夜が入ってこない気がして、私は茫然と立ち尽くした。












お嬢様の涙




どれくらい立ち尽くしていただろう。


ただただ、閉まったドアを見て立ち尽くしていた。


そんな虚無な静寂は、突然破られた。


──トントン。


そのノックの音に、ハッと我に返る。


「……はい」


なんとか返事をしたものの、郁夜のノックじゃないことは明らかで。


今は誰にも会いたくない気分なんだけどな……。


「失礼します」


その声は……。


入ってきたのは、美里さんだった。


ちょっと気まずい。だって、私明らかに不自然……。


両腕をダランと下ろして、立ち尽くしてる。


今自分がどんな顔をしているか、怖くて鏡なんて見られないくらいだし。


そして、美里さんに笑顔を向けようと試みたけど、ダメだ。頰が引きつる。


どうしようもなく、そのまま立ち尽くしていたら、美里さんはそっと近づいてきた。


「ひなちゃん……」


美里さんの優しくて懐かしい声が聞こえたのと同時に、夏なのに芯から冷えきった身体が、にわかに温かくなった。


気がついたら、美里さんに優しく抱きしめられていた。


お母さんに抱きしめられるって、もしかしたらこんな感じなのかな？


絶対的に守られている感覚。本能から安全だと感じる空間。


「美里……さん」


私の言葉は、次第に嗚お咽えつに変わっていった。


息が苦しくなるくらい、次から次へと涙が溢れてくる。


私は、美里さんの腕の中で思いきり泣いた。


美里さんはなにも言わず、優しく背中をさすって泣かせてくれた。


まるで、あのときの郁夜のように。


『辛いなら、俺を呼べよ』


『これからは俺に、ちゃんと甘えろよな』


そう言った郁夜。


噓つき。全部仕事だったくせに。


そんな優しい言葉で、私の心を奪って。


ひどいよ。期待させてさ。


でも、好きになったほうが負けだよね。


郁夜は私に同情して、優しくしてくれていただけなんだよね。


執事としての仕事をしてただけなんだ。


私が勝手に好きになって、勝手に苦しくなって、勝手に遠ざけただけ……。


私ってなんて勝手な奴。


自分が嫌でしょうがないよ、美里さん。


美里さんの温かい腕の中でわんわん泣いた。


泣きすぎて顔と肺が痛くなった頃、ようやく顔を上げることができた。


「美里さん、ごめんね。ありがとう」


涙と少しの鼻水でぐちゃぐちゃの顔が恥ずかしくて、照れ笑いで誤ご魔ま化かした。


「今はまだ、泣きたいときは泣いてもいいのよ」


柔らかなハンカチで顔を拭いてくれながら、美里さんは優しく言った。


これからは、久條財閥のお嬢様として泣いたりしちゃいけない立場になるってことなんだね……。


もう、甘えは許されないんだ。


私の行動には責任が重くのしかかってくる。


ぐっとお腹に力を入れて、悲しみを振り払った。


「美里さん、もう大丈夫だから！」


ニッと笑顔を向けて、美里さんから離れてソファーに深く腰かけた。


「ひなちゃん……」


心配そうに呟いて、私の向かいのソファーに座った美里さんは、少しためらって口を開いた。


「ひなちゃんがいいなら、私は余計なことを言うつもりはないの。でも……」


瞳を悲しみで染めて、続けた。


「見てられないくらい、悲しそうだったから……」


美里さんの膝の上で組まれた手が、ギュッと握られる。


美里さんを、こんなに悲しませてしまってるんだ。


「ごめん、美里さん。でも私本当に大丈夫だから！」


笑顔を向けたけど、美里さんは首を左右に振った。


「見ていて胸が痛くなるくらい悲しそうだわ。ひなちゃんも、郁夜様も……」


えっ……？　郁夜が、悲しそう……だった？


「そんなはずないよ……」


心の中で呟いたはずが、唇から漏れたことに気づいて、ちょっと焦る。


「あ、でも、郁夜って、優秀なＡ級執事なんだもんね。いきなりこんなことになっちゃって、プライド傷つけちゃったかな？」


自分でもうんざりするくらいの取り繕った笑顔だったけど、これは本心。


郁夜が悲しむ理由はそれしか見当たらない。


「郁夜なら次のお嬢様なんてあっという間に見つかるから心配ないよね。引く手数多だってみんな言ってたし！」


あははと笑ってみせた私を、美里さんは寂しそうな瞳でじっと見つめている。


「そうね。郁夜様がフリーになったとわかれば、世界中から申し込みが殺到するでしょうね。でも」


美里さんは少し考えるような表情を浮かべて、もう一度私を見た。


「郁夜様が仕えたいお嬢様がいるかどうか……」


『藤堂くんが選んだお嬢様ですから』


初めて飛鳥の家に行ったときの羽藤さんの言葉が蘇ってきた。


あのときは、郁夜が選んだのなら、郁夜の意思でいなくなってしまうこともあるのかもしれないって、そればかり不安になってたけど。


「でも、郁夜はお父さんとの契約でしょ？　お父さんが選んできたんでしょ？」


それが一番の疑問。


「ひなちゃん、これは郁夜様から直接聞いたわけじゃないから、そんなことをひなちゃんに言うわけにはいかないと思って今まで黙っていたんだけれど……」


……なんだろう？


でも、もう今さらドキドキしたりしなかった。


そのときドアがノックされ、美里さんが返事をする。


ドアの向こうには、メイドさんの姿。


ティーセットを持ってきてくれたみたい。


美里さんが頼んでくれたのかな。


そのあと、美里さんが淹れてくれたお茶は、いつも郁夜が淹れてくれるハーブティーと似ていた。


「郁夜様がブレンドしたのよ。ひなちゃんの口に入るものは、すべて郁夜様が用意しているから」


そうなんだ……。でも、いつもとはちょっと違う。


美里さんが淹れてくれたこのお茶も、もちろん美味しい。


でも、当たり前のように飲んでいた郁夜のが一番……。


あ～！　やめよう、そんなこと考えるの。


冷えきっていた身体がハーブティーで温まった頃、テーブルにカップを置いて美里さんは少し微笑んだ。


「ひなちゃん、さっきの話だけど」


空になった二人分のティーカップに、新たにハーブティーを注つぎながら、美里さんは口を開いた。


「郁夜様が、首席でイギリスの執事養成学校を卒業されたあと、すぐにＡ級執事を取ったっていうのは、前に話したわよね」


「うん」


美里さんが目を輝かせながら、テンション高めに話してくれたっけ。すごいことなんだって。


「そのあと、郁夜様のもとには世界中のお嬢様やお坊ちゃまから“当家の執事に”って話が殺到したらしいの。それはそれは、ものすごい数！　かの有名な西さい豪ごうグループからもお嬢様の専属執事にって話があったそうよ」


西豪グループ!?　私ですら聞いたことがある、世界的に有名な日本の財閥だ!!　そんなところからも!?


私の想像以上に、郁夜ってすごいんだ……。


じゃあ、なおさら私の執事じゃなくてもいいよね。


「でもね、郁夜様はすべてそれを断ったらしいの。すべてよ。そして、それから約１年間、誰にも仕えなかったの。その理由はね、仕えたいお嬢様がいないからって」


Ａ級執事で引く手数多なのに、すべて断ってそのあとも誰の執事にもならなかったって。


しかも理由がソレ!?　どんだけワガママ！


でも、なんか郁夜らしいかな。


「すっごいワガママ執事なんだね」


ちょっと笑えてきた。


美里さんも微笑んでいる。


「その郁夜様がね、それから少しして、初めてお嬢様に仕えたのよ。それが、ひなちゃん。あなたよ」


えっ……!?


郁夜って、執事として仕えるの私が初めてなの!?


そういえば、初めてサロンでお茶したときに、お嬢様五人組が言ってたような。


あの郁夜様がついにお嬢様に仕えるなんて！なんちゃら……って。


言ってた！　確かに!!　それって、なんで!?


「でも、お父さんと郁夜の契約なんでしょ？　お父さんは執事養成学校の理事長だし、なにか特別な理由があったりするんじゃない？」


権力ちらつかせたとか？


あのお父さんがやるようなことじゃないか。


でもわからないよね。


お父さんの経営者としての顔なんて、まだほとんど見ていないから。


お父さんにも裏の顔があるのかな？　ちょっと怖いかも。


私の頭の中が少し脱線しかけたとき、美里さんの声で我に返った。


「旦那様と郁夜様の間で、どんな話になってひなちゃんの執事になったのかは正直私にはわからないけれど。でもね、郁夜様はひなちゃんを選んだんだと思うの。だって、ひなちゃんと一緒にいる郁夜様は、とてもひなちゃんを大切にしていたわ。自分で望んで仕えているからこその忠誠なんだって思うの」


でも、それは仕事だからでしょ？


喉まで出かかったその言葉を、ぐっと呑み込んだ。


そう。すべてはそこなんだ。


私は、それ以上を望んでしまったから……。


だから、こういう選択しかなかった。


「ひなちゃんがよく考えて決めた選択だから、なにも言うつもりはなかったの。でも、二人ともとっても辛くて悲しい目をしているわ。ひなちゃん、どうしてなの？」


美里さんの真摯な瞳に心が震える。


こんなにも思ってくれているんだ。


でも、言えるはずがない。


だってお嬢様が執事に恋をするなんてご法度。


でも……。


葛藤している私の脳裏に、悲しい目をしている郁夜が浮かんだ。


そんな顔しないで、郁夜。


どうして悲しいの？


次の働き場所なんていくらでもあるでしょ？


『郁夜様はひなちゃんを選んだんだと思うの』


美里さんが言ったその言葉が真実なら、郁夜が悲しい顔をした理由は、私の執事でいられなくなるのが悲しいから？


でも、それはなんで？


わかんない。わかんないよ……。


胸が押しつぶされたように痛んだ。


あれだけ泣いたのに、また涙が滲にじんでくる。


ずっと、家族のように私を見守ってくれている美里さん。


今も立場的にもギリギリのところで、私をこんなにも心配してくれてる。


その優しさに、勝手に涙が溢れ出る。


泣きたくなんかない自分と、この心の中のドロドロを吐き出してしまいたい自分とが戦ってる。


「今までずっと、涙も見せずに頑張っていたひなちゃんが、郁夜様と出会ってから少しずつ変わってきたように感じるの」


うん。わかってる。


私にとって郁夜は特別。


あの声も、瞳も、腕も、手も。


厚い胸板も、唇も……。


大切で大切でどうしようもない。


「だから……」


小さなうめきにも似た声が、勝手に出てきた。


「だから、なの……」


涙と共に、心の奥のドロドロした黒い思いが、溢れ出す。


もう、止められない。


「美里さん、私、郁夜が好き」


溢れる涙もそのままに、私は吐き出した。


「でもそれって久條として生きるって決めた以上は許されないこと。だから私の心に秘めておこうと思っていたの。私がこの気持ちを伝えなければいいって。側にいてくれるだけでいいって。でも、郁夜にとってはすべてが仕事だった。それがわかったら、すごく辛くなっちゃって。側にいてくれるだけでいいなんて噓。それに気づいてしまったから、もう側にはいられなくて。だからなの。郁夜の仕事の邪魔をしてしまうし、私もお父さんの娘としてふさわしくないから」


なんて卑しい気持ち。


美里さんに軽蔑されるかもしれない。


でも、美里さんは黙ってただ聞いてくれている。


「ごめん。私、最低だよね」


全部吐き出したら少しすっきりして、涙をゴシゴシと拭った。


視界がクリアになって、目の前の美里さんが辛そうな顔をしているのが見えた。


「ひなちゃん、あなたはいつも自分のことより人の心配をして……。ひなちゃんのよいところだけど、我慢しすぎはよくないわ。ひなちゃんの心はなんて言っているの？」


優しく、諭すような美里さんの言葉が、吐き出して空っぽになった心に沁しみていく。


「私の……心？」


考えたこともなかった。


いや、それは私のワガママだから、望んじゃいけないことだからって考えないように押し殺してきたんだ。


でも、私の本当の心の声は……。


「郁夜と、ずっと一緒にいたいよ」


絞り出すように言った私の言葉に、美里さんは優しく頷いた。


「郁夜様はどう思っているか、聞いてみたらどう？」


「郁夜がどう思ってるか……？」


それは盗み聞きしちゃったから、もうわかってるんだ。


うなだれる私に、美里さんは優しく微笑んだ。


「私が偉そうに言える立場じゃないけれど、人生って、川の流れのようなものだと思うの」


穏やかな美里さんの声とその言葉が、不思議と心に流れ込んできた。


「人はみな、自分の川の流れにただ流されていくだけなのかもしれないわ」


「どういうこと？」


「穏やかに流れたり、突然流れが速くなったり、ときには涸かれそうになったり。自然の流れの中で、別の川と合流したり、また分かれたり。川岸に咲く花に心を奪われたり。でも自分の流れは止まらなくて、その花は通りすぎてしまって【過去】になったり。人との出会いや起こる出来事も同じ。自然の流れの中での出来事の一つってだけで、自分の力や努力じゃどうしようもできないこともあるものよ」


人生は、川の流れのようなもの……。


それは大きな運命の流れのようなもので、人じん智ちを超えたその力に委ゆだねるしかないってこと？


なぜか私の心は高鳴っていて、美里さんのこの不思議な話に、じっと耳を傾けた。


そんな私の様子を見て、美里さんは優しく続ける。


「川の流れのその行き先は誰にもわからない。川は流れているから、逆流はできない。過去には戻れない。でも、目の前にはたくさんの分岐点があって、自分で未来を選ぶことはできるのよ。そして、出会う人や出来事って、すべて縁があって巡り会ってるものなんだと思うの。旦那様も、私も、郁夜様も。それも、ひなちゃんが選んできた流れなのよ」


そうか。


私の身に降りかかった色々は、運命の流れのようなもので、もがいても、戻ろうとしてもただ流されていくだけ。


でも、目の前にはちゃんとたくさんの分かれ道があって、いざその分かれ道が目の前に来て、それが【今】になったとき、自分で選ぶことができるんだ。


この流れの中で出会った人や起こった出来事は、自分の力ではどうしようもないこともあるけれど、全部縁があること。意味があること。


それを自分の流れや運命にどう生かしていくか、どう取り込むかは自分次第。


同時に、出会いだけじゃなくて別れもまた自然の流れで、どうしようもできないこともあるんだね。


なんとなく、美里さんが言っていることがわかる気がした。


「じゃあ、私は今回、自分でこの流れを作って選択したんだね」


うなだれる私に、美里さんは優しく微笑んでくれた。


「出会いがあれば、当然別れもある。それも自然の流れ。ひなちゃんがそう思うのなら、そうなのかもしれないわね。でも、また縁があれば出会うこともあるし、もう二度と出会わないかもしれない。次に出会ったときは、お互いの立場や状況が変わっていたり、お互い成長しているかもしれない。だから、今回の別れは意味のある別れかもしれないわ。そしていつかまた、出会えるかもしれない。でもね、ひなちゃんはこの【流れ】で本当にいいの？　この先の未来に、【わくわく】はある？」


わくわく？


そんなことを聞かれたのは初めてだった。


「わくわくって？」


「心が弾む【わくわく】よ。人には【わくわくセンサー】がついているのよ。たくさんの流れの前で、どれを選んでいいか迷ったとき、私はそのセンサーに従うようにしているの」


「わくわくセンサー？」


美里さんは、楽しそうにニッコリ微笑んだ。


「そうよ。言葉ではうまく説明できないけれど、心の感覚よ。この選択はわくわくする！っていう感覚。それは、きっと間違いなく素晴らしい選択になると思うの。もちろん、あえて辛い選択をする人も間違いではないけれど。それはその人のプロセスだから。でも、私はいつも自分に問いかけているの。【なんのために生きているの？】って」


「なんのために生きている？」


トクンと、心臓が高鳴った。


考えたことがなかったようで、いつも考えていたのかもしれない。


なんのために生きているのか。


「私は、わくわくした人生を生きるためだって思っているのよ。あくまでも、これは私の考えだけどね」


そう言って微笑む美里さんが、眩まぶしくかっこよく見えた。


決してなにも考えずに生きていたわけじゃないけど、具体的に自分なりの答えは持っていなかった。


「それはその都度変わったっていいと思うの。それも成長だから。でも、その気持ちを持っていると、案外その通りになるものよ。私、わくわくした楽しい毎日を送っているもの。だから、ひなちゃんも悩んだり迷ったりしたときは、とりあえず自分がその選択にわくわくするかどうかって基準で考えたらいいと思うの。それはね、決して逃げやワガママじゃないのよ。自分の人生の責任は、自分でしか取れないんだから」


自分のわくわくに従って生きることは、逃げやワガママじゃない……。


自分の人生の責任は、自分でしか取れない……。


その言葉が、まるで流星のように私の脳天に突き刺さった！


そして、光と共に身体中を駆け巡る。


「私、今わくわくしてない……！　私がわくわくする選択をしても、逃げでもワガママでもないんだ……！」


この気づきが消えてしまわないように、大切に呟く。


美里さんは頷きながら微笑んだ。


「でも、私が選択した流れはもう流れてしまっていて、過去には戻れないよ。どうしよう、美里さん!!」


焦りと息苦しさに襲われた。


「大丈夫よ、ひなちゃん。また選べばいいの。まだ間に合うわ。だって、郁夜様はまだひなちゃんの執事。自分のわくわくセンサーに従ってみたらどう？」


私のわくわくセンサー……。


どこに、どの流れに反応するんだろう。


「郁夜様は、きっとひなちゃんの執事でいることを望んでいるわ」


郁夜の優しい笑顔が一瞬、脳裏に浮かんだ。


本当は、手放したくなんかないよ。


「……うん!!　ありがとう、美里さん。もう一度、考えてみる！」


今のこの流れじゃない、別の流れ。私がわくわくする流れ。


それを、もう一度考えてみよう。


時間はあまりない。


でも、それを考えようとするとき、確かに私の心は躍り、わくわくしていた。












心のセンサー




美里さんが部屋を出たあと、ベッドに寝転がって考えた。


郁夜と一緒にいたい。


でも仕事でしかない笑顔は嫌。


でも仕方がない。私、失恋したんだから。


それでも一緒にいたい？


自分の心の反応を確かめるように、一つずつ整理していく。


確かに、一つ一つにちゃんと心が反応する。


私の一番の味方は私なんだ。


今まで、一番の味方である自分の心をないがしろにしてきたんだね。


ベッドのピンクのフリフリ天井を見つめて深呼吸をする。


大正解な大人の選択をしたつもりだったけど、私の心はついてきてないんだ。


背伸びしすぎたのかもしれない。


ゴロゴロとベッドで転がり始めた私の耳に、聞き慣れたノックの音が届いた。郁夜だ！


「はい」


身体を起こして、返事をする。


「失礼いたします」


いつものように夕食を載せたワゴンを押しながら郁夜が入ってきた。


「夕食をお持ちいたしました」


優しい、完璧な笑顔。


それは毎日見てる光景なのに、今回はなにか違う。


妙な違和感を覚えて、ざわざわと胸が騒いだ。


素早く丁寧に、湯気が立っている料理を並べる郁夜。


私が大好きなオムハヤシと、スープにサラダ。


ピカピカのグラスに搾りたてのグレープフルーツジュースを注いでくれる。


いつもはもっと品数も多いし豪華だけど、今日は食欲がないからこのくらいの量がありがたい。


そして、庶民の味オムハヤシ。


久しぶりに食べたかったんだ！


いつもなら、食べきれないくらいの豪華な料理を次々に並べて悪態つきながら取り分けてくれるけど、今日は意地悪なしで、ピンポイントに私好みの料理。


やっぱりなんかおかしい。


だって、なによりもいつもの意地悪がないもん。


美味しいオムハヤシを頰張りながら、ついつい郁夜をチラ見しちゃう。


「……お口に合いませんか？」


心配そうに覗き込む郁夜。


う～ん……。やっぱり様子がおかしい！


「いや、美味しい…です」


やだ！


なんかこっちまで調子狂って敬語になっちゃった！


「恐れ入ります」


郁夜は極上の微笑みを向けた。


なにこれ？　もしやこういうパターンの意地悪!?


ふ～ん。なるほどね。


執事モードの、毒舌じゃない新しいパターンね。


「ちょっとなんか変だよ」


からかうように言ったら。


いつもの執事モード【オフ】の毒舌郁夜に戻るかと思いきや、郁夜は微笑を浮かべるだけだった。


なにそれ!?


「今までのご無礼、大変申し訳ございませんでした」


はぁっ!?


さらに食後のお茶を飲んでいた私に、突然郁夜がそう言ってきて、思わず噴き出しそうになった。


しかも深々と頭を下げている。


突然のことに固まった私をよそに、郁夜は続ける。


「執事としてあるまじき態度だったことを反省しております。あと数日ですが、ひなお嬢様に少しでもご満足いただけるよう、今まで以上に心を込めて務めさせていただきます」


そして、極上の笑顔を向けた。


なにこれ？　こんなの、郁夜じゃない。


いつもの意地悪な顔が一切ない、真摯な態度。


非の打ち所のない対応には違いないけれど、なにか違和感がある。


茫然とする私に一礼して、郁夜はワゴンを押して部屋から出ていってしまった。


一時的な、ただの冗談だと思ったけど、そうじゃなかった。郁夜の不可解なこの応対は、お風呂のあとも、次の日の朝も、ランチのときも変わらなかった。


文句のつけようがない、完璧な郁夜。


所作も、態度も、気遣いも、そして言葉遣いも。


高級ホテルなんて行ったことないからわからないけれど、接遇はきっとこんな感じなのかもしれない。


100点満点の執事。


なのに……。この心の距離感はなんだろう。





窓枠に寄りかかって、外の景色を眺めた。


線香花火の玉のような夕日が、ジワジワと沈みながら辺りを赤く染めていく。


夕日に照らされた街は止まることなく動いていて。


みんな、どこへ向かってそんなに頑張ってるんだろう。


昼から夜へ変わる狭はざ間まのこの時間は、特別自分の心が浮き彫りになるような感覚になる。


綺麗だと眺めていたこの景色が少しずつ暗くなるにつれて、心も暗く、焦りが滲み出てきた。


明後日には新しい執事が来ちゃう。


お父さんは、もう執事探しを始めてるのかな。


すっかり暗くなった辺りを眺めて、ため息をついた。


なにをどうしたいかは結論が出ていない。


私の選択は痛みを伴うけれど、色々なしがらみを考えると結果的には正解だった気さえしていた。


でも、昨夜からの郁夜の態度に混乱している。


あれは完璧な接遇。プロとしての仕事。


『それにしても……Ａ級執事の彼ならば、お嬢様に勘違いされないようにいくらでもうまくやれるだろうに……』


ダンスパーティーのときに結城くんが言った言葉が蘇ってきた。


そういうことなのかもしれない。


昨夜からの私への接し方は、Ａ級執事としての完璧な仕事そのものなんだ。


これが郁夜の本当の執事の姿……？


じゃあ、今までのは？


ネオンが煌きらめく街を見ながら、夢中になって考えた。


絡まっていた糸が、ほんの少しほぐれてきそうな感覚。


昨日からざわざわして意気消沈していた心が、少しずつ高鳴るような。


郁夜、今なにを考えているの？


今までの郁夜は、執事のくせに執事モード【オン】のときと【オフ】のときがあって。


執事モード【オン】のときでも、ポロッと皮肉を言う毒舌執事だったり。


執事モード【オフ】のときは、いつも口が悪くて意地悪で。


でも……。思えば、たくさんの郁夜を見た。


私を助けてくれた郁夜の、怒った顔。悲しそうな顔。たまに見せる優しい顔。


それは、紛れもなく【本当の郁夜】だ。


郁夜のことなにも知らないと思ってたけど、郁夜はいつもありのままで接してくれていたんだ。


完璧な中にも、私だけが知っている【素の郁夜】。


意地悪で、口が悪くて、変態で、ドＳで。


でもいつも私を守ってくれる、優しい郁夜。


挨拶じゃないって言ってた、優しいキス……。


『俺だけを見てろ』


そう言った、郁夜の優しい声。


『オマエは逃げないよ。俺がついてる』


その真っ直ぐな瞳。


『一人で悩むなよ』


そうだ。郁夜はいつも私の一番の味方でいてくれてたんだ。


自分のことを大切にできない私以上に、私を大切にしてくれて、味方でいてくれてた。


それに比べて、私は……。


本心を出していなかったのは、私のほうだ！


今頃気づくなんて……。


どのくらいそうしていたかわからない。


窓枠に腰かけて、ボーッとネオンが輝く街並みを眺めていた。


もうそろそろ、夜ご飯の時間。


食事とか最低限の用事があるときにしか、郁夜は部屋に来なくなった。


仕事として接するってこういうことなんだね。


じゃあ、今までの郁夜は……？


さっきから、思考は同じところをループしている。


──トントン。


郁夜のノックの音が響いた。


「失礼いたします」


湯気が立っている美味しそうな料理をたくさん載せたワゴンを押して、朝と昼と同じ笑顔で郁夜が入ってくる。


こうやって、食事を運んでくれるのも明日で終わりなんだね。


もう、この流れは止められないんだ。


ほぐれそうだった糸は、すでに手の施しようがないことに気づいて苦しくなる。


「どうぞ」


郁夜が給仕してくれた食事を、少しずつ口に入れる。


泣いちゃダメだ。でも、このままも嫌だ。


ワガママだけど、自分の心に従おう。


意を決して口を開いた。


「ねぇ、郁夜」


私が大好きなブラッドオレンジジュースを、綺麗な所作で注いでいた郁夜が笑顔を向けた。


「なんでございましょう」


綺麗で完璧な笑顔だけど、心のセンサーは寂しさを感じている。


「お願いだから、前の郁夜に戻って？」


振り絞るように言った言葉は、緊張のためか少し震えていた。


郁夜は少し目を伏せて、微笑して。


「それは……困りましたね」


そして、ハニカミ笑顔。


……。


終了!?　それだけ!?


うまくはぐらかされた感じ……。


それ以上なにも言えないような壁を感じて口をつぐんだ。


はぁ～。


どうしてこうなっちゃったんだろう。


すべては自分のせいなのはわかってるけど、もう自分ではどうにもできないことを痛感した。


「ごちそうさまでした」


食欲はないはずなんだけど、量を調整してくれてるからか、ちゃんと完食。


完璧すぎて逆に悲しくなる。


私は本当にワガママだ。


郁夜は笑顔で一礼して、ワゴンを押して部屋から出ていってしまった。


その後ろ姿を愛いとおしそうに見ている自分に気づいて、嫌になった。


これじゃあ演歌の世界だよ！


もう、自分が嫌すぎる！


思い通りにいかなくて、地団駄踏んでる子供みたい。


「はぁ～」


今日何度目かわからないくらいのため息と共に、ベッドにダイブした。












溢れ出した気持ち




お風呂から上がって、鏡の前で郁夜に髪を乾かしてもらってる私は、ちょっと口が尖とがってた。


よく郁夜に『口とんがってる』ってからかわれてたけど、実際に自分のその顔を見たのは初めてだったから、あまりのひどい顔に恥ずかしくて慌てて唇を緩めた。


眉毛もみごとなハの字になってるし、つくづく情けない顔。


でも、郁夜のことはちょっと諦めがついたんだ。


だって、これは私がすべて招いたこと。私のした選択なんだ。


これ以上この流れでジタバタしたら、もっと悪い状況になりそうだから。


そう思ったら、私の心も少し落ち着いた。


明日で郁夜とお別れ。


それも、なんとか受け入れられそう。


今日のこの瞬間を、大切に過ごそうって前向きに考えられるようになってきた。


またいつか出会えるかもしれない。


それまで耐えられるように、今日と明日で心に郁夜を刻んでおこうって。


優しく髪を梳とかしながらドライヤーの風をあてていた郁夜の手が止まった。


「ありがとう」


ちゃんと笑顔で言えた。


郁夜は相変わらず、微笑みながら一礼する。


よし！


今まで『ちゃんと俺に甘えろよ』って言ってもらってたのに素直に甘えられなかったから、最後に思いっきり甘えちゃおう！


最後だと思ったら、素直な気持ちになれる。これ以上後悔するのは嫌だから。


まだ９時。


パジャマのまま、ソファーに座る。


いつもはこのあと、リラックスできるようなハーブティーを淹れてくれて、それから寝るんだ。でも、今日は……。


「郁夜、今日は甘いミルクティーが飲みたいな」


「かしこまりました」


笑顔で頷いて、準備のために部屋から出ていこうとする郁夜の背中に、もう一声かける。


「郁夜と一緒に！　絶対!!」


郁夜はドアの前で一瞬止まった。


「絶対、でございますか？」


「うん。絶対！」


少しの沈黙があって。


「かしこまりました」


やった!!


後ろ向きのまま言った郁夜はどんな顔してるんだろう？


迷惑だってもう構わないや。


だって、私の心がわくわくしてる。


もちろん、もうなにも望んでいない。


ただ今までのお礼を素直に面と向かって言いたくなったの。今なら、素直になれる気がしたから。





数分後、郁夜はティーセットを持って戻ってきた。


ちゃんと、ティーカップは二つ持ってきてくれてる。


ソファーに座った私の前で、ミルクティーを注いでくれた。


甘い香りが部屋中に広がる。


そして、私の向かいにもう一つティーカップを置いて、同じく注ぐ。


「失礼いたします」


そう言って、向かいのソファーに座った。


郁夜はいつも勝手にソファーでくつろいでたりしてたけど、こうやって面と向かってお茶するのって初めて。


妙にテンションが上がっちゃう。


ちょっと、デートみたい……？


やだ！　ニヤニヤしちゃった！


でも、郁夜はツッコまない。


前なら【ニヤニヤして気持ち悪うございます】とかって毒舌吐いてたくせに。


でも、心の中では思ってるんだろうな。


やっぱり毒舌で意地悪な郁夜のほうがいい。


「いただきます」


「失礼いたします」


一口飲んだら、もっと笑顔になれた。


「美味しい！」


「恐れ入ります」


そういえば、郁夜が食事したりお茶飲んだりしてるのを見るのは初めてかも！


ホント、最後の最後で不思議な感じ。


明日はご飯も一緒に食べたいっておねだりしちゃおうかな。


【最後】という切り札は、こんなにも私を素直にする。


「ねぇ、郁夜。今まで本当にありがとね」


美味しいミルクティーで心が満たされて、私の口から自然とその言葉が出た。


郁夜はカップを置いて微笑した。


「甘えろよって言ってくれたのに、素直に甘えられなくてごめんね。甘え方がわからなくて。甘えることとワガママの境界線がわからなかったから、ワガママになって嫌われるのが怖かったのかもしれない」


自分でもびっくりするくらい、心の奥の気持ちが口からスルスルと出てきた。


自分の口から出た言葉を聞いて、【そうだったんだ】って気づいたくらい、心の奥の気持ち。


郁夜はミルクティーを新たに注ぎながら、黙って聞いている。


「いつも助けてくれて、守ってくれて、私の一番の味方でいてくれて。素の郁夜で接してくれていたのに、私は肝心なところで心を開けなくて。郁夜の優しさに全然気づかなくて……。それに気づいたのは、ホントさっきで……」


あれ？


ヤバイ。声が震えて、涙が滲んできた。


勝手に語りだして、勝手に涙ぐんだりなんかしたら、郁夜だって困るよね。


そんなのめんどくさい女だよね。なんとかしなくちゃ！


慌ててソファーから立ち上がって、窓際に避難した。


窓から煌めくネオンを眺めて気持ちを落ち着かせる。


ぼやけていたネオンが、少しずつ輪郭を取り戻してきた。


よし、引っ込め涙。


「なんか、今さらこんなこと言ってごめんね」


まだ郁夜のほうは向けない。


顔を見たら、また目が潤んじゃいそうで。


さらにネオンを見ながらちょっと深呼吸してみた。


「はぁぁぁぁぁぁぁぁ～～～……」


ふいに、背後から音が聞こえてビクッとした。


私の深呼吸の音とは別の、かなり不機嫌そうなため息……？


そして、ドサッ!!という音が響いた。


えっ!?


この展開、どこかで……？


「……マジ意味わかんねぇし……」


はい!?


思わず振り向いた私の目に飛び込んできたのは……。


さっきまで行儀よくソファーに座っていたはずなのに、両足を組んでダルそうにふんぞり返って座っている、黒いオーラ満載の郁夜だった……。


うそぉぉぉ～～～～～～!!!???


「ホントどうしようもねぇお嬢だな」


「郁夜!!」


ドＳで口の悪い郁夜！


最初これを見たときはびっくりして、ありえない！って思ったけど、今は鳥肌が立つ程嬉しい！


「喜んでるんじゃねぇよ、オマエ本当ドＭだな」


うっ。いつにも増して口が悪いけど、やっぱり嬉しい！


すかさず駆け寄って、郁夜の向かいのソファーに座った。


「オマエがわかんねぇよ。ちゃんとした執事が欲しいからチェンジしたんだろ？　だからちゃんとしてやったのに、不満げだし」


うわぁ～機嫌悪い。


「私の行動は想定内なんじゃなかったの？」


ニヤニヤする私に、郁夜はチッと舌打ちしてそっぽを向く。


「付き合ってらんねー」


ヤバッ。本気で怒ってるっぽい。


「ごめん、郁夜。振り回して」


「で、理由は？」


郁夜が不機嫌な顔を向けた。


「執事を変える理由がちゃんとあるんだろ？　誰かになにか吹き込まれたか？」


うっ……。言えない。


郁夜を好きになっちゃったからだなんて。


「なんでも一人で決めちゃうもんなぁーひなお嬢様は。


俺が信頼してもらえてないってことがよくわかったよ」


ああっ！　拗すねるようにそっぽを向く郁夜に胸キュン！


「けっこう、ショックだったんだけど……」


演技なんだろうけど、そのせつなそうな顔にキュンキュンしちゃう。


「違うの！　だって、郁夜がわけわかんないから……！」


郁夜の演技に呑み込まれてるのがわかりつつ、もう気持ちが溢れて止まらない。


「はぁ？　わけわかんないのはそっちだろ」


「だって、いつも意地悪なのにたまに優しくするし、だっ抱きしめたり、いきなりキス……したり……」


最後のほうは、ゴニョゴニョと口ごもっちゃったけど、郁夜にはちゃんと聞こえたみたいで【ふーん】って顔になった。


「……で？」


「そ……それで、えっと、あの……。それなのに、全部仕事だっていうのがわかって、それで……」


「仕事して欲しかったんじゃねぇの？」


片肘ついてソファーに寄りかかりながら言う郁夜は、もうどっちが主人かわかんないくらいの態度。


「そりゃそうだけど、最初はそう思ってたけど、でも……」


これ以上は言えなくて、俯うつむいてしまう。


苦しくて、せつなくて、涙が溢れてきて。


ふいに、頰に温かい感触が伝わってきた。


それは大好きな、大きくて綺麗な郁夜の手。


「郁夜……」


顔を上げたら、郁夜の真剣な顔が目の前にあった。


「なんでそんな顔するんだよ。明後日には新しい執事が来る。オマエの望み通りになるのに、なんでそんな悲しい顔するんだよ。わかんねぇよ……」


郁夜が見せた、辛く悲しい顔。


郁夜……。


胸が潰れそうなほど痛い。


執事を変えたいって郁夜を拒否したのに、それなのにこんなに私のことを考えてくれてるなんて……。


でも、仕事だからなんだよね……？


ズキッとさらに胸が痛んだ。


この頰に触れる温かい手も、この悲しそうな瞳も、全部仕事なんでしょ？


苦しい。郁夜が好きで、せつないよ。


「ひな…」


郁夜の、優しく悲しい声がさらに胸を締めつけた。


違うの。郁夜が悪いんじゃない。


私のワガママで、こんなに郁夜を悲しませてる……。


郁夜の真っ直ぐな瞳に見つめられて、もっと苦しくなる。


ついに。


私の気持ちが、弾はじけてしまった。


涙が溢れて、私の頰に触れていた郁夜の手に落ちた。


郁夜はそっとその涙を拭う。


その優しさに、隠してきた気持ちがさらに溢れ出した。


「違うの……。郁夜が嫌で執事を変えてって言ったわけじゃないの。郁夜が優しいのも、抱きしめてくれたのも、いつも味方でいてくれたのも、全部仕事だってわかって……。それがすごく辛くて……だって、郁夜を好きになっちゃったから……」


ついに、言ってしまった……!!


苦しい胸の内を吐き出してしまった直後に、後悔の念に襲われた。


こんなこと言っちゃって、どうしよう！


迷惑な顔してるんだろうなぁ。


郁夜の顔を見るのが怖くて、俯いた。


あ～～～～！　私のバカ!!


沈黙に耐えきれなくなる寸前、郁夜のため息交じりの声が響いた。


「仕事じゃねぇよ」


思わず顔を上げた私の目に飛び込んできた郁夜の瞳は、怖いくらい真剣で。


でも……。そんなの噓だって知ってるんだから。


「仕事でしょ？　だって、偶然聞いちゃったんだもん……。理事長室で、郁夜が言ってたもん！」


つい声を荒げてしまう。


これ以上私の心を奪わないでよ。


思い出すのも辛いあの言葉が、まだ耳に残ってる……。


「どこまで？」


「えっ？」


思いもよらない質問に、ちょっとうろたえた。


「どこまで聞いた？」


腕を組んで、射るような眼差しで私を真っ直ぐ見る郁夜。


意図がわからないその質問を誤魔化すこともできず、口が勝手に動いた。


「……職務を全うするのみですって郁夜が言ったのを聞いちゃって、そこで部屋を飛び出したの……」


口が尖っているのが自分でもわかって、慌てて引っ込める。


偶然だったとしても、盗み聞きしてしまったことが後ろめたくて郁夜の視線から逃れるようにまた俯いた。


「あのさぁ……」


完全に呆れている郁夜の声。


カンペキ嫌われた……よね。


情けなくて顔を上げられないよ。


「立ち聞きするなら、ちゃんと最後まで立ち聞きしろよな」


…………。


はい!?　どういうこと??


意味がわからなくて咄嗟に郁夜を見ると、ソファーにもたれかかって相変わらず呆れ顔をしていた。


でも、盗み聞きしちゃった私に呆れてるんじゃなくて、最後まで聞かなかったことに呆れてるの……?　そこ!?


「最後までって……。あのあと、なにを話してたの？」


おずおず聞いた私に、郁夜は意地悪な顔を向けた。


「教えねぇよ」


なにそれっ!?　喧嘩売ってるわけ!?


間違いなく、ここ数日の仕返しをされてる！


郁夜らしいけどさ。


ふくれた私を見て、郁夜は笑った。


意地悪満載な顔だけど、やっぱり郁夜らしい。


私がずっと見たかった顔。郁夜の素の顔。


さんざんひどいことを言われてるのに、なぜか私の心は温かくなった。


「こっちに来いよ」


ソファーの背に腕を伸ばして、足を組んで偉そうに座っている郁夜が、さらに上から目線で言ったその言葉に、私は一瞬で真っ赤になってしまった。


そして鼓動が高鳴る。


それは今までのように痛くなくて、キュンと疼く感覚。


やだ。完全に郁夜のペース。


本当は郁夜のもとに行きたくて行きたくてしょうがないくせに、最後の抵抗をしちゃったりしてる。


だって、なんか悔しいもん！　全然わけわかんないし!!


「ひな、こっちおいで」


ヤバイ。


ガラリと変えてきたその優しい微笑と声に、ものすごく悔しいけど、完全にノックアウトされてしまった。


すごすごと、テーブルを挟んだ郁夜のソファーに近づく。


郁夜が組んでいた足をほどいて、大きく両足を広げた。


「座れよ」


「……そこに!?」


広げた両足の間のわずかな隙間。


目の前の魔王様は、そこに座れと仰せになった。


いや、無理でしょ!?　恥ずかしすぎる!!


だって、ちょー密着！


「早く」


ぐっと腕を引っ張られた弾みで、郁夜に背を向ける形でそこに収まってしまった。


ドキドキドキドキドキドキドキドキ。


うわぁ～！　もうドキドキを超えてバクバクしてきた！


そんな私にトドメを刺すかのように、郁夜は両腕を後ろから私のお腹に回した。


ぎゃー!!!!


恋愛経験が乏しすぎる私の表現だと、この状況は、まるでお父さんと小さい娘がそり滑りをするのに一緒にそりに乗って、お父さんが娘を後ろから抱きかかえて座ってるかのような状況！


……なんて色気のない表現なんだろう。完全パニック！


「ちゃんと説明してよ。全然意味わかんないよ」


大混乱の中、やっとのことで絞り出した言葉に、郁夜は不機嫌そうに息を吐いた。


後ろからお腹に腕を回されて、密着してるから郁夜の顔は見えない。


でも郁夜の鼓動や温かさが伝わってきて、ドキドキが止まらない。


懐かしく感じる郁夜の香り。


こんなに近くに感じられるなんて夢のようだけど、状況が呑み込めなくて喜んでなんていられない。


「オマエの執事やってるのには、ちゃんと理由があるんだよ」


耳元で、消えそうな声で郁夜が囁いた。


「えっ……？」


その郁夜の囁きが聞こえないんじゃないかって心配になる程、自分のドキドキがうるさい。


「理由って？」


沈黙。


でも、じっと郁夜の言葉を待った。


「……ひなの執事をやりたいと思ったからだよ」


なにそれ！　理由になってない！って言おうとした瞬間、お腹に回していた腕をほどいて、郁夜は私を後ろから抱きしめた。


ドキッ!!


郁夜の厚い胸板を背中に感じて、胸が飛び上がった。


郁夜の頰が私の頭に触れているのを感じて、さらにドキドキが止まらない。


ヤバイ。本当にヤバイ。脳内に出で川がわ発生。ヤバイよヤバイよ～って！って、おい！　落ち着け自分!!


「仕事でキスなんてしねぇよ」


……えっ!?


「どういうこと……？」


仕事じゃないなら、じゃあ、じゃあ……。


「一度しか話さないから黙って聞いてろよ。俺の過去」


郁夜の、過去……？


郁夜の腕の中で、私は小さく頷いた。












郁夜の過去




「１年前の春、俺は執事養成学校を卒業してすぐにＡ級執事の試験に臨んだ。絶対に負けたくない奴がいたんだ。だからどうしてもＡ級執事の資格が欲しかった。そして必死になって試験に臨んで、Ａ級執事の資格を手に入れたんだ」


郁夜がＡ級執事を取ったのは、負けたくない人がいたからなんだ。郁夜の腕の中で温もりを感じながら、私は黙って聞いていた。


「でも……。喜んだのも束の間で、そいつはＳ級執事を取っていた。幻のＳ級執事だ。そいつは世界で唯一のＳ級執事になった」


Ｓ級執事!?


美里さんが言っていた。それは伝説といっていい程難しい、王族に仕える程の称号だって。


今は世界にたった一人しかいないって言ってたけど、それがその郁夜のライバル!?


そんなすごい人だから執事歴何十年のお爺じいちゃんだと勝手に思ってたけど、その人がライバル!?


「どんなに努力しても追いつけない壁を突きつけられて、俺は絶望した。自分にも、執事にも。でも俺は【藤堂】だ。代々執事の家柄で、執事になるべく育てられた。俺には執事として生きるしかない。だが、仕えたいと思えるお嬢は世界中探してもいなかった。だから、それからしばらくなにもしないで過ごした。ただダラダラと、世界中を放浪していた」


郁夜……。


いつも自信たっぷりの郁夜に、そんな過去があったなんて。


郁夜の声は囁くように小さくて、逆に抱きしめてあげたい衝動に駆られる程で。


でも、一言も聞き逃さないように全神経を集中させて黙って聞いた。


「そんな生活を１年近く続けたある日、理事長から連絡があった。日本に来ないか、って」


お父さんから!?


そっか、お父さんは執事養成学校の理事長でもあるから、郁夜は卒業生になるのか。


「その頃日本はちょうど桜の季節で。俺の祖父ちゃんは日本人だから、小さい頃から何度か日本には遊びに行っていて。そのとき見た桜の美しさを思い出して、日本に行ってみようという気になった。それで、今年の３月末に日本に来たんだ」


桜かぁ……。


その頃私は中学を卒業して東丘高校の入学を楽しみに待っていたな。なにも知らずに、呑のん気きに。


「日本に来たら、理事長に言われた。部屋を貸すから頼みがあると。それで、向かいのマンションの一番上に住まわせてもらっていた」


「ええ────!?」


思わず驚きの声をあげちゃった。


だって、だって、郁夜が春からもう一つのマンションの一番上に住んでたなんて！


しかも、その頃私が住んでたボロ家の隣に住んでたなんて!!


「なんで!?」


郁夜は私の反応を楽しむように、少し笑った。


「理事長は春になったらイギリスに戻る。その頃から体調が悪かったから、ひなのことが心配だったんだろう。部屋の中からでいいから娘を見守ってくれと頼まれた」


「うそ……!!」


驚きすぎて息をするのを忘れるくらい。


郁夜がずっと私を見守ってくれてたなんて!!


「全然知らなかった……」


「当たり前だっつーの。ひなに知られたら任務を遂行できないじゃん」


郁夜が優しく笑う。


「ひなが東丘高校に入学する少し前から、この向かいの部屋からずっとひなを見ていたんだ」


でも、それってお父さんに頼まれたからだし、部屋借りてる恩もあるからだよね？


「最初はさぁ、めんどくせーって思ったんだよ。でも他にすることなかったし、部屋も案外居心地よかったから。理事長に恩もあったしな」


ホラ、やっぱり。


「理事長の娘は色気もないちんちくりんだし」


「ひどい」


私たちはじゃれ合うようにクスクス笑った。


「でも、暇だったから部屋から見てたんだよ。オマエは毎日毎日制服着て学校行って。帰ってきたと思ったらどっかに出かけて、夜になったら戻ってくる。黒服の警備員にビビって激チャリで挙動不審でな。本当はお嬢なのに、なにも知らずに平凡に生きていて。そのうち、興味が湧いてきた」


私に、興味？


「勘違いするなよ。観察日記みたいな感覚だよ」


あーハイハイ。そうでしょうねー。


「気がついたら、マンションを出てもっと近くで観察してた。学校が終わったあとに出かけてたのはバイトのためで。三つもバイト掛け持ちしてて。でも、本人は全然必死じゃなくて、【普通】に生活してるだけって顔して暮らしてる。普通より貧乏だしどう考えても親父が変なのに、妙に割りきってるし。毎日そこそこ楽しそうにしてるわりには、なんにも執着していない。充実した生活してるように笑ってるのに、俺みたいな目をしてた。変な奴って思って、ずっと見てたんだ」


そんなことになってたなんて、全然知らなかった。


確かに、私ってあまり執着とか関心とかないかも。


平々凡々というか、思えば不満もなく川の流れにただ流されているような生活だった。


郁夜と出会うまでは。


「１学期が終わりに近づいた頃、理事長から連絡があった。入院することになったから、娘が心配だって。娘の専属執事になってくれないかってな。執事は１年前にヤル気をなくしたはずだったけど、なぜかやってもいいと思った。仕えるお嬢がオマエなら」


郁夜……。


郁夜の優しい声に、またドキドキしてきた。


「思った以上に楽しかったよ、オマエの執事は。真っ直ぐで、意地っ張りで、強がりで。でも、本当は、小さい頃に子供をしっかりやらずに無理に大人になろうともがいてる女の子だってわかって。自分を見てるみたいだった。でもオマエはもう女の子じゃなくて女で……」


な……なになに!?


郁夜の声がなんだか妖艶で、ものすごくドキドキしてきた。


郁夜は、後ろから抱きしめている私の身体をギュッと引き寄せて、耳元に唇をつけた。


「気がついたら、オマエが欲しくなってた」


郁夜の吐息と共に、甘い言葉が耳をくすぐる。


うそ!!　うそ～～～～～～!!!!


ヤバイ。心臓が爆発しそう!!


顔も身体も熱い。


破裂しそうにドキドキして動けない！


「でも、それは執事としては禁忌。わかっていた。でも、オマエはそこら辺のお嬢とは違う。俺にとって人間的にも魅力的だった。だから、執事の枠を越えてしまった。でも、ひなに執事を変えて欲しいと言われて、目が覚めた。理事長には、教育方針はすべて任せると言われていたけど、さすがに俺は執事失格だったと反省した。だから本来のＡ級執事としての振る舞いを徹底してたのに」


そして、チュッと私の耳に軽くキスをした。


わー!!　もう身体中がムズムズするよー!!


「じゃあ、抱きしめてくれたのも、キスも、仕事じゃなかったんだ……」


「仕事じゃそんなことしねぇよ」


郁夜の顔が見たくなって首を後ろに回したら、郁夜は私の身体を抱き上げて回転させた。


ソファーの上で、郁夜と向かい合わせになって……。


顔がすごく近くて恥ずかしいけど、郁夜の綺麗な顔から目が離せない。


郁夜は珍しく少し照れながら、私を引き寄せて抱きしめた。


郁夜の腕の中は、ものすごく落ち着く。


ずっとこうして欲しかったんだ。


でも、郁夜の本当の気持ちがわかって、頭の中はパニックだった。ということは、これからも郁夜と一緒にいたって辛くないし、むしろ一緒にいたい！


じゃあ、お父さんに早く伝えなきゃ！


執事変えるのナシって!!!!


「郁夜、お父さんに言わなきゃ！　執事はこれからも郁夜じゃなきゃ嫌だって！」


身体を起こして言った私の目に飛び込んできたのは、郁夜の伏せられた瞳だった。


「もう、無理だ」


えっ……？


「なんで……？」


予想外の言葉に、胸がギュッと縮んだ。


「お嬢様に二言はないんだよ。旦那様が承諾するはずがない」


「そんな!!」


目の前が真っ暗になった。


郁夜と思いが通じたのに、こんなに好きなのに、もう、戻せないなんて……。


「ひな、これから久條の人間として、たくさんの選択をしていかなくてはいけない。自分の選択には責任が伴うんだ。取り返しのつかないことのほうが多い」


そんな……。そんな!!!!


「やだ！　やだよ……。郁夜、お願い！　お父さんと連絡を取りたいよ。お願いしてみたいの!!」


涙すら出ないくらい苦しくて、背中が冷たい。


郁夜は表情を変えず、そっと私を抱きしめた。


「今日はもう遅いから、明日連絡をくれるようお伝えする」


郁夜の胸に顔を埋うずめて、頷くことしかできなかった。


安易な決断ではなかった。


たくさん悩んだし、これが最良だと思った。


でも、まさかこんな展開になるなんて予想もつかなくて……。ううん。決断する前に、郁夜を信じて相談すればよかったんだ。


結局は私のせい。私の判断ミス。


自分の未熟さを呪った。


でも、郁夜と離れたくない……!!


「ひな、今日はもう寝よう」


私の頭を撫でながら、いつになく優しい声で言う郁夜が心から愛しくて。離れたくなくて。


「やだよ。寝たら明日になっちゃう」


「本当にしょうがないお嬢だな。寝るまで一緒にいてやるから」


そう言いながら、私をお姫様抱っこしてベッドへ歩きだした。


ベッドに優しく私を寝かせて、布団をかけてくれる。


「郁夜、寂しいよ」


「ひな、力をつけろ。自分の選択には責任がついてまわるけど、力があればたいていのことは叶う」


「力……」


郁夜をもう一度、自分の専属執事にするための力……。


「もう、おやすみ」


ベッド脇から、私の手を握って優しく微笑む郁夜の顔が涙で滲む。


「これからも、こんくらい素直でいろよ」


そして、私のおでこに優しくキスを落とした。


「郁夜……」


そんなふうに最後みたいに言わないで。


そう口に出そうと思ったけど、瞼まぶたが重く下がってきて。


次第に郁夜の顔がかすんでいった。
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最後の日




眩しい光を感じて目を開けたら、郁夜の姿はなかった。


時計は９時を指している。


昨夜はずいぶん遅くまで郁夜と一緒にいたから寝すぎちゃったみたい。


いつも８時前には起こしてくれるのに、今日はどうしたんだろう。


まだ眠たい目をこすりながらベッドから身体を起こした。


テーブルの上は綺麗に片付いていて、昨日郁夜と一緒にミルクティーを飲んだ形跡は残ってなかった。


夢……じゃないよね。


確かに、昨日あのソファーで郁夜に思いを伝えた。


郁夜は過去も話してくれて。


そして、私が眠るまで側で手を握っていてくれた。


でも、郁夜とは今日でさよならなんだ……。


嫌だ！　お父さんにお願いしなきゃ！


ベッドから飛び下りて、洗面所に向かった。


冷たい水で顔を洗って気持ちを引き締める。


急いでパジャマから着替えて、部屋のドアを開けて外を覗いた。


郁夜はどこだろう？


いつも私が捜すこともないくらいよいタイミングで部屋に来てくれるのに。


ドアから辺りをキョロキョロ見回していると、後ろから声が響いた。


「まぁ！　ひなお嬢様、お目覚めでございますね。お部屋で少々お待ちくださいませ」


振り向くと、メイドさんが微笑んでいた。


いつだったか、郁夜に用があって私の部屋に来た人。


「わかりました」


郁夜を呼んでくれるのかな。


とりあえずおとなしく部屋に戻ることにした。


ソファーでぼーっとしてると、ふいにノックが響いた。


郁夜のノックの音じゃなくて落胆する。


「はい」


「失礼します」


入ってきたのは美里さんだった。


郁夜がいつも食事を載せてくるワゴンを押しながら、部屋に入ってくる。


「美里さん！」


「ひなちゃん、おはよう。ぐっすり寝れた？」


「おはよう。ちょっと寝すぎちゃったみたい」


郁夜が起こしてくれないから……。出かかった言葉を呑み込んだ。


「気持ちよさそうに寝てるから、残りわずかな夏休みくらいこのまま寝かせてあげてって、郁夜様が」


「郁夜が!?」


テーブルの上にテキパキと配膳しながら、美里さんは頷いた。


「郁夜は？」


いつもと違う様子に胸騒ぎがする。


「郁夜様は用があるって外出されてるわ。でも朝食もランチもディナーも、ちゃんと郁夜様が準備してから行ったから安心してね」


さぁ、どうぞと微笑まれて、気が進まないながらもスクランブルエッグを口に入れた。


「郁夜の味だ……」


美里さんが昔作ってくれたスクランブルエッグとは違う味。それは最近食べ慣れていた郁夜の味だった。


でも私の心は曇ったままだった。


最後になるかもしれない日に、外出なんて。


ディナーも準備して行ったってことは、夜まで戻らないってこと？


美里さんに心配させないようモリモリ食べてるけど、内心ため息１００万回だよ。


でも、今私にできることをしなきゃ！　もう時間がない！


フレッシュジュースでパンケーキを喉に流し込んだ。


「美里さん、お父さんから連絡来てなかった？」


「旦那様から？　来てないわよ」


「そっか……」


もう遅いから、明日連絡くれるよう伝えるって昨日郁夜が言ってたんだけど。


待ってらんない！


「ねぇ美里さん、大至急お父さんと連絡取りたいの！　お願い！」


顔の前で手を合わせて懇願した。


「やだ、ひなちゃん。それひなちゃんが小さい頃、夜怖くてお手洗いに行けなくて私に一緒についてきてってお願いするときのポーズ」


久しぶりに見たわ～懐かしい～と、大はしゃぎの美里さん。


もー。こっちは真剣なのに！


「冗談よ、ごめんね。わかったわ。今すぐ連絡取ってみるから」


美里さんは、理由も郁夜とのことも聞かないでくれてる。


ありがとう、美里さん。


美里さんを信じてお父さんの連絡を待つことにした。





大体、娘なのに父親の連絡先を知らないのがおかしいよね。


教えないお父さんがおかしいのか。


いや、聞かない私が変なのかな？


関心ないってこういうこと？


まぁ、私がお父さんの携帯番号を知っていたところで、こういうことでもないと連絡しないんだろうなー。


冷めてるのかな？　親との距離って難しい。


そんなことを考えながら窓の外を眺めていたとき、美里さんがやってきた。


執事の斎藤さんに連絡したけど、お父さんは今取り込み中なんだって。


私が連絡取りたいってことをお父さんに伝えてくれるって。


それからずっと待ってるんだけど、全然来なくて。


ランチの時間を過ぎても来ない。


突然私の携帯が鳴ったのは、おやつの時間が過ぎた頃だった。


『もしもし、ひなちゃん？　お父さんだよー』


うわ!!　やっとやっと、お父さんからの電話だ!!


興奮してちょっと手が震えてる。


文句の一つでも言いたかったのに、文句がありすぎて詰まって出てこなかった。


「お父さん！　遅いよ!!　ずっと待ってたんだから!!」


『おやおや。ひなちゃんがそんなに必死になるなんて珍しい』


あーいちいち調子狂う！　この親父はっ！


「そんなことより、お父さんにお願いがあるの！」


『なんだい？　お父さんにお願いだなんて、これまた珍しいねぇ』


声を弾ませちゃってるお父さん。


しめしめ。願いを叶えてくれそう！


「勝手なこと言ってるのはわかってるんだけど、あの……」


いざ言うとなるとちょっと緊張して口ごもっちゃう。


でも、これだけはちゃんと言わなきゃ！


「執事なんだけど、やっぱり郁夜にして欲しいの！　変えてって言ったのに、ごめんなさい!!」


よし！　言った!!


あれ？　わかったよーん、とか言うと思ったのに、お父さんはなにも言わない。


「お父さん？」


『ひな……』


────えっ……？


私の呼びかけに応えたお父さんの声は、今まで聞いたことのない声だった。


威圧感に押しつぶされそうな、低くて重い声。


一気に冷や汗が流れた。


『もうことは進んでしまっているんだよ。ひなが決めた通りにね』


その一言一言が、胸に突き刺さる。


どうあがいても変えられない、太刀打ちできない現実をつきつけられた。言葉が、出ない。


『それに……郁夜くんも……』


そのあとお父さんが言った言葉に、気を失うかと思う程驚愕した。


携帯を持つ手が冷たくなっている。


気が遠くなって、立ってられなくて、その場にへたり込んだ。


『とりあえず、明日新しい執事がそっちに行くからよろしくね。仲良くするんだよ。ちなみにこれはお父さんの携帯だから、お父さんの声が聞きたくなったらいつでも電話していいからねー。じゃあまたねー』


いつもの調子に戻ったお父さんのテンション高めな声も、私の耳をすり抜けていった。


プツッと切れる音を待たずに、携帯は私の手からすり抜けて床に落ちた。


そんな……。お父さんの言葉が信じられなかった。


いや、信じたくないだけ。


それはあまりにも衝撃が大きくて、胸に突き刺さったまま抜けそうにない程だった。








『郁夜くんも、新しいお嬢様が決まったようだよ』








ディナーの時間が来ても、ベッドから起き上がる気力がなかった。


美里さんが美味しそうなビーフストロガノフを運んできてくれたけど、今回ばかりは心底食欲が湧かない。


「美里さん、ごめん。今日だけそっとしといて。明日には元気になってるから」


布団に包くるまりながら力なく言った私に、美里さんの優しい声が返ってきた。


「わかったわ。今日はゆっくり休んで。明日の朝、起こしにくるからね」


そっか。


明日の朝には郁夜はもういないんだ。


起こしてくれるのは、もう郁夜じゃない。


「ひなちゃん、私はいつもひなちゃんの味方よ」


ドアを閉める間際に聞こえた美里さんの言葉。


そうだよね。


私を大切に思って見守ってくれてるのは郁夜だけじゃない。


美里さんだってこんなに思ってくれてるのに。


なのに、どうしてこんなに心が空っぽなんだろう。


郁夜……。辛いよ。


お父さんがもっと早く連絡をくれていれば……。


結城くんが余計なことを私に言わなければ……。


後悔の念が怒りとなって込み上げてくる。


いや、違うよね。わかってる。


全部自分のせい。


もっと素直になって郁夜に相談していれば。


どんな手段を使ってでも、もっと早くお父さんに伝えていれば。


連絡をただ待ってたりしないで、私から行動していれば。


でも、もうどうすることもできないんだ。


自分の非力さが恨めしいよ。


力をつけよう。


この後悔をバネにして、努力しよう。


もう郁夜が執事になってくれることがなかったとしても。どこかで出会ったときに、恥ずかしくないようなお嬢様になろう。


今度会ったときには、私の後ろには違う執事がいて、郁夜は違うお嬢様に仕えているのかもしれないけど……。


それは私にとっては耐えられない程に悲しいけど、郁夜は仕えたいと思えるお嬢様に出会えたってことだよね。


郁夜が執事としてもっと輝けるなら、それを応援しよう。


そして、私も頑張ろう。


涙で濡れた顔ごと布団に潜って、ぐっと悲しみを堪えてた。





いつの間にか寝ちゃったみたい。


洋服のまま、電気もつけっぱなしで。


ん!?　電気!?


確か、電気を消して、暗闇の中で布団を被ってたはずなんだけど。


モゾモゾと布団から顔を覗かせてみると、ハーブティーのいい香りがした。


──えっ!?


異変に気づいて、ガバッと布団をはねのけて飛び起きた！


「ひでー顔」


そこには、テーブルの横でハーブティーを淹れる郁夜が意地悪な顔で笑っていた。


「郁夜!!」


驚いた私をからかうようにニヤッと笑う。


寝起きだからか、頭が働かない。


言いたいことがたくさんあるのに。


仕えたいって思える新しいお嬢様見つかってよかったじゃん！


……って言いたいところだけど、今はそんな心の余裕はなくて、【ひどい！】って責めちゃいそうだから考えないようにした。


「あーあ。服ぐちゃぐちゃ」


そう言いながら、温かいハーブティーをベッドまで運んでくれた。


「ありがとう」


「それ飲んだら風呂入ってこいよ。準備できてるから」


「……うん」


最後なのに、郁夜は拍子抜けしちゃうくらいいつもと変わらないんだね。


ハーブティーも、いつも通り美味しい。


「今、何時？」


「夜の９時。腹は？　減ってない？」


「うん。今日はいい」


９時かぁ。けっこう寝ちゃったんだなぁ。


まだぼーっとしてたけど、重い身体を引きずってお風呂に入って。


そのあとは、いつも通り髪を乾かしてもらう。


鏡越しの郁夜は、やっぱりいつもと変わらない。


寂しいのは私だけなの？


それとも、郁夜のこの態度はわざとなの？


悲しいけど、最後くらい笑顔でってこと？


それなら、私も。笑顔の私を覚えていて欲しい。


心のモヤモヤを、振り払わなきゃ！


寝る準備ができた私に、郁夜は新しくハーブティーを淹れてくれた。


今までの香りとは少し違って、レモンのいい香りが部屋中に立ち込めている。


それは元気が出てくるような、でも落ち着くような香り。


「あまり寝る前に飲む系のハーブじゃないけど。オマエの顔ひどすぎだから」


頑張って微笑んでるのにひどい！


でも頑張りすぎて変な顔なのかも。


やだ！　逆効果！


ほんと、私ってマヌケだなー。


「はい。元気が出るように、レモンバームとオレンジピールをブレンドしたから。それとちょっとは女らしくなるように、ローズレッドとローズピンクも」


女らしくって、余計なお世話！


郁夜から手渡されたカップは、透明なガラスのカップで、お湯を注がれたばかりのハーブがゆらゆらと泳いでいるのが見えた。


どれがどれだかわからないけど、くすんだ緑色やオレンジ色にまじってピンクと赤の花びらがヒラヒラ舞っている。


湯気からは、ほのかに薔ば薇らの香りとレモン、甘いオレンジが混ざったとてもいい香りが漂っていて、思わず深く吸い込んだ。


「いい香り」


「香りは心に効くんだ」


うん。知ってるよ。


いつも郁夜の香りにドキドキしたり、安心したりしてたから。


郁夜がカップの中のハーブを取ってくれて、いい香りと共に一口ふくんだ。


「美味しい」


わくわくするような、自然と笑顔になるような不思議なハーブティー。


「あと、ダンディライオンを入れた。俺が一番好きなハーブ」


「ダンディライオン？」


なんだかかっこいい名前。


「たんぽぽの根っこ。根っこのように、ココにドンと一本太い芯を持てるように」


郁夜は親指で自分の胸を指した。


「心に、芯を……」


「そ。でもオネショに注意だから」


ニヤッと意地悪く笑った郁夜のその言葉に、思わず噴き出しちゃって。


二人で一緒になって笑った。


心がゴチャゴチャしてたけど、おかげでいっぺんに吹き飛んだ。


──心に一本太い芯を。


うん。きっと大丈夫。


「郁夜、ありがとう」


「ああ」


郁夜の優しい笑顔。大好きなその笑顔を忘れたくない。


ハーブティーを置いて、郁夜のもとへとゆっくり歩いた。


「郁夜、ぎゅってして？」


郁夜のすぐ前で、その綺麗な明るい茶色の瞳を真っ直ぐに見上げた。


郁夜は微かすかに微笑んで、そっと抱きしめてくれた。


郁夜の香り。


温もり。


男らしい肩、大きくて温かい手。


綺麗な指。


執事服の肌触り。


そして、居心地のよい腕の中。


全部心に刻もう。





「郁夜、キスして？」


最後の、お願い。


郁夜の腕の中で囁いた。


郁夜は私を優しく抱きしめたまま、なにも言わずその綺麗な顔を近づけた。


そっと、唇が重なる。


意地悪な唇は、こんなに温かくて柔らかい。


郁夜、ありがとう。


出会えてよかった。


忘れないよ……────。


私の初恋。












新しい執事




朝、昨日の言葉通り美里さんが起こしにきてくれた。


「ひなちゃん、おはよう」


「おはよう、美里さん」


ボロ家に住んでたときみたい。


なにも知らずに過ごしてたあの頃。


でも、私は久條を選んだんだ。


今日来る新しい執事と、お嬢様としての修行が始まるのかな。


新しいスタート、頑張らなきゃ。そう思ったら元気が出てきた！


朝の日差しを身体いっぱいに浴びる。


うん。きっと大丈夫。頭がクリアになってきた！


そういえば、郁夜はもういないから朝ご飯は美里さんが作るのかな？


「ねぇ、美里さん。朝ご飯、一緒に作りたいな。もう作っちゃった？」


「まずはひなちゃんを起こしてからって思って、まだ途中なの。あともう少しなんだけどいい？」


「もちろん！」


この家に来てからキッチンに行くのは初めて！


急いで顔を洗って、着替えて、美里さんとキッチンに向かった。


初めて見るキッチンは、とっても広くてピカピカだった。


シンクも広いし、作業台も広い。


芸能人のお宅訪問のテレビ番組で見るようなオシャレで機能的なシステムキッチンだった。


「わっ！　手をかざしたら勝手に水が出てくる!!」


「収納がいっぱい!!」


「ガスコンロお掃除しやすそう!!」


「こんなに広い食品庫まで！」


一人ではしゃぐ私を見て、美里さんはくすくす笑いながら用意を進める。


郁夜はいつもここで私の食事を作ってくれてたんだな……。


きゅっと小さい音を立てて胸が痛んだけど、慌てて気持ちを切り替える。


郁夜のエプロン姿、ちょっと見てみたかったかも。


めんどくせーって言いながら料理してたのかな？


そう思ったら、ちょっと笑えた。


「ひなお嬢様、なんだか楽しそうですね？」


キッチンはメイドさんも出入りするからか、美里さんは久々の使用人モード。


「美里さんと料理するの懐かしくて、とっても楽しいから。また時々お手伝いさせてね？」


サラダ菜をブチブチちぎってボウルに入れながら、美里さんを見上げる。


「わたくしも、ひな様とまたこうしてキッチンに立ててとても楽しいですわ。今日いらっしゃる専属執事に、その旨お願いしてみますね」


「うん」


郁夜のいない心の隙間は、こうやって埋めていけば大丈夫かな。


今を楽しむしかない。そう自分に言い聞かせた。





朝食は、いつも食べてる自分の部屋じゃなくて、ダイニングで食べることにした。


初めてこのマンションに来たとき、サプライズでクラスのみんなが大集合していたこの場所。


あのときはリビングとダイニングを全部使ってたから教室の２倍くらいの広さになってたけど、今は家具も並んでいて生活感がある。


ダイニングテーブルはけっこう広くて、10人くらいいっぺんに食事ができる程。


ドラマや漫画でよく見るお金持ちのテーブルそのまんま。


最初はこのテーブルにどうしても慣れなくて、郁夜が私の部屋で食べられるようにしてくれたんだったな。


でもこのテーブルにも慣れていかなきゃいけないよね。


だから、今日はこのテーブルで美里さんに給仕してもらって朝食をいただいた。


朝食のあとは、リビングでお茶を飲んで過ごした。


部屋に一人でいたら色々考えすぎちゃいそうで。


リビングの窓は全面ガラス張りになっていて、陽ひがほどよく差し込む。


ガラス越しに外の景色を眺めていた。


ここで、郁夜と花火を見たな……。郁夜の腕の中で。


あ、まただ。


ちくっと胸が痛んだから、思いっきり深呼吸した。


郁夜との日々を思い出して、こうやって胸を痛める自分を今は許そうと思う。


思い出は忘れなくてもいいよね。


一緒に歩いていければ、それでいいと思う。


それでも前に進むのなら。


────ピンポーン……。


ふいに、チャイムの音が響いた。


ボロ家とは大違いの、品のある音。


「専属執事が到着のようです」


「うん。ここにいるね」


外の景色を見ながら、振り返らずにそう応えた。


美里さんは玄関に迎えにいったみたい。


はぁ。ちゃんと笑顔で迎えてあげなきゃダメだよね。


これからずっとお世話になるんだから。


きっと身体を張って私を守ってくれて、私にとって一番近い存在になるんだから。


でも、なにかと郁夜と比べちゃうだろうなぁ。


お父さんがどんな基準で選んだのかはわからないけど、Ａ級執事の郁夜にはきっと敵わないだろうなぁ。


郁夜と比べられたら新しい執事さんもかわいそうなのはわかってるけど。


こんなお嬢様に仕えなきゃいけない執事さんにちょっと同情する。


やっぱり第一印象くらいよくしとこう。


笑顔の練習しなきゃ。


ガラスにうっすらと映る自分の顔で笑顔の練習をしていたとき、背中越しにガチャッとリビングの大きなドアが開く音がした。


「ひな様、新しい専属執事でございます。わたくしはこれで失礼いたします」


美里さんの声と共に、ドアが閉まる音がした。


わぁ……。ちょっと焦る。


新しい執事さんとここに二人きりにされちゃった。


これからはこの執事さんと二人きりの時間が多いんだから慣れなくちゃね。


でも、自分の部屋じゃなくてよかった。


ここは広いリビングだから、いきなり二人きりでも気分的に楽。


でもでも、まだ笑顔が引きつってる！


ヤバイ。こんなんじゃ振り向けない！


そうこうしてるうちに、足音が近づいてきた。


コツ　コツ　コツ　コツ────……。


大理石の床に響く、靴の音。


ゆっくり、確実に近づいてくる。


わわわ。緊張する！


でも、嫌な感じではない。


足音は合格！……って、嫌なお嬢様だな～。


これからずっとお世話してくれるんだから、いちいち評価するのやめなきゃ。


コツ　コツ　コツ。


どんどん近づいてきて、ピタッと足音が止まった。


よし、笑顔で振り向こう！　ウエルカムな気持ちで!!


「おはようございます」


振り向こうとした瞬間、響いた声。


その声を、私は間違いなく知っている。


えっ……!?


思わず振り向いた先には────……。


男の人が一人立っていた。


一目見て、心臓が止まった……ような感覚になった。


でも次の瞬間、ドキドキと胸が高鳴る。


ど……どういうこと!?


だだだだって、あまりにもイケメン！


というか、かっこよすぎ！


というか、美しい……。


というか……。


そこに立っていたのは、紛れもなく。


藤堂郁夜。


その人だった……!!!!


「本日より、ひなお嬢様にお仕えいたします、藤堂郁夜でございます」


優雅に、うやうやしく頭を垂れた。


「はい!?」


状況が呑み込めなくて、素すっ頓とん狂きょうな声が出てしまう。


なにこれ!?　どっきり!?　てゆーか、デジャブ!?


いやいや、デジャブじゃない！


そして初めて郁夜が来たときと同じリアクションなんですけど、私！


どういうこと!?って言おうと口を開きかけたと同時に、郁夜はスーツの胸元に手を入れた。


そこから出てきたのは、またしてもスマートフォン！


郁夜は何度か画面を触り、私に画面を見せた。


「旦那様からご伝言でございます。ご覧くださいませ」


この展開、ことごとく最初に出会ったときと一緒じゃんっ！って思いながらも、仕方なく画面を覗いた。


画面に映ったのは、やっぱりお父さん。


ビシッとしたスーツを着て豪華な椅子に座ってる。


『やぁ、ひなちゃん。おはよう。ちゃんと眠れたかな？』


憎たらしい程の爽やか笑顔で手を振っている。


「ちょっとお父さんっ!!　どういうこと!?」


でも、画面に食らいつく私が見えないかのように、お父さんは笑顔で手を振り続けている。


「今回は録画でございます。旦那様はただいまイギリスへフライト中でございますので」


郁夜が横から落ち着き払った声で言った。


あ、ああそう。


飛行機の中か。またイギリスに戻ったのね。


前みたいにテレビ電話かと思った……。


おかげで、少し冷静になれた。


っていうか、録画なら黙って聞いてるしかない。


郁夜が持ってきてくれた椅子に座って、仕方なく画面を見つめる。


ホントにホントにどうなってるの!?


『ひなちゃん、今キミの前にいるのは、昨日半日がかりで行った【ひなちゃんの執事採用試験】で、みごと選ばれた新しい執事だ』


試験!?　昨日試験やってたの!?


ちょっとドヤ顔なお父さん。いいから次話してよ！


『しかも、世界中から集まった１００人もの優秀な執事の中で、ぶっちぎりトップの成績で合格した大変優秀な執事だ。なんと！　世界にも数少ないＡ級執事の資格を持っている!!』


……知ってるよ。ほんと白々しい。


でも、１００人も！


その中でぶっちぎりトップってすごい。


『書類選考も合わせたら３００人もの執事から選ばれた最優秀執事だ。もう文句はないだろう。フフフ』


わかったって、もー。


『お父さんはイギリスに戻るから、久條として生きるあれやこれやを、郁夜くんからよく聞きなさい。また連絡するからね』


あれやこれやって、ざっくりだなぁ……。


『ああっ！　それと……』


ちょっと顔を赤らめてコホンと咳払いするお父さん。


『ひなちゃん、ほっぺにチュウ以上はお父さん許さないぞ！　うん？　じゃあ頑張るんだよ～』


プチッと、そこで画面は消えた。


はぁ～～～？　真っ赤になってなに言っちゃってるの!?


思わず隣に立っている執事……郁夜の顔を見た。


「……だって。どうする？　ほっぺにチュウじゃ足りなくて、ひなお嬢様はもっとすごいこともご経験されてるのに……」


やんちゃで意地悪な顔でニヤッと笑った。


もっとすごいことって……。


色々思い出しちゃって、とたんに顔が熱くなる。


てゆーか、誰の仕業よ!!　もー。


「そっそんなの、知らない！」


郁夜はスマートフォンをしまいながら、相変わらず綺麗な顔で意地悪く笑ってる。もー、ホントわけわからない！


「そっそんなことより！　郁夜、どういうこと!?　意味わかんない！」


「旦那様が言った通りだよ。今日から俺がひなお嬢様の新しい執事。嫌なわけ？」


「い……嫌なわけじゃないけど……」


もちろん、ものすごく嬉しい。身体が震えるくらい！


でも、こんな幸せなことがあるわけないってどこかで疑っていて。


喜ばせておいてなにかあるんじゃないかって不安もあって。


「じゃあ、昨日ずっといなかったのは……」


「そ。ひなお嬢様の新しい執事の試験を受けてた。久しぶりに本気出してやったよ。まじかったりー」


郁夜がわざわざ試験を受けてくれたの!?　しかも本気で!?


「どうして……？」


さっきからまとわりつく不安が口をついて出た。


隣に立っている郁夜をじっと見つめる。


郁夜はフッと優しく笑って、温かい手で私の頰に触れた。


「ひなの執事でいたいからだよ」


ぶわっと鳥肌が立った。


郁夜のその言葉が、不安でいっぱいだった心に優しく染み渡って涙が溢れる。


「他の男にひなの専属執事になられてたまるかっつーの」


そして、私のほっぺたをぷにっとつまんだ。


「いひゃい」


「バーカ」


でもでも、腑ふに落ちないことがたくさんある！


「でもね、昨日お父さんと電話したとき、今まで聞いたことないような怖い声で、私が決めたようにもう進んでしまってるって言ってたよ!?」


「あー……。父親の威厳を見せてみたいって言ってたな」


はぁ～～～!?


「でも、電話切ったあとにえらく戸惑ってたけど。“ひなに悪いことしちゃったかな～？　でも、今後はそんな甘いこと通用しないということも教えなくては！”とかってブツブツ言ってたけど？」


なっなにそれ……！


大げさな演技だったってこと!?


「それに、郁夜にも新しいお嬢様が決まったようだって言ってたよ!?」


思わず椅子から立ち上がって、郁夜に食らいついた。


だって、それでものすごくショックで、辛くて……。


「だから、新しく【久條ひな様】の執事になることが決まったけど？」


しらっと言う郁夜。


グルか～～～～～!!??　こいつら、グルかっ!!!!


し……信じられん!!


「昨日だって、郁夜、私にいつもと違うハーブティー淹れてくれたり……。本当に本当に最後なんだなって感じてものすごく悲しかったのに!!」


驚愕の表情で見つめる私に、郁夜は意地悪そうに言い放った。


「おかげでドラマチックな再会になっただろ？」


え～～～～～～～!!!!????


あっ……ありえな～～～～～～～～～～い!!!!!!!!!!


あまりにもありえなくて、もう脱力。


足元がフラフラして倒れそうになった私を、郁夜が抱きかかえる。


そしてそのまま、私は郁夜に抱きしめられた。


もう、二度と戻れないと思っていた郁夜の腕の中。


一気に、嬉しさとドキドキが身体を支配する。


「他に聞きたいことは？」


耳元で囁く郁夜の声は、いつにも増して艶っぽくて。


もう全部どうでもよくなっちゃう。


「これからもずっと、一緒にいてくれる？」


「ひなが俺のこと好きすぎて、執事変えてって言ったりしなければな」


もうっ。やっぱり意地悪。


頰を膨らませて郁夜を見上げた。


意地悪く笑って、郁夜は私の膨らんだ頰にチュッとキスをした。


その瞬間に心臓が跳ねて、プシュ～と音を立てて、頰の空気が抜けていった。


「ちょっ、ちょっと郁夜！　ここ、リビングっ！」


いつメイドさんが入ってくるかわからないし！


こんなところ見られて、それこそお父さんにクビにでもされたら……!!


でも、不良執事は慌てる私を上から見下ろして、フンと鼻で笑った。


「美里がうまくやってるだろ。あいつそんな野暮じゃねぇよ」


美里さんが……。うん。ありえる……。


「そっか……」


「そういうこと」


郁夜の綺麗な指が私の顎に触れて、優しく上を向かせた。


郁夜の吐息がかかる程、近い。


うわ─────。うわ─────！


上から私を見下ろす郁夜は、ドＳオーラ満載で……。


「キスはほっぺまでって旦那様に言われてるしなぁ……」


ここまでして、そんな意地悪を言うなんてっ！


サイテーサイテー!!　どんだけドＳなのっ!?


「どうして欲しい？」


う～～。この郁夜ペース、悔しい～～～！


でも郁夜の形のよい唇がすぐ近くにあって、もう、もう……。


あ～～～～!!!!　なんなのこの状況!?


でも、郁夜らしい。私たちらしい。


そう思ったら、心の中がじんわり温かくなった。


しょうがないなぁ。郁夜には敵わない。


恥ずかしいから、小さな小さな声で囁いた。


「郁夜、キスして？」


とたんに、郁夜はニヤッと満足気に笑った。


「仕方がないですね。ひなお嬢様のお願いとあらば……」


もー！　ずるいっ!!


でも、郁夜の綺麗な顔が近づいてきたら、自然に瞳を閉じていて。


そのあと降り続けた甘いキスの雨に、もうなにも考えられなくなった。


「今度こそ、ちゃんと甘えろよ」


「うん。もう絶対手放したりしない。ずっと側にいて…」


「ひな、これからかなり大変だけど、俺がついてるから」


「うん……」


もう、大丈夫。


きっと私は素直になれる。いつも笑顔でいられるし、なんだって頑張れる。


これからも、郁夜が一番側にいてくれるから。


もう、なにも怖くない。


初めて郁夜に抱きしめられたこの場所で、しばらくの間、私たちは抱きしめ合ったまま、離れられないでいた。












エピローグ




────ガチャ。


重厚な音と共に、車のドアが開けられる。


外には、手を差し出している私の執事。


その手を取って、車から降りた。


完璧な立ち居振る舞いと笑顔で、私をエスコートするその執事。


……車の中の態度とは、１８０度違うんだけど。


でもそんなことを知らないお嬢様たちが……ホラ、また。


「キャー!!　郁夜様よぉ！」


「まぁ。２学期早々お会いできるなんてっ！」


「ああ～。夏休みの間目の保養ができなくて辛かったですわ～」


「どんな夏休みをお過ごしになったのかしら？」


「きゃっ！　こっちをご覧になってよ！」


「「「いや～ん！　麗しい～～」」」


２学期早々、学園の入り口でバッタリ会ったお嬢様五人組は、相変わらず早織ノリ。


「みなさん、ごきげんよう」


執事につつかれて、極上の笑顔で久々の挨拶をした。


この２日間、みっちりお嬢様修行とやらをやらされたんだから……。


もう、げっそり。


「まぁ、真神さん、ごきげんよう」


そう。久條として生きることを選んだ私だけど、しばらくはこのまま【真神】を名乗ることになった。


しばらくっていうのは、私が久條にふさわしいお嬢様になれるまでなんだって。


お父さんと、会長であるおばあちゃんが決めたって、郁夜から聞いた。


だから、久條を名乗っても恥ずかしくないお嬢様になるための特訓が２日前から始まった。


教えるのは、もちろん郁夜。


そのスパルタさがハンパない！


はぁ～……。


相変わらずキャピキャピな五人の横を笑顔で通過して、教室へ向かった。


もう、二度と足を踏み入れることがないかもしれなかった、ここイル・ソール学園。


でも、かわいい制服を着て、IDカードを持って、またＡクラスに向かって歩いている。


これが私の選択。ここでしっかり頑張ろう。


Ａクラスの扉の前で、立ち止まった。


この扉の先には、飛鳥がいて、執事の羽藤さんがいる。


凰星と煌星もいる。


二人に振り回されて、でも二人が大好きな執事の佐伯さんがいる。


結城くんと、本当は結城くんをとっても大切に思っているんだろう桜庭さんもいる。


そして。私の後ろには、郁夜がいる。


Ａクラスの扉の取っ手を摑んで、郁夜が振り向いた。


「ひなお嬢様、まいりましょう」


その微笑みに、今さらながら胸がキュンとする。


「うん！」


私も自然と笑顔になれる。


「よろしいですか、特訓の成果をお見せくださいませ。お嬢様らしく、品のある行動を……」


「はいは～い」


小こ姑じゅうとみたいな郁夜の小言は、もう聞き飽きたよー。


「【はい】は１回、でございますよね？」


うっ……。笑顔のまま、黒いオーラを放つ郁夜。


やっ……ヤバイ。


「は……はい。わかっておりますとも。おほほほ……」


またお仕置きされる！　ここはおとなしくしておこう。


「けっこうです。……でも、ひな様らしく。それはお忘れなきよう」


優しく微笑む郁夜に、ポワンとしちゃう。


もー。ずっとこの調子。


飴あめと鞭むちで、まんまと郁夜ペース。


あーダメダメ！


いつか、郁夜がなにも言えなくなるくらい素敵なお嬢様になってやるんだから！


よーし、とりあえず２学期も頑張るぞー！


絶対、ここで頑張れる。


だって郁夜がいるから。





意地悪で、


ドＳで、


変態で、


口が悪くて、


おまけに毒舌で。





でもとっても優しくて、


いつも私の一番の味方でいてくれる、





頼れる最高の、


大好きな私の執事……。













【ＥＮＤ】













※この物語はフィクションです。実在の人物・団体等は一切関係ありません。
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